
　議会活動の透明性を高めるため、すべての委員会の
内容を容易に知ることができるよう検討が必要である。

市民参加
及び市民
との連携

〇本会議のケーブルテレビ放送・インターネット配
信、常任委員会における付託案件審査状況の
インターネット配信
〇「出前座談会 （市民と議会との意見交換会）」
（令和６年度：４団体）および各種団体との懇談
会の開催 （令和６年度：１団体）

評価

Ｂ

　市民と議会との意見交換会は、効果的な広聴活動と
なるよう開催方法等の検討が必要である。 Ｂ

評価・今後の対策等主な取組状況・実績等条　項

第
５
条

　市民に開かれ、より身近な議会を目指し、もっと読
みたくなる議会だよりへと努めていくと共に、ホームペ
ージ等での情報発信の充実に向け、継続的に取り組む
必要がある。

議会広報
の充実

〇議会だよりの紙面デザインをリニューアル
〇議会だよりへの意見を聴取するアンケートの実施
〇一般質問通告内容をより詳細にホームページで
公表

Ｂ
第
６
条

　執行部と政策競争をする議会を目指すため、さらな
る議員の意識改革と資質向上、継続的な議論が可能な
議会体制の構築が必要である。

市長等と
の関係

〇常任委員会ごとで調整した市政の課題に対する
提言書を議会として市長に提出
　（令和６年12月20日提出）

Ｂ
第
８
条

　十分な議論を通じ、より良い成案へとつなげるため
の仕組みとして、政策等説明会を開催したが、これま
での実施状況の検証を踏まえ、運用方法等の改善に取
り組む必要がある。

政策等形
成過程の
説明

〇市の重要な政策等の形成過程における説明を
求める場として、政策等説明会を試行開催
　 （令和６年度：７回開催） Ｂ

第
９
条

　決算審査によって明確になった論点をその後の予算
審査に効果的に活かすための政策サイクルのあり方に
ついて、継続的に検討しなければならない。

委員会等
の運営

〇予算と決算を総合的一体的に審査するため、予
算決算常任委員会へと体制を見直すと共に、そ
の審査を充実させるため、予算決算審査準備
会を設置する等、新たな審査サイクルを策定

Ｂ
第
13
条
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　６月定例会の会期日程（予定）をお知らせします。なお、一般質問
などの内容は新聞折込および下呂市メールでお知らせします。

６月定例会会期日程（予定）

※日程は変更になる
　場合もあります。

月　　日
６月　６日
１９日
２０日
２３日
２４日
２５日
２７日

金
木
金
月
火
水
金

午前9時30分～

本会議（初日）
本会議（一般質問）
本会議（一般質問）
常任委員会
常任委員会
予算決算常任委員会（予算関係）
本会議（最終日）

会　議　内　容 時　　間曜日

場所 ： 本会議（下呂庁舎３階議場）
　　　委員会（下呂庁舎３ー１会議室）

　3月定例会では、新年度予算について審議しました。予算
書には、下呂市がどんなことに力を入れていくのか、どんな課
題に取り組もうとしているのか、私たちの暮らしに関わる大
切な計画がたくさん詰まっています。
　気になる政策分野がありましたら、ぜひ第三次総合計画・
施政方針とあわせて、予算書に目を通してみてください。わ
からないことがあれば、お近くの議員に気軽に声をかけてく
ださい。これからも、皆さんとの座談会や意見箱等を通じて、
たくさんのご意見をお聞かせください。皆さんの声を大切に
しながら、わかりやすい情報をお届けしていきたいと思いま
す。どうぞよろしくお願いします！（Y・K）

編 集 後 記
TOPICS
●令和7年度予算審査報告
●３月定例会報告（審議結果）・常任委員会報告
●一般質問（これって、どうなってるの？）
●議会への意見提案箱へのご意見等と対応状況
●議会基本条例の達成状況検証、６月定例会日程

　令和７年４月８日、前日に入学式を行ったばかりの小学校新１年生が真新しいランドセルを背負って
小学校に登校しました。
　市は、令和７年度の新規事業として新入学児童の希望者へランドセルを無償配付しました。

【新しいランドセルで登校】表
紙
の
写
真

No.84
令和７年 5月1日

GERO CITY COUNCIL

　下呂市議会基本条例は、議会の果たすべき役割や責任を認識し、市民福祉の向上のため、議会一丸となって全力で取り組んでい
くことを決意し、令和３年に制定したものです。本条例の第27条では、「議会は、この条例の施行の状況について議会改革特別委員
会において検証し、その検証結果に基づき、必要に応じて、この条例の見直しを行うものとする」と規定されています。
　このため、議会改革特別委員会を中心に、令和６年度における条例の各条項の達成状況に係る検証作業に取り組み、この度、そ
の検証結果と評価を取りまとめましたので、お知らせいたします。

＊議会基本条例は、制定して終わりではなく、その成果や課題を検証して、さらにレベルアップした条例へと改正していくことが、議会
活動の質の向上にとってとても重要です。そのためにも、この検証の取り組みを継続していきます。

＊すべての条項に係る検証結果・評価は、下呂市ホームページに掲載していますのでご覧ください。

【主な検証結果 ・評価】 《 評価の段階：Ａ「達成」、Ｂ「一部達成」、Ｃ「未達成」、－「対象外」》

議会基本条例の達成状況を検証しました議会基本条例の達成状況を検証しました



●市内小中学校の空調設備整備の方向性　　　　　　　
●スクールバスの運用
●学校給食地産地消への取り組み
●学業支援員の配置状況
●学童保育の体制整備
●姉妹都市交流事業の今後の方向性
●文化財活用の方向性
●ふるさと歴史記念館の運営
　アートプロジェクト事業の今後の展開は？
　次回以降の開催を見据え、基本計画の策定や調査業務を実
　施。アートを通じた地域の魅力発信や観光資源化、住民参
　加の展開に向け、県と連携して検討を進める。

３　　下呂市議会だより 2025.5 No.84 下呂市議会だより 2025.5 No.84　　２
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令和７年度 下呂市当初予算

予算規模の大きい事業等予算規模の大きい事業等

議会からの「市政の課題に対する提言書」の予算への反映状況議会からの「市政の課題に対する提言書」の予算への反映状況

下呂市第三次総合計画（基本計画）の分類ごとに分けて、予算決算
常任委員会での話し合いの内容の一部をご紹介します

下呂市第三次総合計画（基本計画）の分類ごとに分けて、予算決算
常任委員会での話し合いの内容の一部をご紹介します

※話し合いがされた主な項目と、分類ごとに１つ質疑の状況を紹介しています。
※★印のついた項目は、７ページで詳しく内容を紹介していますので、あわせてご覧ください。 一般会計　225億5,000万円　　　 △8億8,000万円 （対前年度3.8％減）

（福祉や教育、まちづくりなど幅広い市民サービス）

特別会計　 83億9,404万円　　　　 2億8,141万円 （対前年度3.5％増）
（国民健康保険、介護保険など特定事業に係る７会計）

企業会計　 66億8,231万6千円　△5億2,664万7千円 （対前年度7.3％減） 
（上下水道、下呂温泉合掌村、金山病院事業に係る4会計）

合計 376億2,635万6千円  △11億2,523万7千円 （対前年度2.9％減） 合計 376億2,635万6千円  △11億2,523万7千円 （対前年度2.9％減） 

歳入のポイント
基金繰入金　　    19億2,592万円
　地域福祉基金　　2億1,200万円
　（下呂温泉病院周辺用地購入に充当）
　財政調整基金　　2億5,000万円
市　　　税　　　 44億7,358万円
　定額減税廃止      1億3,846万円
　宿泊税　　　        　8,137万円
市　　　債　　　 11億9,820万円
　（対前年度9億7,558万円の大幅減額）

歳出のポイント
基金積立
　市内ＪＲ駅整備　　            　　　 2億5,007万円
　公共事業（公共施設解体）　    　　 1億   543万円
次期クリーンセンター整備　　  　　  2億2,012万円
上ケ平地区用地取得　　　        　　 3億2,846万円
庁内情報化推進（情報システムの標準化・共通化の推進等）      8,647万円
北部中学校特別教室空調設備整備　　1億      9万円

「市政の課題に対する提言書」の項目
①あさぎりサニーランド移転新築の
　早期実現
②猛暑から市民を守るために
③市民の足となる公共交通の確保・
　充実
④防災・減災対策のさらなる強化
⑤農地保全が末永くなされていくた
　めに

①
サ
ニ
ー
ラ
ン
ド
早
期
移
転

上ケ平地区健康と福祉・スポーツと
文化創造拠点整備事業として用地取得

飛騨川公園管理棟への空調設備整備
北部の中学校特別教室への空調設備整備

②
猛
暑
か
ら
市
民
を
守
る

③
公
共
交
通
の
確
保・充
実

金山・小坂地域におけるデマンドバス
運行事業の拡充
高等学校等通学費補助制度の創設

予算審査は以下のポイントに着眼して行いました
①予算が効率的かつ効果的に活用されているか。 
②優先度の高い政策に重点的に
　予算配分されているか。 
③持続可能な財政運営となって
　いるか。
④「市政の課題に対する提言書」
　に掲げた項目が、新年度予算に
　どのように反映されているか。

1 心豊かで健康に暮らせるまち
●妊産婦支援事業の内容
●クアオルト健康ウォーキングの方向性
●医療人材確保への取り組み
●病児保育の場所や対象
●要支援者向け地域密着型サービスである通所型サービスＡの現状
●しみずの湯の設備更新計画
●国民健康保険事業特別会計基金の今後の見通し
　高齢者生きがいアドバイサー事業の目的は？
　高齢化・会員減少に直面するシニアクラブに対し、地域福
　祉や健康づくりの視点から、社会福祉協議会が事務局とし
　て支援し活性化を進める。

④
防
災・減
災
対
策
の
強
化

非常食品・簡易トイレに係る防災資機材
等整備費補助金の拡充（補助率3/4へ）
小坂・馬瀬地域への防災倉庫設置
避難所資機材購入（３月補正）

⑤
農
地
保
全
の
た
め
に

小さな担い手（兼業農家）育成支援金
の創設
現状把握を踏まえた対策協議会の設立

問
答

5 安心安全に暮らせるまち
●学校等への防犯カメラの設置
★自主防災組織の防災資機材整備への支援
★防災士の育成・スキルアップに対する取り組み
●安心安全対策員の業務内容
●購入予定の消防自動車の機能
　感震ブレーカー設置補助の内容は？
　個人の全世帯が対象。種類により上限額は異なるが 1/2 補
　助。住宅密集地を中心に全戸設置を目指す。

問
答

6 暮らしを支える生活基盤が整ったまち
★公共交通の利用促進に向けた取り組み
●集会所等のクーリングシェルター利用
●空き家実態調査の現状と方向性
●市営住宅の修繕対応のあり方
　体育館空調設備の整備方針は？
　体育館単体ではなく、指定避難所としての機能整備とあわ
　せて、順次導入を検討していく。

問
答

7 行財政運営が市民に信頼されるまち
●上ヶ平地区全体の整備計画
●DX推進による市民の利便性向上
●庁内のデジタルツールの活用状況
●庁内情報化推進の利点と今後の見通し
　財政調整基金の適正規模の考え方は？
　標準財政規模の20%に相当する財政調整基金30億円に加えて、
　災害対策で10億円を備え、合計40億円は必要だと考えている。

問
答

8 賑わいを生む産業が盛んなまち
★入湯税・宿泊税の使途
●観光客受入環境整備事業の内容と方向性
★アグリチャレンジサポート事業の拡充内容
●地元就職支援事業の対象
●飛騨小坂ふれあいの森の整備内容
　商工業振興団体活動事業助成の見直し内容は？
　商業活性化の重要性を背景に、商工会の体制強化を目的と
　して合併以来初の算出方法見直し。
　主体的な取り組みへの期待と共に、連携強化を図っていく。

問
答

問
答

問
答

問
答

2 自然環境を守るまち
●地球温暖化対策、脱炭素社会推進事業の具体的な取り組み
●ごみの総量の変化
●塵芥収集費の算出根拠
●資源ごみステーションの配置基準
●中山浄化園の設備更新に伴う光熱費削減
　ごみカレンダーのデジタル化の考えは？
　デジタル化導入済み自治体では利用率が低いのが現状。
　一方で、多言語対応等の利点もあり、費用対効果を見なが
　ら研究を進める。

3 人と文化を育むまち

4 みんなで地域づくりに取り組むまち
●移住定住促進事業の実績
●女性活躍推進への取り組みの方向性
●集落支援員設置の目的
●多文化共生の取り組み
●地域おこし協力隊の今後の計画
　移住定住促進への今後の取り組みは？
　令和８年度組織改編に向けて、組織・人員・お試し住宅等
　トータルで考える必要があり、民間活用も含めて検討して
　いく。

予算決算審査サイクル予算決算審査サイクル予算決算審査サイクル
予算執行

議会から
市長への提言

９月決算審査3月予算に反映

●市内小中学校の空調設備整備の方向性　　　　　　　
●スクールバスの運用
●学校給食地産地消への取り組み
●学業支援員の配置状況
●学童保育の体制整備
●姉妹都市交流事業の今後の方向性
●文化財活用の方向性
●ふるさと歴史記念館の運営
　アートプロジェクト事業の今後の展開は？
　次回以降の開催を見据え、基本計画の策定や調査業務を実
　施。アートを通じた地域の魅力発信や観光資源化、住民参
　加の展開に向け、県と連携して検討を進める。
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議会からの「市政の課題に対する提言書」の予算への反映状況議会からの「市政の課題に対する提言書」の予算への反映状況

下呂市第三次総合計画（基本計画）の分類ごとに分けて、予算決算
常任委員会での話し合いの内容の一部をご紹介します

下呂市第三次総合計画（基本計画）の分類ごとに分けて、予算決算
常任委員会での話し合いの内容の一部をご紹介します

※話し合いがされた主な項目と、分類ごとに１つ質疑の状況を紹介しています。
※★印のついた項目は、７ページで詳しく内容を紹介していますので、あわせてご覧ください。 一般会計　225億5,000万円　　　 △8億8,000万円 （対前年度3.8％減）

（福祉や教育、まちづくりなど幅広い市民サービス）

特別会計　 83億9,404万円　　　　 2億8,141万円 （対前年度3.5％増）
（国民健康保険、介護保険など特定事業に係る７会計）

企業会計　 66億8,231万6千円　△5億2,664万7千円 （対前年度7.3％減） 
（上下水道、下呂温泉合掌村、金山病院事業に係る4会計）

合計 376億2,635万6千円  △11億2,523万7千円 （対前年度2.9％減） 合計 376億2,635万6千円  △11億2,523万7千円 （対前年度2.9％減） 

歳入のポイント
基金繰入金　　    19億2,592万円
　地域福祉基金　　2億1,200万円
　（下呂温泉病院周辺用地購入に充当）
　財政調整基金　　2億5,000万円
市　　　税　　　 44億7,358万円
　定額減税廃止      1億3,846万円
　宿泊税　　　        　8,137万円
市　　　債　　　 11億9,820万円
　（対前年度9億7,558万円の大幅減額）

歳出のポイント
基金積立
　市内ＪＲ駅整備　　            　　　 2億5,007万円
　公共事業（公共施設解体）　    　　 1億   543万円
次期クリーンセンター整備　　  　　  2億2,012万円
上ケ平地区用地取得　　　        　　 3億2,846万円
庁内情報化推進（情報システムの標準化・共通化の推進等）      8,647万円
北部中学校特別教室空調設備整備　　1億      9万円

「市政の課題に対する提言書」の項目
①あさぎりサニーランド移転新築の
　早期実現
②猛暑から市民を守るために
③市民の足となる公共交通の確保・
　充実
④防災・減災対策のさらなる強化
⑤農地保全が末永くなされていくた
　めに

①
サ
ニ
ー
ラ
ン
ド
早
期
移
転

上ケ平地区健康と福祉・スポーツと
文化創造拠点整備事業として用地取得

飛騨川公園管理棟への空調設備整備
北部の中学校特別教室への空調設備整備

②
猛
暑
か
ら
市
民
を
守
る

③
公
共
交
通
の
確
保・充
実

金山・小坂地域におけるデマンドバス
運行事業の拡充
高等学校等通学費補助制度の創設

予算審査は以下のポイントに着眼して行いました
①予算が効率的かつ効果的に活用されているか。 
②優先度の高い政策に重点的に
　予算配分されているか。 
③持続可能な財政運営となって
　いるか。
④「市政の課題に対する提言書」
　に掲げた項目が、新年度予算に
　どのように反映されているか。

1 心豊かで健康に暮らせるまち
●妊産婦支援事業の内容
●クアオルト健康ウォーキングの方向性
●医療人材確保への取り組み
●病児保育の場所や対象
●要支援者向け地域密着型サービスである通所型サービスＡの現状
●しみずの湯の設備更新計画
●国民健康保険事業特別会計基金の今後の見通し
　高齢者生きがいアドバイサー事業の目的は？
　高齢化・会員減少に直面するシニアクラブに対し、地域福
　祉や健康づくりの視点から、社会福祉協議会が事務局とし
　て支援し活性化を進める。

④
防
災・減
災
対
策
の
強
化

非常食品・簡易トイレに係る防災資機材
等整備費補助金の拡充（補助率3/4へ）
小坂・馬瀬地域への防災倉庫設置
避難所資機材購入（３月補正）

⑤
農
地
保
全
の
た
め
に

小さな担い手（兼業農家）育成支援金
の創設
現状把握を踏まえた対策協議会の設立

問
答

5 安心安全に暮らせるまち
●学校等への防犯カメラの設置
★自主防災組織の防災資機材整備への支援
★防災士の育成・スキルアップに対する取り組み
●安心安全対策員の業務内容
●購入予定の消防自動車の機能
　感震ブレーカー設置補助の内容は？
　個人の全世帯が対象。種類により上限額は異なるが 1/2 補
　助。住宅密集地を中心に全戸設置を目指す。

問
答

6 暮らしを支える生活基盤が整ったまち
★公共交通の利用促進に向けた取り組み
●集会所等のクーリングシェルター利用
●空き家実態調査の現状と方向性
●市営住宅の修繕対応のあり方
　体育館空調設備の整備方針は？
　体育館単体ではなく、指定避難所としての機能整備とあわ
　せて、順次導入を検討していく。

問
答

7 行財政運営が市民に信頼されるまち
●上ヶ平地区全体の整備計画
●DX推進による市民の利便性向上
●庁内のデジタルツールの活用状況
●庁内情報化推進の利点と今後の見通し
　財政調整基金の適正規模の考え方は？
　標準財政規模の20%に相当する財政調整基金30億円に加えて、
　災害対策で10億円を備え、合計40億円は必要だと考えている。

問
答

8 賑わいを生む産業が盛んなまち
★入湯税・宿泊税の使途
●観光客受入環境整備事業の内容と方向性
★アグリチャレンジサポート事業の拡充内容
●地元就職支援事業の対象
●飛騨小坂ふれあいの森の整備内容
　商工業振興団体活動事業助成の見直し内容は？
　商業活性化の重要性を背景に、商工会の体制強化を目的と
　して合併以来初の算出方法見直し。
　主体的な取り組みへの期待と共に、連携強化を図っていく。

問
答

問
答

問
答

問
答

2 自然環境を守るまち
●地球温暖化対策、脱炭素社会推進事業の具体的な取り組み
●ごみの総量の変化
●塵芥収集費の算出根拠
●資源ごみステーションの配置基準
●中山浄化園の設備更新に伴う光熱費削減
　ごみカレンダーのデジタル化の考えは？
　デジタル化導入済み自治体では利用率が低いのが現状。
　一方で、多言語対応等の利点もあり、費用対効果を見なが
　ら研究を進める。

3 人と文化を育むまち

4 みんなで地域づくりに取り組むまち
●移住定住促進事業の実績
●女性活躍推進への取り組みの方向性
●集落支援員設置の目的
●多文化共生の取り組み
●地域おこし協力隊の今後の計画
　移住定住促進への今後の取り組みは？
　令和８年度組織改編に向けて、組織・人員・お試し住宅等
　トータルで考える必要があり、民間活用も含めて検討して
　いく。

予算決算審査サイクル予算決算審査サイクル予算決算審査サイクル
予算執行

議会から
市長への提言

９月決算審査3月予算に反映



●市内小中学校の空調設備整備の方向性　　　　　　　
●スクールバスの運用
●学校給食地産地消への取り組み
●学業支援員の配置状況
●学童保育の体制整備
●姉妹都市交流事業の今後の方向性
●文化財活用の方向性
●ふるさと歴史記念館の運営
　アートプロジェクト事業の今後の展開は？
　次回以降の開催を見据え、基本計画の策定や調査業務を実
　施。アートを通じた地域の魅力発信や観光資源化、住民参
　加の展開に向け、県と連携して検討を進める。

３　　下呂市議会だより 2025.5 No.84 下呂市議会だより 2025.5 No.84　　２

G E R O  C I T Y  C O U N C I LG E R O  C I T Y  C O U N C I L

令和７年度 下呂市当初予算

予算規模の大きい事業等予算規模の大きい事業等

議会からの「市政の課題に対する提言書」の予算への反映状況議会からの「市政の課題に対する提言書」の予算への反映状況

下呂市第三次総合計画（基本計画）の分類ごとに分けて、予算決算
常任委員会での話し合いの内容の一部をご紹介します

下呂市第三次総合計画（基本計画）の分類ごとに分けて、予算決算
常任委員会での話し合いの内容の一部をご紹介します

※話し合いがされた主な項目と、分類ごとに１つ質疑の状況を紹介しています。
※★印のついた項目は、７ページで詳しく内容を紹介していますので、あわせてご覧ください。 一般会計　225億5,000万円　　　 △8億8,000万円 （対前年度3.8％減）

（福祉や教育、まちづくりなど幅広い市民サービス）

特別会計　 83億9,404万円　　　　 2億8,141万円 （対前年度3.5％増）
（国民健康保険、介護保険など特定事業に係る７会計）

企業会計　 66億8,231万6千円　△5億2,664万7千円 （対前年度7.3％減） 
（上下水道、下呂温泉合掌村、金山病院事業に係る4会計）

合計 376億2,635万6千円  △11億2,523万7千円 （対前年度2.9％減） 合計 376億2,635万6千円  △11億2,523万7千円 （対前年度2.9％減） 

歳入のポイント
基金繰入金　　    19億2,592万円
　地域福祉基金　　2億1,200万円
　（下呂温泉病院周辺用地購入に充当）
　財政調整基金　　2億5,000万円
市　　　税　　　 44億7,358万円
　定額減税廃止      1億3,846万円
　宿泊税　　　        　8,137万円
市　　　債　　　 11億9,820万円
　（対前年度9億7,558万円の大幅減額）

歳出のポイント
基金積立
　市内ＪＲ駅整備　　            　　　 2億5,007万円
　公共事業（公共施設解体）　    　　 1億   543万円
次期クリーンセンター整備　　  　　  2億2,012万円
上ケ平地区用地取得　　　        　　 3億2,846万円
庁内情報化推進（情報システムの標準化・共通化の推進等）      8,647万円
北部中学校特別教室空調設備整備　　1億      9万円

「市政の課題に対する提言書」の項目
①あさぎりサニーランド移転新築の
　早期実現
②猛暑から市民を守るために
③市民の足となる公共交通の確保・
　充実
④防災・減災対策のさらなる強化
⑤農地保全が末永くなされていくた
　めに

①
サ
ニ
ー
ラ
ン
ド
早
期
移
転

上ケ平地区健康と福祉・スポーツと
文化創造拠点整備事業として用地取得

飛騨川公園管理棟への空調設備整備
北部の中学校特別教室への空調設備整備

②
猛
暑
か
ら
市
民
を
守
る

③
公
共
交
通
の
確
保・充
実

金山・小坂地域におけるデマンドバス
運行事業の拡充
高等学校等通学費補助制度の創設

予算審査は以下のポイントに着眼して行いました
①予算が効率的かつ効果的に活用されているか。 
②優先度の高い政策に重点的に
　予算配分されているか。 
③持続可能な財政運営となって
　いるか。
④「市政の課題に対する提言書」
　に掲げた項目が、新年度予算に
　どのように反映されているか。

1 心豊かで健康に暮らせるまち
●妊産婦支援事業の内容
●クアオルト健康ウォーキングの方向性
●医療人材確保への取り組み
●病児保育の場所や対象
●要支援者向け地域密着型サービスである通所型サービスＡの現状
●しみずの湯の設備更新計画
●国民健康保険事業特別会計基金の今後の見通し
　高齢者生きがいアドバイサー事業の目的は？
　高齢化・会員減少に直面するシニアクラブに対し、地域福
　祉や健康づくりの視点から、社会福祉協議会が事務局とし
　て支援し活性化を進める。

④
防
災・減
災
対
策
の
強
化

非常食品・簡易トイレに係る防災資機材
等整備費補助金の拡充（補助率3/4へ）
小坂・馬瀬地域への防災倉庫設置
避難所資機材購入（３月補正）

⑤
農
地
保
全
の
た
め
に

小さな担い手（兼業農家）育成支援金
の創設
現状把握を踏まえた対策協議会の設立

問
答

5 安心安全に暮らせるまち
●学校等への防犯カメラの設置
★自主防災組織の防災資機材整備への支援
★防災士の育成・スキルアップに対する取り組み
●安心安全対策員の業務内容
●購入予定の消防自動車の機能
　感震ブレーカー設置補助の内容は？
　個人の全世帯が対象。種類により上限額は異なるが 1/2 補
　助。住宅密集地を中心に全戸設置を目指す。

問
答

6 暮らしを支える生活基盤が整ったまち
★公共交通の利用促進に向けた取り組み
●集会所等のクーリングシェルター利用
●空き家実態調査の現状と方向性
●市営住宅の修繕対応のあり方
　体育館空調設備の整備方針は？
　体育館単体ではなく、指定避難所としての機能整備とあわ
　せて、順次導入を検討していく。

問
答

7 行財政運営が市民に信頼されるまち
●上ヶ平地区全体の整備計画
●DX推進による市民の利便性向上
●庁内のデジタルツールの活用状況
●庁内情報化推進の利点と今後の見通し
　財政調整基金の適正規模の考え方は？
　標準財政規模の20%に相当する財政調整基金30億円に加えて、
　災害対策で10億円を備え、合計40億円は必要だと考えている。

問
答

8 賑わいを生む産業が盛んなまち
★入湯税・宿泊税の使途
●観光客受入環境整備事業の内容と方向性
★アグリチャレンジサポート事業の拡充内容
●地元就職支援事業の対象
●飛騨小坂ふれあいの森の整備内容
　商工業振興団体活動事業助成の見直し内容は？
　商業活性化の重要性を背景に、商工会の体制強化を目的と
　して合併以来初の算出方法見直し。
　主体的な取り組みへの期待と共に、連携強化を図っていく。

問
答

問
答

問
答

問
答

2 自然環境を守るまち
●地球温暖化対策、脱炭素社会推進事業の具体的な取り組み
●ごみの総量の変化
●塵芥収集費の算出根拠
●資源ごみステーションの配置基準
●中山浄化園の設備更新に伴う光熱費削減
　ごみカレンダーのデジタル化の考えは？
　デジタル化導入済み自治体では利用率が低いのが現状。
　一方で、多言語対応等の利点もあり、費用対効果を見なが
　ら研究を進める。

3 人と文化を育むまち

4 みんなで地域づくりに取り組むまち
●移住定住促進事業の実績
●女性活躍推進への取り組みの方向性
●集落支援員設置の目的
●多文化共生の取り組み
●地域おこし協力隊の今後の計画
　移住定住促進への今後の取り組みは？
　令和８年度組織改編に向けて、組織・人員・お試し住宅等
　トータルで考える必要があり、民間活用も含めて検討して
　いく。

予算決算審査サイクル予算決算審査サイクル予算決算審査サイクル
予算執行

議会から
市長への提言

９月決算審査3月予算に反映

●市内小中学校の空調設備整備の方向性　　　　　　　
●スクールバスの運用
●学校給食地産地消への取り組み
●学業支援員の配置状況
●学童保育の体制整備
●姉妹都市交流事業の今後の方向性
●文化財活用の方向性
●ふるさと歴史記念館の運営
　アートプロジェクト事業の今後の展開は？
　次回以降の開催を見据え、基本計画の策定や調査業務を実
　施。アートを通じた地域の魅力発信や観光資源化、住民参
　加の展開に向け、県と連携して検討を進める。

３　　下呂市議会だより 2025.5 No.84 下呂市議会だより 2025.5 No.84　　２

G E R O  C I T Y  C O U N C I LG E R O  C I T Y  C O U N C I L

令和７年度 下呂市当初予算

予算規模の大きい事業等予算規模の大きい事業等

議会からの「市政の課題に対する提言書」の予算への反映状況議会からの「市政の課題に対する提言書」の予算への反映状況

下呂市第三次総合計画（基本計画）の分類ごとに分けて、予算決算
常任委員会での話し合いの内容の一部をご紹介します

下呂市第三次総合計画（基本計画）の分類ごとに分けて、予算決算
常任委員会での話し合いの内容の一部をご紹介します

※話し合いがされた主な項目と、分類ごとに１つ質疑の状況を紹介しています。
※★印のついた項目は、７ページで詳しく内容を紹介していますので、あわせてご覧ください。 一般会計　225億5,000万円　　　 △8億8,000万円 （対前年度3.8％減）

（福祉や教育、まちづくりなど幅広い市民サービス）

特別会計　 83億9,404万円　　　　 2億8,141万円 （対前年度3.5％増）
（国民健康保険、介護保険など特定事業に係る７会計）

企業会計　 66億8,231万6千円　△5億2,664万7千円 （対前年度7.3％減） 
（上下水道、下呂温泉合掌村、金山病院事業に係る4会計）

合計 376億2,635万6千円  △11億2,523万7千円 （対前年度2.9％減） 合計 376億2,635万6千円  △11億2,523万7千円 （対前年度2.9％減） 

歳入のポイント
基金繰入金　　    19億2,592万円
　地域福祉基金　　2億1,200万円
　（下呂温泉病院周辺用地購入に充当）
　財政調整基金　　2億5,000万円
市　　　税　　　 44億7,358万円
　定額減税廃止      1億3,846万円
　宿泊税　　　        　8,137万円
市　　　債　　　 11億9,820万円
　（対前年度9億7,558万円の大幅減額）

歳出のポイント
基金積立
　市内ＪＲ駅整備　　            　　　 2億5,007万円
　公共事業（公共施設解体）　    　　 1億   543万円
次期クリーンセンター整備　　  　　  2億2,012万円
上ケ平地区用地取得　　　        　　 3億2,846万円
庁内情報化推進（情報システムの標準化・共通化の推進等）      8,647万円
北部中学校特別教室空調設備整備　　1億      9万円

「市政の課題に対する提言書」の項目
①あさぎりサニーランド移転新築の
　早期実現
②猛暑から市民を守るために
③市民の足となる公共交通の確保・
　充実
④防災・減災対策のさらなる強化
⑤農地保全が末永くなされていくた
　めに

①
サ
ニ
ー
ラ
ン
ド
早
期
移
転

上ケ平地区健康と福祉・スポーツと
文化創造拠点整備事業として用地取得

飛騨川公園管理棟への空調設備整備
北部の中学校特別教室への空調設備整備

②
猛
暑
か
ら
市
民
を
守
る

③
公
共
交
通
の
確
保・充
実

金山・小坂地域におけるデマンドバス
運行事業の拡充
高等学校等通学費補助制度の創設

予算審査は以下のポイントに着眼して行いました
①予算が効率的かつ効果的に活用されているか。 
②優先度の高い政策に重点的に
　予算配分されているか。 
③持続可能な財政運営となって
　いるか。
④「市政の課題に対する提言書」
　に掲げた項目が、新年度予算に
　どのように反映されているか。

1 心豊かで健康に暮らせるまち
●妊産婦支援事業の内容
●クアオルト健康ウォーキングの方向性
●医療人材確保への取り組み
●病児保育の場所や対象
●要支援者向け地域密着型サービスである通所型サービスＡの現状
●しみずの湯の設備更新計画
●国民健康保険事業特別会計基金の今後の見通し
　高齢者生きがいアドバイサー事業の目的は？
　高齢化・会員減少に直面するシニアクラブに対し、地域福
　祉や健康づくりの視点から、社会福祉協議会が事務局とし
　て支援し活性化を進める。

④
防
災・減
災
対
策
の
強
化

非常食品・簡易トイレに係る防災資機材
等整備費補助金の拡充（補助率3/4へ）
小坂・馬瀬地域への防災倉庫設置
避難所資機材購入（３月補正）

⑤
農
地
保
全
の
た
め
に

小さな担い手（兼業農家）育成支援金
の創設
現状把握を踏まえた対策協議会の設立

問
答

5 安心安全に暮らせるまち
●学校等への防犯カメラの設置
★自主防災組織の防災資機材整備への支援
★防災士の育成・スキルアップに対する取り組み
●安心安全対策員の業務内容
●購入予定の消防自動車の機能
　感震ブレーカー設置補助の内容は？
　個人の全世帯が対象。種類により上限額は異なるが 1/2 補
　助。住宅密集地を中心に全戸設置を目指す。

問
答

6 暮らしを支える生活基盤が整ったまち
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問
答
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問
答
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●観光客受入環境整備事業の内容と方向性
★アグリチャレンジサポート事業の拡充内容
●地元就職支援事業の対象
●飛騨小坂ふれあいの森の整備内容
　商工業振興団体活動事業助成の見直し内容は？
　商業活性化の重要性を背景に、商工会の体制強化を目的と
　して合併以来初の算出方法見直し。
　主体的な取り組みへの期待と共に、連携強化を図っていく。

問
答

問
答

問
答

問
答
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予算執行

議会から
市長への提言

９月決算審査3月予算に反映
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上程議案と審議結果
○全会一致で可決した議案【市長提出議案】

議　　　案　　　名 付託委員会 審議結果

1月臨時会の報告
　１月28日、令和７年第１回下呂市議会臨時会を開催し、災害復旧工事に係る変更契約の締結、物価高騰対策、市
道除雪対策および消防自動車等購入事業などに係る一般会計補正予算、物価高騰対策として学校給食費を一定期間
無償化するための学校給食費特別会計補正予算などを可決しました。

３月定例会の報告
　２月25日から３月24日までの28日間において、令和７年第２回下呂市議会定例会を開催しました。
　初日には、人権擁護委員候補者の推薦に係る諮問、下呂市固定資産評価審査委員会委員の選任および下呂市教育
委員会教育長の任命に係る同意、条例制定・改正、一般会計 ・７特
別会計 ・４企業会計の補正予算などについて可決しました。
　また、最終日には、条例改正、財産の取得、令和６年度の一般会
計補正予算、令和7年度の各会計当初予算などについて可決しました。

★各上程議案の詳細は、下呂市ホー
ムページをご覧ください。
　（右の二次元コードを読み取ると
ホームページが閲覧できます）

★各上程議案の詳細は、下呂市ホー
ムページをご覧ください。
　（右の二次元コードを読み取ると
ホームページが閲覧できます）

坂本線２災害復旧工事請負契約の変更契約の締結について

令和６年度下呂市一般会計補正予算（第12号）

令和６年度下呂市学校給食費特別会計補正予算（第２号）

令和６年度下呂市水道事業会計補正予算（第３号）

可　決
（全会一致）

上程議案と審議結果
○全会一致で可決した議案【市長提出議案】

議　　　案　　　名 付託委員会 審議結果

○（引き続き）全会一致で可決した議案【市長提出議案】
議　　　案　　　名 付託委員会 審議結果

※付託委員会略称
　まちづくり：民生教育まちづくり常任委員会
　産　　　業：総務産業建設常任委員会
　予 算 決 算：予算決算常任委員会

―

―

―

―

専決処分の承認について（令和６年度下呂市一般会計補正予算（第 13 号）)

人権擁護委員候補者の推薦について【推薦者５名】

下呂市固定資産評価審査委員会委員の選任について【選任者３名】

下呂市教育委員会教育長の任命について

下呂市職員の給与に関する条例及び下呂市一般職の任期付職員の採用等に関する条例の一部を改正する条例について

下呂市常勤の特別職職員の給与に関する条例の一部を改正する条例について

下呂市議会議員の議員報酬、費用弁償及び期末手当に関する条例の一部を改正する条例について

下呂市奨学資金貸与条例について

下呂市基金条例の一部を改正する条例について

令和６年度下呂市立金山病院事業会計への繰出について

―

―

承認（全会一致）

適任（全会一致）

同意（全会一致）―

まちづくり

産業

予算決算

― 可　決
（全会一致）

可　決
（全会一致）

下呂市市営住宅条例の一部を改正する条例について

下呂市特定公共賃貸住宅条例の一部を改正する条例について

下呂市地域優良賃貸住宅条例の一部を改正する条例について

下呂市介護保険法に基づき地域包括支援センターの設置者が遵守すべき基準に関する条例の一部を改正する条例について

下呂市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例について

令和７年度下呂市立金山病院事業会計への繰出について

財産の譲与について

下呂市行政組織条例の一部を改正する条例について

下呂市職員定数条例の一部を改正する条例について

下呂市職員の給与に関する条例及び下呂市一般職の任期付職員の採用等に関する条例の一部を改正する条例について

下呂市第１号会計年度任用職員の報酬等に関する条例及び下呂市第２号会計年度任用職員の給与に関する条例の一部を改正する条例について

下呂市職員の特殊勤務手当に関する条例の一部を改正する条例について

下呂市職員の勤務時間、休暇等に関する条例及び下呂市職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例について

下呂市職員の配偶者同行休業に関する条例の一部を改正する条例について

下呂市国民健康保険税条例の一部を改正する条例について

下呂市企業立地促進及び企業支援に関する条例の一部を改正する条例について

下呂市下水道条例の一部を改正する条例について

下呂市水道事業に係る布設工事監督者及び水道技術管理者に関する条例の一部を改正する条例について

下呂市消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例について

令和７年度下呂市水道事業会計への繰出について

令和７年度下呂市下水道事業会計への繰出について

令和６年度下呂市一般会計補正予算（第 14 号）

令和６年度下呂市国民健康保険事業特別会計（事業勘定）補正予算（第５号）

令和６年度下呂市後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）

令和６年度下呂市介護保険特別会計（介護サービス事業勘定）補正予算（第４号）

令和６年度下呂市介護保険特別会計（保険事業勘定）補正予算（第４号）

令和６年度下呂市国民健康保険事業特別会計（診療施設勘定）補正予算（第５号）

令和６年度下呂市下呂財産区特別会計補正予算（第２号）

令和６年度下呂市学校給食費特別会計補正予算（第３号）

令和６年度下呂市水道事業会計補正予算（第４号）

令和６年度下呂市下水道事業会計補正予算（第３号）

令和６年度下呂市下呂温泉合掌村事業会計補正予算（第４号）

令和６年度下呂市立金山病院事業会計補正予算（第２号）

議案審議の詳細
令和７年１月28日
（臨時会本会議）

★１月臨時会の議案の提案説明から採決までの映像を
　動画共有サービス「YouTube」にて視聴できます。

５　　下呂市議会だより 2025.5 No.84 下呂市議会だより 2025.5 No.84　　４

G E R O  C I T Y  C O U N C I LG E R O  C I T Y  C O U N C I L

上程議案と審議結果
○全会一致で可決した議案【市長提出議案】

議　　　案　　　名 付託委員会 審議結果

1月臨時会の報告
　１月28日、令和７年第１回下呂市議会臨時会を開催し、災害復旧工事に係る変更契約の締結、物価高騰対策、市
道除雪対策および消防自動車等購入事業などに係る一般会計補正予算、物価高騰対策として学校給食費を一定期間
無償化するための学校給食費特別会計補正予算などを可決しました。

３月定例会の報告
　２月25日から３月24日までの28日間において、令和７年第２回下呂市議会定例会を開催しました。
　初日には、人権擁護委員候補者の推薦に係る諮問、下呂市固定資産評価審査委員会委員の選任および下呂市教育
委員会教育長の任命に係る同意、条例制定・改正、一般会計 ・７特
別会計 ・４企業会計の補正予算などについて可決しました。
　また、最終日には、条例改正、財産の取得、令和６年度の一般会
計補正予算、令和7年度の各会計当初予算などについて可決しました。

★各上程議案の詳細は、下呂市ホー
ムページをご覧ください。
　（右の二次元コードを読み取ると
ホームページが閲覧できます）

★各上程議案の詳細は、下呂市ホー
ムページをご覧ください。
　（右の二次元コードを読み取ると
ホームページが閲覧できます）

坂本線２災害復旧工事請負契約の変更契約の締結について

令和６年度下呂市一般会計補正予算（第12号）

令和６年度下呂市学校給食費特別会計補正予算（第２号）

令和６年度下呂市水道事業会計補正予算（第３号）

可　決
（全会一致）

上程議案と審議結果
○全会一致で可決した議案【市長提出議案】

議　　　案　　　名 付託委員会 審議結果

○（引き続き）全会一致で可決した議案【市長提出議案】
議　　　案　　　名 付託委員会 審議結果

※付託委員会略称
　まちづくり：民生教育まちづくり常任委員会
　産　　　業：総務産業建設常任委員会
　予 算 決 算：予算決算常任委員会

―

―

―

―

専決処分の承認について（令和６年度下呂市一般会計補正予算（第 13 号）)

人権擁護委員候補者の推薦について【推薦者５名】

下呂市固定資産評価審査委員会委員の選任について【選任者３名】

下呂市教育委員会教育長の任命について

下呂市職員の給与に関する条例及び下呂市一般職の任期付職員の採用等に関する条例の一部を改正する条例について

下呂市常勤の特別職職員の給与に関する条例の一部を改正する条例について

下呂市議会議員の議員報酬、費用弁償及び期末手当に関する条例の一部を改正する条例について

下呂市奨学資金貸与条例について

下呂市基金条例の一部を改正する条例について

令和６年度下呂市立金山病院事業会計への繰出について

―

―

承認（全会一致）

適任（全会一致）

同意（全会一致）―

まちづくり

産業

予算決算

― 可　決
（全会一致）

可　決
（全会一致）

下呂市市営住宅条例の一部を改正する条例について

下呂市特定公共賃貸住宅条例の一部を改正する条例について

下呂市地域優良賃貸住宅条例の一部を改正する条例について

下呂市介護保険法に基づき地域包括支援センターの設置者が遵守すべき基準に関する条例の一部を改正する条例について

下呂市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例について

令和７年度下呂市立金山病院事業会計への繰出について

財産の譲与について

下呂市行政組織条例の一部を改正する条例について

下呂市職員定数条例の一部を改正する条例について

下呂市職員の給与に関する条例及び下呂市一般職の任期付職員の採用等に関する条例の一部を改正する条例について

下呂市第１号会計年度任用職員の報酬等に関する条例及び下呂市第２号会計年度任用職員の給与に関する条例の一部を改正する条例について

下呂市職員の特殊勤務手当に関する条例の一部を改正する条例について

下呂市職員の勤務時間、休暇等に関する条例及び下呂市職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例について

下呂市職員の配偶者同行休業に関する条例の一部を改正する条例について

下呂市国民健康保険税条例の一部を改正する条例について

下呂市企業立地促進及び企業支援に関する条例の一部を改正する条例について

下呂市下水道条例の一部を改正する条例について

下呂市水道事業に係る布設工事監督者及び水道技術管理者に関する条例の一部を改正する条例について

下呂市消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例について

令和７年度下呂市水道事業会計への繰出について

令和７年度下呂市下水道事業会計への繰出について

令和６年度下呂市一般会計補正予算（第 14 号）

令和６年度下呂市国民健康保険事業特別会計（事業勘定）補正予算（第５号）

令和６年度下呂市後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）

令和６年度下呂市介護保険特別会計（介護サービス事業勘定）補正予算（第４号）

令和６年度下呂市介護保険特別会計（保険事業勘定）補正予算（第４号）

令和６年度下呂市国民健康保険事業特別会計（診療施設勘定）補正予算（第５号）

令和６年度下呂市下呂財産区特別会計補正予算（第２号）

令和６年度下呂市学校給食費特別会計補正予算（第３号）

令和６年度下呂市水道事業会計補正予算（第４号）

令和６年度下呂市下水道事業会計補正予算（第３号）

令和６年度下呂市下呂温泉合掌村事業会計補正予算（第４号）

令和６年度下呂市立金山病院事業会計補正予算（第２号）

議案審議の詳細
令和７年１月28日
（臨時会本会議）

★１月臨時会の議案の提案説明から採決までの映像を
　動画共有サービス「YouTube」にて視聴できます。
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上程議案と審議結果
○全会一致で可決した議案【市長提出議案】

議　　　案　　　名 付託委員会 審議結果

1月臨時会の報告
　１月28日、令和７年第１回下呂市議会臨時会を開催し、災害復旧工事に係る変更契約の締結、物価高騰対策、市
道除雪対策および消防自動車等購入事業などに係る一般会計補正予算、物価高騰対策として学校給食費を一定期間
無償化するための学校給食費特別会計補正予算などを可決しました。

３月定例会の報告
　２月25日から３月24日までの28日間において、令和７年第２回下呂市議会定例会を開催しました。
　初日には、人権擁護委員候補者の推薦に係る諮問、下呂市固定資産評価審査委員会委員の選任および下呂市教育
委員会教育長の任命に係る同意、条例制定・改正、一般会計 ・７特
別会計 ・４企業会計の補正予算などについて可決しました。
　また、最終日には、条例改正、財産の取得、令和６年度の一般会
計補正予算、令和7年度の各会計当初予算などについて可決しました。

★各上程議案の詳細は、下呂市ホー
ムページをご覧ください。
　（右の二次元コードを読み取ると
ホームページが閲覧できます）

★各上程議案の詳細は、下呂市ホー
ムページをご覧ください。
　（右の二次元コードを読み取ると
ホームページが閲覧できます）

坂本線２災害復旧工事請負契約の変更契約の締結について

令和６年度下呂市一般会計補正予算（第12号）

令和６年度下呂市学校給食費特別会計補正予算（第２号）

令和６年度下呂市水道事業会計補正予算（第３号）

可　決
（全会一致）

上程議案と審議結果
○全会一致で可決した議案【市長提出議案】

議　　　案　　　名 付託委員会 審議結果

○（引き続き）全会一致で可決した議案【市長提出議案】
議　　　案　　　名 付託委員会 審議結果

※付託委員会略称
　まちづくり：民生教育まちづくり常任委員会
　産　　　業：総務産業建設常任委員会
　予 算 決 算：予算決算常任委員会

―

―

―

―

専決処分の承認について（令和６年度下呂市一般会計補正予算（第 13 号）)

人権擁護委員候補者の推薦について【推薦者５名】

下呂市固定資産評価審査委員会委員の選任について【選任者３名】

下呂市教育委員会教育長の任命について

下呂市職員の給与に関する条例及び下呂市一般職の任期付職員の採用等に関する条例の一部を改正する条例について

下呂市常勤の特別職職員の給与に関する条例の一部を改正する条例について

下呂市議会議員の議員報酬、費用弁償及び期末手当に関する条例の一部を改正する条例について

下呂市奨学資金貸与条例について

下呂市基金条例の一部を改正する条例について

令和６年度下呂市立金山病院事業会計への繰出について

―

―

承認（全会一致）

適任（全会一致）

同意（全会一致）―

まちづくり

産業

予算決算

― 可　決
（全会一致）

可　決
（全会一致）

下呂市市営住宅条例の一部を改正する条例について

下呂市特定公共賃貸住宅条例の一部を改正する条例について

下呂市地域優良賃貸住宅条例の一部を改正する条例について

下呂市介護保険法に基づき地域包括支援センターの設置者が遵守すべき基準に関する条例の一部を改正する条例について

下呂市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例について

令和７年度下呂市立金山病院事業会計への繰出について

財産の譲与について

下呂市行政組織条例の一部を改正する条例について

下呂市職員定数条例の一部を改正する条例について

下呂市職員の給与に関する条例及び下呂市一般職の任期付職員の採用等に関する条例の一部を改正する条例について

下呂市第１号会計年度任用職員の報酬等に関する条例及び下呂市第２号会計年度任用職員の給与に関する条例の一部を改正する条例について

下呂市職員の特殊勤務手当に関する条例の一部を改正する条例について

下呂市職員の勤務時間、休暇等に関する条例及び下呂市職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例について

下呂市職員の配偶者同行休業に関する条例の一部を改正する条例について

下呂市国民健康保険税条例の一部を改正する条例について

下呂市企業立地促進及び企業支援に関する条例の一部を改正する条例について

下呂市下水道条例の一部を改正する条例について

下呂市水道事業に係る布設工事監督者及び水道技術管理者に関する条例の一部を改正する条例について

下呂市消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例について

令和７年度下呂市水道事業会計への繰出について

令和７年度下呂市下水道事業会計への繰出について

令和６年度下呂市一般会計補正予算（第 14 号）

令和６年度下呂市国民健康保険事業特別会計（事業勘定）補正予算（第５号）

令和６年度下呂市後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）

令和６年度下呂市介護保険特別会計（介護サービス事業勘定）補正予算（第４号）

令和６年度下呂市介護保険特別会計（保険事業勘定）補正予算（第４号）

令和６年度下呂市国民健康保険事業特別会計（診療施設勘定）補正予算（第５号）

令和６年度下呂市下呂財産区特別会計補正予算（第２号）

令和６年度下呂市学校給食費特別会計補正予算（第３号）

令和６年度下呂市水道事業会計補正予算（第４号）

令和６年度下呂市下水道事業会計補正予算（第３号）

令和６年度下呂市下呂温泉合掌村事業会計補正予算（第４号）

令和６年度下呂市立金山病院事業会計補正予算（第２号）

議案審議の詳細
令和７年１月28日
（臨時会本会議）

★１月臨時会の議案の提案説明から採決までの映像を
　動画共有サービス「YouTube」にて視聴できます。
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上程議案と審議結果
○全会一致で可決した議案【市長提出議案】

議　　　案　　　名 付託委員会 審議結果

1月臨時会の報告
　１月28日、令和７年第１回下呂市議会臨時会を開催し、災害復旧工事に係る変更契約の締結、物価高騰対策、市
道除雪対策および消防自動車等購入事業などに係る一般会計補正予算、物価高騰対策として学校給食費を一定期間
無償化するための学校給食費特別会計補正予算などを可決しました。

３月定例会の報告
　２月25日から３月24日までの28日間において、令和７年第２回下呂市議会定例会を開催しました。
　初日には、人権擁護委員候補者の推薦に係る諮問、下呂市固定資産評価審査委員会委員の選任および下呂市教育
委員会教育長の任命に係る同意、条例制定・改正、一般会計 ・７特
別会計 ・４企業会計の補正予算などについて可決しました。
　また、最終日には、条例改正、財産の取得、令和６年度の一般会
計補正予算、令和7年度の各会計当初予算などについて可決しました。

★各上程議案の詳細は、下呂市ホー
ムページをご覧ください。
　（右の二次元コードを読み取ると
ホームページが閲覧できます）

★各上程議案の詳細は、下呂市ホー
ムページをご覧ください。
　（右の二次元コードを読み取ると
ホームページが閲覧できます）

坂本線２災害復旧工事請負契約の変更契約の締結について

令和６年度下呂市一般会計補正予算（第12号）

令和６年度下呂市学校給食費特別会計補正予算（第２号）

令和６年度下呂市水道事業会計補正予算（第３号）

可　決
（全会一致）

上程議案と審議結果
○全会一致で可決した議案【市長提出議案】

議　　　案　　　名 付託委員会 審議結果

○（引き続き）全会一致で可決した議案【市長提出議案】
議　　　案　　　名 付託委員会 審議結果

※付託委員会略称
　まちづくり：民生教育まちづくり常任委員会
　産　　　業：総務産業建設常任委員会
　予 算 決 算：予算決算常任委員会

―

―

―

―

専決処分の承認について（令和６年度下呂市一般会計補正予算（第 13 号）)

人権擁護委員候補者の推薦について【推薦者５名】

下呂市固定資産評価審査委員会委員の選任について【選任者３名】

下呂市教育委員会教育長の任命について

下呂市職員の給与に関する条例及び下呂市一般職の任期付職員の採用等に関する条例の一部を改正する条例について

下呂市常勤の特別職職員の給与に関する条例の一部を改正する条例について

下呂市議会議員の議員報酬、費用弁償及び期末手当に関する条例の一部を改正する条例について

下呂市奨学資金貸与条例について

下呂市基金条例の一部を改正する条例について

令和６年度下呂市立金山病院事業会計への繰出について

―

―

承認（全会一致）

適任（全会一致）

同意（全会一致）―

まちづくり

産業

予算決算

― 可　決
（全会一致）

可　決
（全会一致）

下呂市市営住宅条例の一部を改正する条例について

下呂市特定公共賃貸住宅条例の一部を改正する条例について

下呂市地域優良賃貸住宅条例の一部を改正する条例について

下呂市介護保険法に基づき地域包括支援センターの設置者が遵守すべき基準に関する条例の一部を改正する条例について

下呂市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例について

令和７年度下呂市立金山病院事業会計への繰出について

財産の譲与について

下呂市行政組織条例の一部を改正する条例について

下呂市職員定数条例の一部を改正する条例について

下呂市職員の給与に関する条例及び下呂市一般職の任期付職員の採用等に関する条例の一部を改正する条例について

下呂市第１号会計年度任用職員の報酬等に関する条例及び下呂市第２号会計年度任用職員の給与に関する条例の一部を改正する条例について

下呂市職員の特殊勤務手当に関する条例の一部を改正する条例について

下呂市職員の勤務時間、休暇等に関する条例及び下呂市職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例について

下呂市職員の配偶者同行休業に関する条例の一部を改正する条例について

下呂市国民健康保険税条例の一部を改正する条例について

下呂市企業立地促進及び企業支援に関する条例の一部を改正する条例について

下呂市下水道条例の一部を改正する条例について

下呂市水道事業に係る布設工事監督者及び水道技術管理者に関する条例の一部を改正する条例について

下呂市消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例について

令和７年度下呂市水道事業会計への繰出について

令和７年度下呂市下水道事業会計への繰出について

令和６年度下呂市一般会計補正予算（第 14 号）

令和６年度下呂市国民健康保険事業特別会計（事業勘定）補正予算（第５号）

令和６年度下呂市後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）

令和６年度下呂市介護保険特別会計（介護サービス事業勘定）補正予算（第４号）

令和６年度下呂市介護保険特別会計（保険事業勘定）補正予算（第４号）

令和６年度下呂市国民健康保険事業特別会計（診療施設勘定）補正予算（第５号）

令和６年度下呂市下呂財産区特別会計補正予算（第２号）

令和６年度下呂市学校給食費特別会計補正予算（第３号）

令和６年度下呂市水道事業会計補正予算（第４号）

令和６年度下呂市下水道事業会計補正予算（第３号）

令和６年度下呂市下呂温泉合掌村事業会計補正予算（第４号）

令和６年度下呂市立金山病院事業会計補正予算（第２号）

議案審議の詳細
令和７年１月28日
（臨時会本会議）

★１月臨時会の議案の提案説明から採決までの映像を
　動画共有サービス「YouTube」にて視聴できます。
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○（引き続き）全会一致で可決した議案【市長提出議案】
議　　　案　　　名 付託委員会 審議結果

○全会一致で可決した議案【市長提出議案（最終日追加提出）】
議　　　案　　　名 付託委員会 審議結果

令和７年度下呂市一般会計予算

令和７年度下呂市国民健康保険事業特別会計（事業勘定）予算

令和７年度下呂市後期高齢者医療特別会計予算

令和７年度下呂市介護保険特別会計（介護サービス事業勘定）予算

令和７年度下呂市介護保険特別会計（保険事業勘定）予算

令和７年度下呂市国民健康保険事業特別会計（診療施設勘定）予算

令和７年度下呂市下呂財産区特別会計予算

令和７年度下呂市学校給食費特別会計予算

令和７年度下呂市水道事業会計予算

令和７年度下呂市下水道事業会計予算

令和７年度下呂市下呂温泉合掌村事業会計予算

令和７年度下呂市立金山病院事業会計予算

財産の取得について

下呂市長等の給与の特例に関する条例の一部を改正する条例について

令和６年度下呂市一般会計補正予算（第 15 号）

令和７年度下呂市下水道事業会計補正予算（第１号）

予算決算 可　決
（全会一致）

― 可　決
（全会一致）

○全会一致で可決した議案【議員提出議案】
議　　　案　　　名 付託委員会 審議結果

刑事訴訟法の再審規定の改正を求める意見書について ― 可決（全会一致）
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の
令
和

７
年
度
当
初
予
算
に
つ
い
て
審
査
し
、
全

て
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。
主

な
審
査
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

《
防
災 

・
減
災
対
策
の
さ
ら
な
る
強
化
に

向
け
て
》

　
　
新
年
度
予
算
に
お
け
る
自
主
防
災
組

織
の
防
災
資
機
材
整
備
に
対
す
る
支
援
と

地
域
防
災
力
の
向
上
に
大
き
く
貢
献
す
る

防
災
士
の
育
成
へ
の
考
え
方
は
。

　
　
自
主
防
災
組
織
が
行
う
防
災
資
機
材

の
整
備
に
対
す
る
補
助
金
に
つ
い
て
、
令

和
７
年
度
か
ら
食
料
品
と
簡
易
ト
イ
レ
用

品
に
係
る
補
助
率
を
２
分
の
１
か
ら
４
分

の
３
に
引
上
げ
、
地
域
で
の
備
蓄
を
促
進

し
ま
す
。
ま
た
、
防
災
士
育
成
に
つ
い
て

は
、
現
在
２
９
４
名
の
防
災
士
が
活
躍
し

て
お
り
、
令
和
７
年
度
に
お
い
て
も
継
続

し
て
育
成
に

努
め
る
と
共

に
、
日
本
赤

十
字
社
と
の

共
同
に
よ
る

ス
キ
ル
ア
ッ

プ
事
業
に
取

り
組
み
ま

す
。

《
市
民
の
生
活
の
足
と
な
る
公
共
交
通
の

確
保 

・
充
実
に
向
け
て
》

　
　
高
校
生
の
通
学
費
助
成
制
度
が
新
設

さ
れ
る
こ
と
は
、
多
く
の
市
民
が
待
ち
望

ん
で
い
た
も
の
で
あ
り
、
公
共
交
通
の
利

用
度
を
高
め
る
も
の
と
評
価
す
る
。
さ
ら

に
公
共
交
通
の
利
用
促
進
を
図
る
た
め
の

工
夫
な
ど
の
考
え
は
。

　
　
公
共
交
通
を
普
段
利
用
さ
れ
て
い
な

い
方
に
使
っ
て
い
た
だ
け
る
仕
掛
け
と
し

て
、
例
え
ば
、
食
料
品
や
日
用
品
の
販
売

店
舗
と
の
タ
イ
ア
ッ
プ
に
よ
り
、
商
品
購

入
の
際
の
サ
ー
ビ
ス
を
付
与
す
る
よ
う
な

利
用
へ
の
動
機
づ
け
が
で
き
な
い
か
検
討

し
た
い
と
考
え
ま
す
。

　
ま
た
、
バ
ス

の
路
線
図
や
時

刻
表
が
分
か
り

に
く
い
こ
と

が
、
バ
ス
利
用

を
敬
遠
さ
せ
て

い
る
要
因
の
一

つ
で
も
あ
る
と

考
え
、
よ
り
見

や
す
い
方
法
を

模
索
し
て
い
き

ま
す
。

《
農
地
保
全
が
末
永
く
な
さ
れ
て
い
く
た

め
に
》

　
　
ア
グ
リ
チ
ャ
レ
ン
ジ
サ
ポ
ー
ト
事
業

と
し
て
、
兼
業
農
家
を
支
援
す
る「
小
さ

な
担
い
手
育
成
支
援
金
制
度
」
が
創
設
さ

れ
、
そ
の
成
果
に
期
待
す
る
と
こ
ろ
で
あ

る
が
、
地
域
農
業
が
抱
え
る
課
題
や
ニ
ー

ズ
を
よ
り
正
確
に
把
握
し
、
そ
れ
を
的
確

に
政
策
立
案
に
つ
な
げ
て
い
く
た
め
に

も
、
行
政
主
導
に
よ
る
協
議
会
の
設
立
が

必
須
と
思
う
が
、
そ
の
考
え
は
。

　
　
多
種
多
様
な
困
り
ご
と
が
あ
る
と
思

う
の
で
、
先
ず

は
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
な
ど
で
現

状
把
握
を
行
い
、

そ
れ
に
よ
り
課

題
を
認
識
し
た

う
え
で
、
次
の

ス
テ
ッ
プ
と
し
て

協
議
会
の
立
ち

上
げ
に
つ
な
げ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

《
猛
暑
か
ら
市
民
を
守
る
た
め
に
》

　
　
児
童
生
徒
に
対
す
る
暑
さ
対
策
と
し

て
、
小
中
学
校
に
お
け
る
エ
ア
コ
ン
の
設

置
状
況
、
お
よ
び
徒
歩
で
の
登
下
校
時
の

熱
中
症
対
策
は
。

　
　
令
和
元
年
度
ま
で
に
、
す
べ
て
の
小

中
学
校
の
普
通
教
室
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置

が
完
了
し
ま
し
た
。
特
別
教
室
に
つ
い
て

は
、
令
和
６
年
度
に
南
部
地
域
の
中
学
校

で
設
置
が
完
了
、
令
和
７
年
度
に
北
部
地

域
の
中
学
校
、
令
和
８
年
度
か
ら
９
年
度

に
か
け
て
小
学
校
へ
の
設
置
を
予
定
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
す
べ
て
の
学
校

で
エ
ア
コ
ン
が
完
備
さ
れ
る
見
込
み
で

す
。
ま
た
、
徒
歩
通
学
に
お
け
る
対
応
と

し
て
は
、
水
筒
の
持
参
に
よ
る
水
分
補
給

や
、日
傘
の
活
用
を
勧
め
た
り
す
る
ほ
か
、

ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー
タ
ー
に
よ
る
見
守
り
を

通
じ
、
引
き
続
き
必
要
な
配
慮
を
行
っ
て

い
き
ま
す
。

《
地
域
の
未
来
を
創
る「
宿
泊
税
」
導
入
》

　
　
令
和
７
年
10
月
か
ら
導
入
さ
れ
る
宿

泊
税
は
、
観
光
客
と
市
民
の
双
方
に
と
っ

て
恩
恵
が
得
ら
れ
る
施
策
に
活
用
す
る
と

さ
れ
て
い
る
が
、
具
体
的
な
使
途
は
。

　
　
令
和
７
年
度
は
、
観
光
客
の
受
け
入

れ
環
境
の
整
備
と
し
て
、Ｊ
Ｒ
下
呂
駅
の

整
備
に
向
け
た
財
源
確
保
を
目
的
と
す
る

Ｊ
Ｒ
駅
整
備
基
金
へ
の
積
立
て
、
観
光
客

の
広
範
囲
な
移
動
と
市
内
観
光
ス
ポ
ッ
ト

巡
り
を
促
進
す
る
た
め
の
二
次
交
通
の
実

証
実
験
、
観
光
客
の
ス
ム
ー
ズ
な
移
動
と

ま
ち
歩
き
の
快
適
性
を
向
上
さ
せ
る
た
め

の
観
光
案
内
表
示
板
の
整
備
に
向
け
た
調

査
や
景
観
に
調
和
し
た
デ
ザ
イ
ン
計
画
な

ど
に
宿
泊
税
を
充
当
し
て
い
ま
す
。
こ
う

し
た
整
備
等
は
、
市
民
に
と
っ
て
も
生
活

が
し
や
す
い
ま

ち
づ
く
り
に
つ

な
が
る
も
の
と

考
え
ま
す
。
今

後
、
市
民
の
皆

さ
ま
に
し
っ
か

り
と
趣
旨
を
伝

え
て
い
き
た
い

と
考
え
ま
す
。

委員会付託
案件の審査内
容を動画共有
サービスYou 
Tubeにて視
聴できます。

問答

問

問

問答

答答

問答

予
算
決
算
常
任
委
員
会

予
算
決
算
常
任
委
員
会

予
算
決
算
常
任
委
員
会

議案審議の詳細
令和７年３月24日
（定例会最終日）

議案審議の詳細
令和７年２月25日
（定例会初日）

★３月定例会の議案の提案説明から採決までの
　映像を動画共有サービス「ＹｏｕTｕｂｅ」にて
　視聴できます。

３月定例会の議案審議の詳細
議第11号
令和６年度下呂市一般会計補正予算（第14号）
（市長提出議案：予算決算常任委員会審査付託）

【全会一致で可決】

【主な補正内容】
●財産管理諸経費臨時
　飛騨農協旧下呂支店用
　地購入費　99,805千円
●（歳入）ふるさと寄附金
　4月から12月までの収入
　確定分による増額
　　　　　 525,667千円

議第22号
令和６年度下呂市立金山病院事業会計補正予算（第２号）
（市長提出議案：予算決算常任委員会審査付託）

【全会一致で可決】

【主な補正内容】
●患者数の減による入院収益
　の減額　△237,615千円
●患者数の減による外来収益
　の減額　△36,450千円
●一般会計繰入金（補助金）
　の増額　　250,000千円 ▲下呂市立金山病院▲飛騨農協旧下呂支店跡地

▲自治会で設置された防災倉庫

▲デマンドバス

▲農作業の様子

▲下呂温泉第三駐車場

７　　下呂市議会だより 2025.5 No.84 下呂市議会だより 2025.5 No.84　　６

G E R O  C I T Y  C O U N C I LG E R O  C I T Y  C O U N C I L

○（引き続き）全会一致で可決した議案【市長提出議案】
議　　　案　　　名 付託委員会 審議結果

○全会一致で可決した議案【市長提出議案（最終日追加提出）】
議　　　案　　　名 付託委員会 審議結果

令和７年度下呂市一般会計予算

令和７年度下呂市国民健康保険事業特別会計（事業勘定）予算

令和７年度下呂市後期高齢者医療特別会計予算

令和７年度下呂市介護保険特別会計（介護サービス事業勘定）予算

令和７年度下呂市介護保険特別会計（保険事業勘定）予算

令和７年度下呂市国民健康保険事業特別会計（診療施設勘定）予算

令和７年度下呂市下呂財産区特別会計予算

令和７年度下呂市学校給食費特別会計予算

令和７年度下呂市水道事業会計予算

令和７年度下呂市下水道事業会計予算

令和７年度下呂市下呂温泉合掌村事業会計予算

令和７年度下呂市立金山病院事業会計予算

財産の取得について

下呂市長等の給与の特例に関する条例の一部を改正する条例について

令和６年度下呂市一般会計補正予算（第 15 号）

令和７年度下呂市下水道事業会計補正予算（第１号）

予算決算 可　決
（全会一致）

― 可　決
（全会一致）

○全会一致で可決した議案【議員提出議案】
議　　　案　　　名 付託委員会 審議結果

刑事訴訟法の再審規定の改正を求める意見書について ― 可決（全会一致）

　
３
月
14
日 

・
17
日 

・
18
日 

・
19
日
の
４

日
間
、
委
員
会
を
開
催
し
、
一
般
会
計
、

７
特
別
会
計
、
４
公
営
企
業
会
計
の
令
和

７
年
度
当
初
予
算
に
つ
い
て
審
査
し
、
全

て
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。
主

な
審
査
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

《
防
災 

・
減
災
対
策
の
さ
ら
な
る
強
化
に

向
け
て
》

　
　
新
年
度
予
算
に
お
け
る
自
主
防
災
組

織
の
防
災
資
機
材
整
備
に
対
す
る
支
援
と

地
域
防
災
力
の
向
上
に
大
き
く
貢
献
す
る

防
災
士
の
育
成
へ
の
考
え
方
は
。

　
　
自
主
防
災
組
織
が
行
う
防
災
資
機
材

の
整
備
に
対
す
る
補
助
金
に
つ
い
て
、
令

和
７
年
度
か
ら
食
料
品
と
簡
易
ト
イ
レ
用

品
に
係
る
補
助
率
を
２
分
の
１
か
ら
４
分

の
３
に
引
上
げ
、
地
域
で
の
備
蓄
を
促
進

し
ま
す
。
ま
た
、
防
災
士
育
成
に
つ
い
て

は
、
現
在
２
９
４
名
の
防
災
士
が
活
躍
し

て
お
り
、
令
和
７
年
度
に
お
い
て
も
継
続

し
て
育
成
に

努
め
る
と
共

に
、
日
本
赤

十
字
社
と
の

共
同
に
よ
る

ス
キ
ル
ア
ッ

プ
事
業
に
取

り
組
み
ま

す
。

《
市
民
の
生
活
の
足
と
な
る
公
共
交
通
の

確
保 

・
充
実
に
向
け
て
》

　
　
高
校
生
の
通
学
費
助
成
制
度
が
新
設

さ
れ
る
こ
と
は
、
多
く
の
市
民
が
待
ち
望

ん
で
い
た
も
の
で
あ
り
、
公
共
交
通
の
利

用
度
を
高
め
る
も
の
と
評
価
す
る
。
さ
ら

に
公
共
交
通
の
利
用
促
進
を
図
る
た
め
の

工
夫
な
ど
の
考
え
は
。

　
　
公
共
交
通
を
普
段
利
用
さ
れ
て
い
な

い
方
に
使
っ
て
い
た
だ
け
る
仕
掛
け
と
し

て
、
例
え
ば
、
食
料
品
や
日
用
品
の
販
売

店
舗
と
の
タ
イ
ア
ッ
プ
に
よ
り
、
商
品
購

入
の
際
の
サ
ー
ビ
ス
を
付
与
す
る
よ
う
な

利
用
へ
の
動
機
づ
け
が
で
き
な
い
か
検
討

し
た
い
と
考
え
ま
す
。

　
ま
た
、
バ
ス

の
路
線
図
や
時

刻
表
が
分
か
り

に
く
い
こ
と

が
、
バ
ス
利
用

を
敬
遠
さ
せ
て

い
る
要
因
の
一

つ
で
も
あ
る
と

考
え
、
よ
り
見

や
す
い
方
法
を

模
索
し
て
い
き

ま
す
。

《
農
地
保
全
が
末
永
く
な
さ
れ
て
い
く
た

め
に
》

　
　
ア
グ
リ
チ
ャ
レ
ン
ジ
サ
ポ
ー
ト
事
業

と
し
て
、
兼
業
農
家
を
支
援
す
る「
小
さ

な
担
い
手
育
成
支
援
金
制
度
」
が
創
設
さ

れ
、
そ
の
成
果
に
期
待
す
る
と
こ
ろ
で
あ

る
が
、
地
域
農
業
が
抱
え
る
課
題
や
ニ
ー

ズ
を
よ
り
正
確
に
把
握
し
、
そ
れ
を
的
確

に
政
策
立
案
に
つ
な
げ
て
い
く
た
め
に

も
、
行
政
主
導
に
よ
る
協
議
会
の
設
立
が

必
須
と
思
う
が
、
そ
の
考
え
は
。

　
　
多
種
多
様
な
困
り
ご
と
が
あ
る
と
思

う
の
で
、
先
ず

は
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
な
ど
で
現

状
把
握
を
行
い
、

そ
れ
に
よ
り
課

題
を
認
識
し
た

う
え
で
、
次
の

ス
テ
ッ
プ
と
し
て

協
議
会
の
立
ち

上
げ
に
つ
な
げ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

《
猛
暑
か
ら
市
民
を
守
る
た
め
に
》

　
　
児
童
生
徒
に
対
す
る
暑
さ
対
策
と
し

て
、
小
中
学
校
に
お
け
る
エ
ア
コ
ン
の
設

置
状
況
、
お
よ
び
徒
歩
で
の
登
下
校
時
の

熱
中
症
対
策
は
。

　
　
令
和
元
年
度
ま
で
に
、
す
べ
て
の
小

中
学
校
の
普
通
教
室
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置

が
完
了
し
ま
し
た
。
特
別
教
室
に
つ
い
て

は
、
令
和
６
年
度
に
南
部
地
域
の
中
学
校

で
設
置
が
完
了
、
令
和
７
年
度
に
北
部
地

域
の
中
学
校
、
令
和
８
年
度
か
ら
９
年
度

に
か
け
て
小
学
校
へ
の
設
置
を
予
定
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
す
べ
て
の
学
校

で
エ
ア
コ
ン
が
完
備
さ
れ
る
見
込
み
で

す
。
ま
た
、
徒
歩
通
学
に
お
け
る
対
応
と

し
て
は
、
水
筒
の
持
参
に
よ
る
水
分
補
給

や
、日
傘
の
活
用
を
勧
め
た
り
す
る
ほ
か
、

ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー
タ
ー
に
よ
る
見
守
り
を

通
じ
、
引
き
続
き
必
要
な
配
慮
を
行
っ
て

い
き
ま
す
。

《
地
域
の
未
来
を
創
る「
宿
泊
税
」
導
入
》

　
　
令
和
７
年
10
月
か
ら
導
入
さ
れ
る
宿

泊
税
は
、
観
光
客
と
市
民
の
双
方
に
と
っ

て
恩
恵
が
得
ら
れ
る
施
策
に
活
用
す
る
と

さ
れ
て
い
る
が
、
具
体
的
な
使
途
は
。

　
　
令
和
７
年
度
は
、
観
光
客
の
受
け
入

れ
環
境
の
整
備
と
し
て
、Ｊ
Ｒ
下
呂
駅
の

整
備
に
向
け
た
財
源
確
保
を
目
的
と
す
る

Ｊ
Ｒ
駅
整
備
基
金
へ
の
積
立
て
、
観
光
客

の
広
範
囲
な
移
動
と
市
内
観
光
ス
ポ
ッ
ト

巡
り
を
促
進
す
る
た
め
の
二
次
交
通
の
実

証
実
験
、
観
光
客
の
ス
ム
ー
ズ
な
移
動
と

ま
ち
歩
き
の
快
適
性
を
向
上
さ
せ
る
た
め

の
観
光
案
内
表
示
板
の
整
備
に
向
け
た
調

査
や
景
観
に
調
和
し
た
デ
ザ
イ
ン
計
画
な

ど
に
宿
泊
税
を
充
当
し
て
い
ま
す
。
こ
う

し
た
整
備
等
は
、
市
民
に
と
っ
て
も
生
活

が
し
や
す
い
ま

ち
づ
く
り
に
つ

な
が
る
も
の
と

考
え
ま
す
。
今

後
、
市
民
の
皆

さ
ま
に
し
っ
か

り
と
趣
旨
を
伝

え
て
い
き
た
い

と
考
え
ま
す
。

委員会付託
案件の審査内
容を動画共有
サービスYou 
Tubeにて視
聴できます。

問答

問

問

問答

答答

問答

予
算
決
算
常
任
委
員
会

予
算
決
算
常
任
委
員
会

予
算
決
算
常
任
委
員
会

議案審議の詳細
令和７年３月24日
（定例会最終日）

議案審議の詳細
令和７年２月25日
（定例会初日）

★３月定例会の議案の提案説明から採決までの
　映像を動画共有サービス「ＹｏｕTｕｂｅ」にて
　視聴できます。

３月定例会の議案審議の詳細
議第11号
令和６年度下呂市一般会計補正予算（第14号）
（市長提出議案：予算決算常任委員会審査付託）

【全会一致で可決】

【主な補正内容】
●財産管理諸経費臨時
　飛騨農協旧下呂支店用
　地購入費　99,805千円
●（歳入）ふるさと寄附金
　4月から12月までの収入
　確定分による増額
　　　　　 525,667千円

議第22号
令和６年度下呂市立金山病院事業会計補正予算（第２号）
（市長提出議案：予算決算常任委員会審査付託）

【全会一致で可決】

【主な補正内容】
●患者数の減による入院収益
　の減額　△237,615千円
●患者数の減による外来収益
　の減額　△36,450千円
●一般会計繰入金（補助金）
　の増額　　250,000千円 ▲下呂市立金山病院▲飛騨農協旧下呂支店跡地

▲自治会で設置された防災倉庫

▲デマンドバス

▲農作業の様子

▲下呂温泉第三駐車場
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○（引き続き）全会一致で可決した議案【市長提出議案】
議　　　案　　　名 付託委員会 審議結果

○全会一致で可決した議案【市長提出議案（最終日追加提出）】
議　　　案　　　名 付託委員会 審議結果

令和７年度下呂市一般会計予算

令和７年度下呂市国民健康保険事業特別会計（事業勘定）予算

令和７年度下呂市後期高齢者医療特別会計予算

令和７年度下呂市介護保険特別会計（介護サービス事業勘定）予算

令和７年度下呂市介護保険特別会計（保険事業勘定）予算

令和７年度下呂市国民健康保険事業特別会計（診療施設勘定）予算

令和７年度下呂市下呂財産区特別会計予算

令和７年度下呂市学校給食費特別会計予算

令和７年度下呂市水道事業会計予算

令和７年度下呂市下水道事業会計予算

令和７年度下呂市下呂温泉合掌村事業会計予算

令和７年度下呂市立金山病院事業会計予算

財産の取得について

下呂市長等の給与の特例に関する条例の一部を改正する条例について

令和６年度下呂市一般会計補正予算（第 15 号）

令和７年度下呂市下水道事業会計補正予算（第１号）

予算決算 可　決
（全会一致）

― 可　決
（全会一致）

○全会一致で可決した議案【議員提出議案】
議　　　案　　　名 付託委員会 審議結果

刑事訴訟法の再審規定の改正を求める意見書について ― 可決（全会一致）

　
３
月
14
日 

・
17
日 

・
18
日 

・
19
日
の
４

日
間
、
委
員
会
を
開
催
し
、
一
般
会
計
、

７
特
別
会
計
、
４
公
営
企
業
会
計
の
令
和

７
年
度
当
初
予
算
に
つ
い
て
審
査
し
、
全

て
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。
主

な
審
査
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

《
防
災 

・
減
災
対
策
の
さ
ら
な
る
強
化
に

向
け
て
》

　
　
新
年
度
予
算
に
お
け
る
自
主
防
災
組

織
の
防
災
資
機
材
整
備
に
対
す
る
支
援
と

地
域
防
災
力
の
向
上
に
大
き
く
貢
献
す
る

防
災
士
の
育
成
へ
の
考
え
方
は
。

　
　
自
主
防
災
組
織
が
行
う
防
災
資
機
材

の
整
備
に
対
す
る
補
助
金
に
つ
い
て
、
令

和
７
年
度
か
ら
食
料
品
と
簡
易
ト
イ
レ
用

品
に
係
る
補
助
率
を
２
分
の
１
か
ら
４
分

の
３
に
引
上
げ
、
地
域
で
の
備
蓄
を
促
進

し
ま
す
。
ま
た
、
防
災
士
育
成
に
つ
い
て

は
、
現
在
２
９
４
名
の
防
災
士
が
活
躍
し

て
お
り
、
令
和
７
年
度
に
お
い
て
も
継
続

し
て
育
成
に

努
め
る
と
共

に
、
日
本
赤

十
字
社
と
の

共
同
に
よ
る

ス
キ
ル
ア
ッ

プ
事
業
に
取

り
組
み
ま

す
。

《
市
民
の
生
活
の
足
と
な
る
公
共
交
通
の

確
保 

・
充
実
に
向
け
て
》

　
　
高
校
生
の
通
学
費
助
成
制
度
が
新
設

さ
れ
る
こ
と
は
、
多
く
の
市
民
が
待
ち
望

ん
で
い
た
も
の
で
あ
り
、
公
共
交
通
の
利

用
度
を
高
め
る
も
の
と
評
価
す
る
。
さ
ら

に
公
共
交
通
の
利
用
促
進
を
図
る
た
め
の

工
夫
な
ど
の
考
え
は
。

　
　
公
共
交
通
を
普
段
利
用
さ
れ
て
い
な

い
方
に
使
っ
て
い
た
だ
け
る
仕
掛
け
と
し

て
、
例
え
ば
、
食
料
品
や
日
用
品
の
販
売

店
舗
と
の
タ
イ
ア
ッ
プ
に
よ
り
、
商
品
購

入
の
際
の
サ
ー
ビ
ス
を
付
与
す
る
よ
う
な

利
用
へ
の
動
機
づ
け
が
で
き
な
い
か
検
討

し
た
い
と
考
え
ま
す
。

　
ま
た
、
バ
ス

の
路
線
図
や
時

刻
表
が
分
か
り

に
く
い
こ
と

が
、
バ
ス
利
用

を
敬
遠
さ
せ
て

い
る
要
因
の
一

つ
で
も
あ
る
と

考
え
、
よ
り
見

や
す
い
方
法
を

模
索
し
て
い
き

ま
す
。

《
農
地
保
全
が
末
永
く
な
さ
れ
て
い
く
た

め
に
》

　
　
ア
グ
リ
チ
ャ
レ
ン
ジ
サ
ポ
ー
ト
事
業

と
し
て
、
兼
業
農
家
を
支
援
す
る「
小
さ

な
担
い
手
育
成
支
援
金
制
度
」
が
創
設
さ

れ
、
そ
の
成
果
に
期
待
す
る
と
こ
ろ
で
あ

る
が
、
地
域
農
業
が
抱
え
る
課
題
や
ニ
ー

ズ
を
よ
り
正
確
に
把
握
し
、
そ
れ
を
的
確

に
政
策
立
案
に
つ
な
げ
て
い
く
た
め
に

も
、
行
政
主
導
に
よ
る
協
議
会
の
設
立
が

必
須
と
思
う
が
、
そ
の
考
え
は
。

　
　
多
種
多
様
な
困
り
ご
と
が
あ
る
と
思

う
の
で
、
先
ず

は
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
な
ど
で
現

状
把
握
を
行
い
、

そ
れ
に
よ
り
課

題
を
認
識
し
た

う
え
で
、
次
の

ス
テ
ッ
プ
と
し
て

協
議
会
の
立
ち

上
げ
に
つ
な
げ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

《
猛
暑
か
ら
市
民
を
守
る
た
め
に
》

　
　
児
童
生
徒
に
対
す
る
暑
さ
対
策
と
し

て
、
小
中
学
校
に
お
け
る
エ
ア
コ
ン
の
設

置
状
況
、
お
よ
び
徒
歩
で
の
登
下
校
時
の

熱
中
症
対
策
は
。

　
　
令
和
元
年
度
ま
で
に
、
す
べ
て
の
小

中
学
校
の
普
通
教
室
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置

が
完
了
し
ま
し
た
。
特
別
教
室
に
つ
い
て

は
、
令
和
６
年
度
に
南
部
地
域
の
中
学
校

で
設
置
が
完
了
、
令
和
７
年
度
に
北
部
地

域
の
中
学
校
、
令
和
８
年
度
か
ら
９
年
度

に
か
け
て
小
学
校
へ
の
設
置
を
予
定
し
て

い
ま
す
。
こ
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よ
り
、
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べ
て
の
学
校

で
エ
ア
コ
ン
が
完
備
さ
れ
る
見
込
み
で

す
。
ま
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、
徒
歩
通
学
に
お
け
る
対
応
と

し
て
は
、
水
筒
の
持
参
に
よ
る
水
分
補
給

や
、日
傘
の
活
用
を
勧
め
た
り
す
る
ほ
か
、

ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー
タ
ー
に
よ
る
見
守
り
を

通
じ
、
引
き
続
き
必
要
な
配
慮
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行
っ
て

い
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す
。
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域
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税
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》
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に
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　視聴できます。
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令和６年度下呂市一般会計補正予算（第14号）
（市長提出議案：予算決算常任委員会審査付託）

【全会一致で可決】

【主な補正内容】
●財産管理諸経費臨時
　飛騨農協旧下呂支店用
　地購入費　99,805千円
●（歳入）ふるさと寄附金
　4月から12月までの収入
　確定分による増額
　　　　　 525,667千円

議第22号
令和６年度下呂市立金山病院事業会計補正予算（第２号）
（市長提出議案：予算決算常任委員会審査付託）
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●患者数の減による入院収益
　の減額　△237,615千円
●患者数の減による外来収益
　の減額　△36,450千円
●一般会計繰入金（補助金）
　の増額　　250,000千円 ▲下呂市立金山病院▲飛騨農協旧下呂支店跡地
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つ
い
て
、
令

和
７
年
度
か
ら
食
料
品
と
簡
易
ト
イ
レ
用

品
に
係
る
補
助
率
を
２
分
の
１
か
ら
４
分

の
３
に
引
上
げ
、
地
域
で
の
備
蓄
を
促
進

し
ま
す
。
ま
た
、
防
災
士
育
成
に
つ
い
て

は
、
現
在
２
９
４
名
の
防
災
士
が
活
躍
し

て
お
り
、
令
和
７
年
度
に
お
い
て
も
継
続

し
て
育
成
に

努
め
る
と
共

に
、
日
本
赤

十
字
社
と
の

共
同
に
よ
る

ス
キ
ル
ア
ッ

プ
事
業
に
取

り
組
み
ま

す
。

《
市
民
の
生
活
の
足
と
な
る
公
共
交
通
の

確
保 

・
充
実
に
向
け
て
》

　
　
高
校
生
の
通
学
費
助
成
制
度
が
新
設

さ
れ
る
こ
と
は
、
多
く
の
市
民
が
待
ち
望

ん
で
い
た
も
の
で
あ
り
、
公
共
交
通
の
利

用
度
を
高
め
る
も
の
と
評
価
す
る
。
さ
ら

に
公
共
交
通
の
利
用
促
進
を
図
る
た
め
の

工
夫
な
ど
の
考
え
は
。

　
　
公
共
交
通
を
普
段
利
用
さ
れ
て
い
な

い
方
に
使
っ
て
い
た
だ
け
る
仕
掛
け
と
し

て
、
例
え
ば
、
食
料
品
や
日
用
品
の
販
売

店
舗
と
の
タ
イ
ア
ッ
プ
に
よ
り
、
商
品
購

入
の
際
の
サ
ー
ビ
ス
を
付
与
す
る
よ
う
な

利
用
へ
の
動
機
づ
け
が
で
き
な
い
か
検
討

し
た
い
と
考
え
ま
す
。

　
ま
た
、
バ
ス

の
路
線
図
や
時

刻
表
が
分
か
り

に
く
い
こ
と

が
、
バ
ス
利
用

を
敬
遠
さ
せ
て

い
る
要
因
の
一

つ
で
も
あ
る
と

考
え
、
よ
り
見

や
す
い
方
法
を

模
索
し
て
い
き

ま
す
。

《
農
地
保
全
が
末
永
く
な
さ
れ
て
い
く
た

め
に
》

　
　
ア
グ
リ
チ
ャ
レ
ン
ジ
サ
ポ
ー
ト
事
業

と
し
て
、
兼
業
農
家
を
支
援
す
る「
小
さ

な
担
い
手
育
成
支
援
金
制
度
」
が
創
設
さ

れ
、
そ
の
成
果
に
期
待
す
る
と
こ
ろ
で
あ

る
が
、
地
域
農
業
が
抱
え
る
課
題
や
ニ
ー

ズ
を
よ
り
正
確
に
把
握
し
、
そ
れ
を
的
確

に
政
策
立
案
に
つ
な
げ
て
い
く
た
め
に

も
、
行
政
主
導
に
よ
る
協
議
会
の
設
立
が

必
須
と
思
う
が
、
そ
の
考
え
は
。

　
　
多
種
多
様
な
困
り
ご
と
が
あ
る
と
思

う
の
で
、
先
ず

は
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
な
ど
で
現

状
把
握
を
行
い
、

そ
れ
に
よ
り
課

題
を
認
識
し
た

う
え
で
、
次
の

ス
テ
ッ
プ
と
し
て

協
議
会
の
立
ち

上
げ
に
つ
な
げ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

《
猛
暑
か
ら
市
民
を
守
る
た
め
に
》

　
　
児
童
生
徒
に
対
す
る
暑
さ
対
策
と
し

て
、
小
中
学
校
に
お
け
る
エ
ア
コ
ン
の
設

置
状
況
、
お
よ
び
徒
歩
で
の
登
下
校
時
の

熱
中
症
対
策
は
。

　
　
令
和
元
年
度
ま
で
に
、
す
べ
て
の
小

中
学
校
の
普
通
教
室
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置

が
完
了
し
ま
し
た
。
特
別
教
室
に
つ
い
て

は
、
令
和
６
年
度
に
南
部
地
域
の
中
学
校

で
設
置
が
完
了
、
令
和
７
年
度
に
北
部
地

域
の
中
学
校
、
令
和
８
年
度
か
ら
９
年
度

に
か
け
て
小
学
校
へ
の
設
置
を
予
定
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
す
べ
て
の
学
校

で
エ
ア
コ
ン
が
完
備
さ
れ
る
見
込
み
で

す
。
ま
た
、
徒
歩
通
学
に
お
け
る
対
応
と

し
て
は
、
水
筒
の
持
参
に
よ
る
水
分
補
給

や
、日
傘
の
活
用
を
勧
め
た
り
す
る
ほ
か
、

ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー
タ
ー
に
よ
る
見
守
り
を

通
じ
、
引
き
続
き
必
要
な
配
慮
を
行
っ
て

い
き
ま
す
。

《
地
域
の
未
来
を
創
る「
宿
泊
税
」
導
入
》

　
　
令
和
７
年
10
月
か
ら
導
入
さ
れ
る
宿

泊
税
は
、
観
光
客
と
市
民
の
双
方
に
と
っ

て
恩
恵
が
得
ら
れ
る
施
策
に
活
用
す
る
と

さ
れ
て
い
る
が
、
具
体
的
な
使
途
は
。

　
　
令
和
７
年
度
は
、
観
光
客
の
受
け
入

れ
環
境
の
整
備
と
し
て
、Ｊ
Ｒ
下
呂
駅
の

整
備
に
向
け
た
財
源
確
保
を
目
的
と
す
る

Ｊ
Ｒ
駅
整
備
基
金
へ
の
積
立
て
、
観
光
客

の
広
範
囲
な
移
動
と
市
内
観
光
ス
ポ
ッ
ト

巡
り
を
促
進
す
る
た
め
の
二
次
交
通
の
実

証
実
験
、
観
光
客
の
ス
ム
ー
ズ
な
移
動
と

ま
ち
歩
き
の
快
適
性
を
向
上
さ
せ
る
た
め

の
観
光
案
内
表
示
板
の
整
備
に
向
け
た
調

査
や
景
観
に
調
和
し
た
デ
ザ
イ
ン
計
画
な

ど
に
宿
泊
税
を
充
当
し
て
い
ま
す
。
こ
う

し
た
整
備
等
は
、
市
民
に
と
っ
て
も
生
活

が
し
や
す
い
ま

ち
づ
く
り
に
つ

な
が
る
も
の
と

考
え
ま
す
。
今

後
、
市
民
の
皆

さ
ま
に
し
っ
か

り
と
趣
旨
を
伝

え
て
い
き
た
い

と
考
え
ま
す
。

委員会付託
案件の審査内
容を動画共有
サービスYou 
Tubeにて視
聴できます。

問答

問

問

問答

答答

問答

予
算
決
算
常
任
委
員
会

予
算
決
算
常
任
委
員
会

予
算
決
算
常
任
委
員
会

議案審議の詳細
令和７年３月24日
（定例会最終日）

議案審議の詳細
令和７年２月25日
（定例会初日）

★３月定例会の議案の提案説明から採決までの
　映像を動画共有サービス「ＹｏｕTｕｂｅ」にて
　視聴できます。

３月定例会の議案審議の詳細
議第11号
令和６年度下呂市一般会計補正予算（第14号）
（市長提出議案：予算決算常任委員会審査付託）

【全会一致で可決】

【主な補正内容】
●財産管理諸経費臨時
　飛騨農協旧下呂支店用
　地購入費　99,805千円
●（歳入）ふるさと寄附金
　4月から12月までの収入
　確定分による増額
　　　　　 525,667千円

議第22号
令和６年度下呂市立金山病院事業会計補正予算（第２号）
（市長提出議案：予算決算常任委員会審査付託）

【全会一致で可決】

【主な補正内容】
●患者数の減による入院収益
　の減額　△237,615千円
●患者数の減による外来収益
　の減額　△36,450千円
●一般会計繰入金（補助金）
　の増額　　250,000千円 ▲下呂市立金山病院▲飛騨農協旧下呂支店跡地

▲自治会で設置された防災倉庫

▲デマンドバス

▲農作業の様子

▲下呂温泉第三駐車場
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G E R O  C I T Y  C O U N C I LG E R O  C I T Y  C O U N C I L

□
□

加
藤
久
人

下
平
裕
次
郎

□
□
□

先の定例会で議決した附帯決議への対応

ふるさと寄附金の有効な活用

市民と共に目指すウェルビーイングなまち

□
□
□

飛騨酪農農業協同組合解散と今後の学校給食

集落支援員制度の活用

新年度における子育て支援策

□
□
下水道事業における経営改善への取り組み

木造住宅の耐震化促進

桂
川
い
ず
み

□ 転院搬送時における救急隊員の負担軽減

地域の特性に応じた景観形成

地域唯一の高校「益田清風高校」への支援

□   チェックしてある項目を次ページ以降に掲載

□
□
救急医療体制の脆弱化への対策

新県知事が提唱する政策を受けて

大
西
尚
子

□
□
健康診断の受診率向上に向けて

妊娠期から切れ目のない子育て支援

高
井
範
和

□
□
地域の実情に応じた人口減少対策

社会変化に的確に対応した会計事務

桂
川
融
己

□
□
□

地域公共交通計画の策定

地域運営組織の仕組みづくり

地域産材の活用方策

鷲
見
昌
己

□
□
□

新年度予算における重点プロジェクト

要介護・要支援者への支援の充実

高齢者等への買い物支援の拡充

森

　哲
士

□
□
□

宿泊税の活用方策

上ケ平地区健康と福祉の拠点整備

戦没者慰霊事業の実施

田
中
喜
登

尾
里
集
務

□
□
下呂市電子ポイントの有効活用

下呂温泉中心市街地区における都市再生整備

田
口
琢
弥

今
井
政
良

□
□
□

巨大地震に備えた取り組み

金山保健センターと旧ゆったり館の活用

市役所における働きやすい環境づくり

中
島
ゆ
き
子

議員の写真下の二次元コードから各議員の一般質問の映像を
動画共有サービス「YouTube」にて視聴できます。

市民に代わって 議員が市政を問う市民に代わって 議員が市政を問う

３月定例会  一般質問

議員が市長をはじめとした執行部に対して、執行状況や将来の方針、課題や疑問点など
行政全般について報告や説明を求めたり、質問することを一般質問といいます。

民
生
教
育
ま
ち
づ
く
り

常

任

委

員

会

民
生
教
育
ま
ち
づ
く
り

常

任

委

員

会

民
生
教
育
ま
ち
づ
く
り

常

任

委

員

会

　
３
月
12
日
、
定
例
会
初
日
に
付
託
さ
れ

た
６
議
案
に
つ
い
て
審
査
し
た
結
果
、
全

て
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。
主

な
審
査
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

《
下
呂
市
市
営
住
宅
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て
》

《
下
呂
市
特
定
公
共
賃
貸
住
宅
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て
》

《
下
呂
市
地
域
優
良
賃
貸
住
宅
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て
》

（
将
来
の
人
口
規
模
に
応
じ
た
適
正
な
住

宅
ス
ト
ッ
ク
整
備
を
目
的
に
、
従
来
は
定

め
が
無
か
っ
た
入
居
期
間
を
２
年
間
と

し
、
新
た
に
契
約
更
新
制
度
を
導
入
す
る

た
め
、
改
正
す
る
も
の
）

　
　
契
約
更
新
制
度
の
導
入
に
よ
り
、
身

元
引
受
人
等
の
情
報
の
更
新
を
行
う
こ
と

で
、
単
身
入
居
者
の
死
亡
時
に
遺
体
や
残

余
財
産
の
引
き
取
り
が
さ
れ
ず
、
住
宅
の

明
け
渡
し
が
さ
れ
な
い
と
い
っ
た
問
題
を

防
ぐ
と
共
に
、
身
元
引
受
人
の
確
保
が
難

し
い
場
合
、
家
賃
債
務
保
証
契
約
を
結
べ

ば
、
家
計
状
況
の
急
変
等
に
よ
る
家
賃
滞

納
や
、
万
が
一
の
時
の
財
産
処
分
等
の
問

題
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
と
の
こ
と
だ

が
、
身
元
引
受
人
が
い
な
い
方
で
、
家
賃

債
務
保
証
契
約
を
希
望
し
な
い
方
の
入
居

は
可
能
か
。

　
　
家
賃
債
務
保
証
契
約
は
あ
く
ま
で
も

任
意
で
、
身
元
引
受
人
が
い
な
い
方
の
入

居
を
拒
む
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
身
寄
り

の
な
い
方
に
万
が
一
の
時
で
も
安
心
し
て

暮
ら
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
契
約
し
て

い
た
だ
け
る
よ
う
理
解
を
求
め
て
い
き
ま

す
。

　
　
市
営
住
宅
ス
ト
ッ
ク
の
整
理
計
画
の

中
で
、
平
成
14
年
の
建
築
と
い
っ
た
比
較

的
新
し
い
市
営
住
宅
が
令
和
22
年
ま
で
に

廃
止
予
定
と
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
理
由

は
。

　
　
木
造
住
宅
に
つ
い
て
は
、
耐
用
年
数

が
30
年
と
定
め
ら
れ
て
お
り
、
令
和
22
年

に
は
耐
用
年
数
を
超
え
る
た
め
計
画
に
挙

が
っ
て
い
ま
す
。
実
際
に
は
住
宅
に
よ
っ

て
老
朽
化
の
程
度
は
異
な
る
た
め
、
使
用

可
能
な
住
宅
に
つ
い
て
は
、
随
時
見
直
し

を
し
な
が
ら
、
少
し
で
も
長
く
使
用
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

委員会付託
案件の審査内
容を動画共有
サービスYou 
Tubeにて視
聴できます。

委員会付託
案件の審査内
容を動画共有
サービスYou 
Tubeにて視
聴できます。

問

問

答

答

　
３
月
13
日
、
定
例
会
初
日
に
付
託
さ
れ

た
15
議
案
に
つ
い
て
審
査
し
た
結
果
、
全

て
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。
主

な
審
査
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

《
下
呂
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て
》

（
令
和
７
年
度
分
国
民
健
康
保
険
税
の
税

率
お
よ
び
税
額
を
改
め
る
こ
と
に
伴
い
改

正
す
る
も
の
）

　
　
今
後
も
改
正
と
な
る
と
、
保
険
税
額

が
上
が
り
、
市
民
に
と
っ
て
は
負
担
増
と

な
る
。
そ
れ
を
避
け
る
た
め
に
一
般
財
源

を
充
当
す
る
の
か
、
も
し
く
は
基
金
を
取

り
崩
し
て
充
当
す
る
の
か
、
基
金
自
体
の

残
高
も
減
る
一
方
で
、
今
後
、
ど
の
よ
う

な
方
針
で
進
め
て
行
く
の
か
。

　
　
一
般
財
源
を
充
当
す
る
考
え
は
な

く
、
国
保
加
入
者
の
皆
さ
ま
が
納
め
た
国

保
税
や
基
金
を
上
手
に
使
い
な
が
ら
、
な

る
べ
く
保
険
税
額
を
引
き
上
げ
な
い
こ
と

を
前
提
に
、
ま
た
基
金
の
残
高
も
考
慮
し

な
が
ら
毎
年
度
し
っ
か
り
と
算
定
し
て
い

き
ま
す
。

　
市
の
医
療
費
適
正
化
に
向
け
た
取
り
組

み
状
況
に
応
じ
た
交
付
金
等
を
活
用
し
、

な
る
べ
く
国
保
加
入
者
の
皆
さ
ま
に
対
し

て
負
担
に
な
ら
な
い
運
営
を
心
掛
け
て
い

ま
す
。

《
下
呂
市
消
防
団
員
等
公
務
災
害
補
償
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て
》

（
非
常
勤
消
防
団
員
等
に
係
る
損
害
補
償

の
基
準
を
定
め
る
政
令
の
一
部
改
正
に
伴

い
改
正
す
る
も
の

　
消
防
作
業
従
事
者
等
の
補
償
基
礎
額
の

最
低
額
お
よ
び
最
高
額
を
引
き
上
げ
、
扶

養
に
係
る
補
償
基
礎
額
の
加
算
額
に
関
す

る
事
項
を
改
め
る
）

　
　
危
険
が
伴
う
出
動
の
多
い
消
防
団
員

の
皆
さ
ま
に
は
、
市
独
自
の
上
乗
せ
を
す

る
な
ど
、
し
っ
か
り
と
し
た
補
償
が
必
要

で
は
な
い
か
。
な
り
手
不
足
が
続
く
中
、

そ
う
い
っ
た
こ
と
も
入
団
の
一
つ
の
き
っ

か
け
に
な
る
の
で
は
。

　
　
執
行
部
と
し
て
も
考
え
は
同
じ
で
あ

る
が
、
上
位
法
と
の
兼
ね
合
い
も
あ
り
、

ど
こ
ま
で
裁
量
権
が
あ
る
の
か
な
ど
、
研

究
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
部
分
も
多
く
、

そ
の
辺
り
も
踏
ま
え
て
し
っ
か
り
と
前
向

き
に
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

問

問

答

答

▲公営住宅 （花池団地）

総
務
産
業
建
設

常
任
委
員
会

総
務
産
業
建
設

常
任
委
員
会

総
務
産
業
建
設

常
任
委
員
会
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□
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□
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ふるさと寄附金の有効な活用

市民と共に目指すウェルビーイングなまち

□
□
□

飛騨酪農農業協同組合解散と今後の学校給食

集落支援員制度の活用

新年度における子育て支援策

□
□
下水道事業における経営改善への取り組み

木造住宅の耐震化促進

桂
川
い
ず
み

□ 転院搬送時における救急隊員の負担軽減

地域の特性に応じた景観形成

地域唯一の高校「益田清風高校」への支援

□   チェックしてある項目を次ページ以降に掲載

□
□
救急医療体制の脆弱化への対策

新県知事が提唱する政策を受けて

大
西
尚
子

□
□
健康診断の受診率向上に向けて

妊娠期から切れ目のない子育て支援

高
井
範
和

□
□
地域の実情に応じた人口減少対策

社会変化に的確に対応した会計事務
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川
融
己

□
□
□

地域公共交通計画の策定

地域運営組織の仕組みづくり

地域産材の活用方策

鷲
見
昌
己

□
□
□

新年度予算における重点プロジェクト

要介護・要支援者への支援の充実

高齢者等への買い物支援の拡充

森

　哲
士

□
□
□

宿泊税の活用方策

上ケ平地区健康と福祉の拠点整備

戦没者慰霊事業の実施

田
中
喜
登

尾
里
集
務

□
□
下呂市電子ポイントの有効活用

下呂温泉中心市街地区における都市再生整備

田
口
琢
弥

今
井
政
良

□
□
□

巨大地震に備えた取り組み

金山保健センターと旧ゆったり館の活用

市役所における働きやすい環境づくり

中
島
ゆ
き
子

議員の写真下の二次元コードから各議員の一般質問の映像を
動画共有サービス「YouTube」にて視聴できます。

市民に代わって 議員が市政を問う市民に代わって 議員が市政を問う

３月定例会  一般質問

議員が市長をはじめとした執行部に対して、執行状況や将来の方針、課題や疑問点など
行政全般について報告や説明を求めたり、質問することを一般質問といいます。

民
生
教
育
ま
ち
づ
く
り

常

任

委

員

会

民
生
教
育
ま
ち
づ
く
り

常

任

委

員

会

民
生
教
育
ま
ち
づ
く
り

常

任

委

員

会

　
３
月
12
日
、
定
例
会
初
日
に
付
託
さ
れ

た
６
議
案
に
つ
い
て
審
査
し
た
結
果
、
全

て
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。
主

な
審
査
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

《
下
呂
市
市
営
住
宅
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て
》

《
下
呂
市
特
定
公
共
賃
貸
住
宅
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て
》

《
下
呂
市
地
域
優
良
賃
貸
住
宅
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て
》

（
将
来
の
人
口
規
模
に
応
じ
た
適
正
な
住

宅
ス
ト
ッ
ク
整
備
を
目
的
に
、
従
来
は
定

め
が
無
か
っ
た
入
居
期
間
を
２
年
間
と

し
、
新
た
に
契
約
更
新
制
度
を
導
入
す
る

た
め
、
改
正
す
る
も
の
）

　
　
契
約
更
新
制
度
の
導
入
に
よ
り
、
身

元
引
受
人
等
の
情
報
の
更
新
を
行
う
こ
と

で
、
単
身
入
居
者
の
死
亡
時
に
遺
体
や
残

余
財
産
の
引
き
取
り
が
さ
れ
ず
、
住
宅
の

明
け
渡
し
が
さ
れ
な
い
と
い
っ
た
問
題
を

防
ぐ
と
共
に
、
身
元
引
受
人
の
確
保
が
難

し
い
場
合
、
家
賃
債
務
保
証
契
約
を
結
べ

ば
、
家
計
状
況
の
急
変
等
に
よ
る
家
賃
滞

納
や
、
万
が
一
の
時
の
財
産
処
分
等
の
問

題
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
と
の
こ
と
だ

が
、
身
元
引
受
人
が
い
な
い
方
で
、
家
賃

債
務
保
証
契
約
を
希
望
し
な
い
方
の
入
居

は
可
能
か
。

　
　
家
賃
債
務
保
証
契
約
は
あ
く
ま
で
も

任
意
で
、
身
元
引
受
人
が
い
な
い
方
の
入

居
を
拒
む
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
身
寄
り

の
な
い
方
に
万
が
一
の
時
で
も
安
心
し
て

暮
ら
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
契
約
し
て

い
た
だ
け
る
よ
う
理
解
を
求
め
て
い
き
ま

す
。

　
　
市
営
住
宅
ス
ト
ッ
ク
の
整
理
計
画
の

中
で
、
平
成
14
年
の
建
築
と
い
っ
た
比
較

的
新
し
い
市
営
住
宅
が
令
和
22
年
ま
で
に

廃
止
予
定
と
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
理
由

は
。

　
　
木
造
住
宅
に
つ
い
て
は
、
耐
用
年
数

が
30
年
と
定
め
ら
れ
て
お
り
、
令
和
22
年

に
は
耐
用
年
数
を
超
え
る
た
め
計
画
に
挙

が
っ
て
い
ま
す
。
実
際
に
は
住
宅
に
よ
っ

て
老
朽
化
の
程
度
は
異
な
る
た
め
、
使
用

可
能
な
住
宅
に
つ
い
て
は
、
随
時
見
直
し

を
し
な
が
ら
、
少
し
で
も
長
く
使
用
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

委員会付託
案件の審査内
容を動画共有
サービスYou 
Tubeにて視
聴できます。

委員会付託
案件の審査内
容を動画共有
サービスYou 
Tubeにて視
聴できます。

問

問

答

答

　
３
月
13
日
、
定
例
会
初
日
に
付
託
さ
れ

た
15
議
案
に
つ
い
て
審
査
し
た
結
果
、
全

て
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。
主

な
審
査
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

《
下
呂
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て
》

（
令
和
７
年
度
分
国
民
健
康
保
険
税
の
税

率
お
よ
び
税
額
を
改
め
る
こ
と
に
伴
い
改

正
す
る
も
の
）

　
　
今
後
も
改
正
と
な
る
と
、
保
険
税
額

が
上
が
り
、
市
民
に
と
っ
て
は
負
担
増
と

な
る
。
そ
れ
を
避
け
る
た
め
に
一
般
財
源

を
充
当
す
る
の
か
、
も
し
く
は
基
金
を
取

り
崩
し
て
充
当
す
る
の
か
、
基
金
自
体
の

残
高
も
減
る
一
方
で
、
今
後
、
ど
の
よ
う

な
方
針
で
進
め
て
行
く
の
か
。

　
　
一
般
財
源
を
充
当
す
る
考
え
は
な

く
、
国
保
加
入
者
の
皆
さ
ま
が
納
め
た
国

保
税
や
基
金
を
上
手
に
使
い
な
が
ら
、
な

る
べ
く
保
険
税
額
を
引
き
上
げ
な
い
こ
と

を
前
提
に
、
ま
た
基
金
の
残
高
も
考
慮
し

な
が
ら
毎
年
度
し
っ
か
り
と
算
定
し
て
い

き
ま
す
。

　
市
の
医
療
費
適
正
化
に
向
け
た
取
り
組

み
状
況
に
応
じ
た
交
付
金
等
を
活
用
し
、

な
る
べ
く
国
保
加
入
者
の
皆
さ
ま
に
対
し

て
負
担
に
な
ら
な
い
運
営
を
心
掛
け
て
い

ま
す
。

《
下
呂
市
消
防
団
員
等
公
務
災
害
補
償
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て
》

（
非
常
勤
消
防
団
員
等
に
係
る
損
害
補
償

の
基
準
を
定
め
る
政
令
の
一
部
改
正
に
伴

い
改
正
す
る
も
の

　
消
防
作
業
従
事
者
等
の
補
償
基
礎
額
の

最
低
額
お
よ
び
最
高
額
を
引
き
上
げ
、
扶

養
に
係
る
補
償
基
礎
額
の
加
算
額
に
関
す

る
事
項
を
改
め
る
）

　
　
危
険
が
伴
う
出
動
の
多
い
消
防
団
員

の
皆
さ
ま
に
は
、
市
独
自
の
上
乗
せ
を
す

る
な
ど
、
し
っ
か
り
と
し
た
補
償
が
必
要

で
は
な
い
か
。
な
り
手
不
足
が
続
く
中
、

そ
う
い
っ
た
こ
と
も
入
団
の
一
つ
の
き
っ

か
け
に
な
る
の
で
は
。

　
　
執
行
部
と
し
て
も
考
え
は
同
じ
で
あ

る
が
、
上
位
法
と
の
兼
ね
合
い
も
あ
り
、

ど
こ
ま
で
裁
量
権
が
あ
る
の
か
な
ど
、
研

究
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
部
分
も
多
く
、

そ
の
辺
り
も
踏
ま
え
て
し
っ
か
り
と
前
向

き
に
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

問

問

答

答

▲公営住宅 （花池団地）

総
務
産
業
建
設

常
任
委
員
会
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務
産
業
建
設
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任
委
員
会
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業
建
設
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任
委
員
会
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田
口
琢
弥

今
井
政
良

□
□
□

巨大地震に備えた取り組み

金山保健センターと旧ゆったり館の活用

市役所における働きやすい環境づくり

中
島
ゆ
き
子

議員の写真下の二次元コードから各議員の一般質問の映像を
動画共有サービス「YouTube」にて視聴できます。

市民に代わって 議員が市政を問う市民に代わって 議員が市政を問う
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３
月
12
日
、
定
例
会
初
日
に
付
託
さ
れ

た
６
議
案
に
つ
い
て
審
査
し
た
結
果
、
全

て
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。
主

な
審
査
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

《
下
呂
市
市
営
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宅
条
例
の
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を
改
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す
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条
例
に
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》
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市
特
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条
例
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正
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に
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る
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て
》
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の
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に
応
じ
た
適
正
な
住

宅
ス
ト
ッ
ク
整
備
を
目
的
に
、
従
来
は
定

め
が
無
か
っ
た
入
居
期
間
を
２
年
間
と

し
、
新
た
に
契
約
更
新
制
度
を
導
入
す
る

た
め
、
改
正
す
る
も
の
）

　
　
契
約
更
新
制
度
の
導
入
に
よ
り
、
身

元
引
受
人
等
の
情
報
の
更
新
を
行
う
こ
と

で
、
単
身
入
居
者
の
死
亡
時
に
遺
体
や
残

余
財
産
の
引
き
取
り
が
さ
れ
ず
、
住
宅
の

明
け
渡
し
が
さ
れ
な
い
と
い
っ
た
問
題
を

防
ぐ
と
共
に
、
身
元
引
受
人
の
確
保
が
難

し
い
場
合
、
家
賃
債
務
保
証
契
約
を
結
べ

ば
、
家
計
状
況
の
急
変
等
に
よ
る
家
賃
滞

納
や
、
万
が
一
の
時
の
財
産
処
分
等
の
問

題
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
と
の
こ
と
だ

が
、
身
元
引
受
人
が
い
な
い
方
で
、
家
賃

債
務
保
証
契
約
を
希
望
し
な
い
方
の
入
居

は
可
能
か
。

　
　
家
賃
債
務
保
証
契
約
は
あ
く
ま
で
も

任
意
で
、
身
元
引
受
人
が
い
な
い
方
の
入

居
を
拒
む
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
身
寄
り

の
な
い
方
に
万
が
一
の
時
で
も
安
心
し
て

暮
ら
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
契
約
し
て

い
た
だ
け
る
よ
う
理
解
を
求
め
て
い
き
ま

す
。

　
　
市
営
住
宅
ス
ト
ッ
ク
の
整
理
計
画
の

中
で
、
平
成
14
年
の
建
築
と
い
っ
た
比
較

的
新
し
い
市
営
住
宅
が
令
和
22
年
ま
で
に

廃
止
予
定
と
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
理
由

は
。

　
　
木
造
住
宅
に
つ
い
て
は
、
耐
用
年
数

が
30
年
と
定
め
ら
れ
て
お
り
、
令
和
22
年

に
は
耐
用
年
数
を
超
え
る
た
め
計
画
に
挙

が
っ
て
い
ま
す
。
実
際
に
は
住
宅
に
よ
っ

て
老
朽
化
の
程
度
は
異
な
る
た
め
、
使
用

可
能
な
住
宅
に
つ
い
て
は
、
随
時
見
直
し

を
し
な
が
ら
、
少
し
で
も
長
く
使
用
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

委員会付託
案件の審査内
容を動画共有
サービスYou 
Tubeにて視
聴できます。

委員会付託
案件の審査内
容を動画共有
サービスYou 
Tubeにて視
聴できます。

問

問

答

答

　
３
月
13
日
、
定
例
会
初
日
に
付
託
さ
れ

た
15
議
案
に
つ
い
て
審
査
し
た
結
果
、
全

て
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。
主

な
審
査
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

《
下
呂
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て
》

（
令
和
７
年
度
分
国
民
健
康
保
険
税
の
税

率
お
よ
び
税
額
を
改
め
る
こ
と
に
伴
い
改

正
す
る
も
の
）

　
　
今
後
も
改
正
と
な
る
と
、
保
険
税
額

が
上
が
り
、
市
民
に
と
っ
て
は
負
担
増
と

な
る
。
そ
れ
を
避
け
る
た
め
に
一
般
財
源

を
充
当
す
る
の
か
、
も
し
く
は
基
金
を
取

り
崩
し
て
充
当
す
る
の
か
、
基
金
自
体
の

残
高
も
減
る
一
方
で
、
今
後
、
ど
の
よ
う

な
方
針
で
進
め
て
行
く
の
か
。

　
　
一
般
財
源
を
充
当
す
る
考
え
は
な

く
、
国
保
加
入
者
の
皆
さ
ま
が
納
め
た
国

保
税
や
基
金
を
上
手
に
使
い
な
が
ら
、
な

る
べ
く
保
険
税
額
を
引
き
上
げ
な
い
こ
と

を
前
提
に
、
ま
た
基
金
の
残
高
も
考
慮
し

な
が
ら
毎
年
度
し
っ
か
り
と
算
定
し
て
い

き
ま
す
。

　
市
の
医
療
費
適
正
化
に
向
け
た
取
り
組

み
状
況
に
応
じ
た
交
付
金
等
を
活
用
し
、

な
る
べ
く
国
保
加
入
者
の
皆
さ
ま
に
対
し

て
負
担
に
な
ら
な
い
運
営
を
心
掛
け
て
い

ま
す
。

《
下
呂
市
消
防
団
員
等
公
務
災
害
補
償
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て
》

（
非
常
勤
消
防
団
員
等
に
係
る
損
害
補
償

の
基
準
を
定
め
る
政
令
の
一
部
改
正
に
伴

い
改
正
す
る
も
の

　
消
防
作
業
従
事
者
等
の
補
償
基
礎
額
の

最
低
額
お
よ
び
最
高
額
を
引
き
上
げ
、
扶

養
に
係
る
補
償
基
礎
額
の
加
算
額
に
関
す

る
事
項
を
改
め
る
）

　
　
危
険
が
伴
う
出
動
の
多
い
消
防
団
員

の
皆
さ
ま
に
は
、
市
独
自
の
上
乗
せ
を
す

る
な
ど
、
し
っ
か
り
と
し
た
補
償
が
必
要

で
は
な
い
か
。
な
り
手
不
足
が
続
く
中
、

そ
う
い
っ
た
こ
と
も
入
団
の
一
つ
の
き
っ

か
け
に
な
る
の
で
は
。

　
　
執
行
部
と
し
て
も
考
え
は
同
じ
で
あ

る
が
、
上
位
法
と
の
兼
ね
合
い
も
あ
り
、

ど
こ
ま
で
裁
量
権
が
あ
る
の
か
な
ど
、
研

究
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
部
分
も
多
く
、

そ
の
辺
り
も
踏
ま
え
て
し
っ
か
り
と
前
向

き
に
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

問

問

答

答

▲公営住宅 （花池団地）

総
務
産
業
建
設

常
任
委
員
会

総
務
産
業
建
設

常
任
委
員
会

総
務
産
業
建
設

常
任
委
員
会
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□
□

加
藤
久
人

下
平
裕
次
郎

□
□
□

先の定例会で議決した附帯決議への対応

ふるさと寄附金の有効な活用

市民と共に目指すウェルビーイングなまち

□
□
□

飛騨酪農農業協同組合解散と今後の学校給食

集落支援員制度の活用

新年度における子育て支援策

□
□
下水道事業における経営改善への取り組み

木造住宅の耐震化促進

桂
川
い
ず
み

□ 転院搬送時における救急隊員の負担軽減

地域の特性に応じた景観形成

地域唯一の高校「益田清風高校」への支援

□   チェックしてある項目を次ページ以降に掲載

□
□
救急医療体制の脆弱化への対策

新県知事が提唱する政策を受けて

大
西
尚
子

□
□
健康診断の受診率向上に向けて

妊娠期から切れ目のない子育て支援

高
井
範
和

□
□
地域の実情に応じた人口減少対策

社会変化に的確に対応した会計事務

桂
川
融
己

□
□
□

地域公共交通計画の策定

地域運営組織の仕組みづくり

地域産材の活用方策

鷲
見
昌
己

□
□
□

新年度予算における重点プロジェクト

要介護・要支援者への支援の充実

高齢者等への買い物支援の拡充

森

　哲
士

□
□
□

宿泊税の活用方策

上ケ平地区健康と福祉の拠点整備

戦没者慰霊事業の実施

田
中
喜
登

尾
里
集
務

□
□
下呂市電子ポイントの有効活用

下呂温泉中心市街地区における都市再生整備

田
口
琢
弥

今
井
政
良

□
□
□

巨大地震に備えた取り組み

金山保健センターと旧ゆったり館の活用

市役所における働きやすい環境づくり

中
島
ゆ
き
子

議員の写真下の二次元コードから各議員の一般質問の映像を
動画共有サービス「YouTube」にて視聴できます。

市民に代わって 議員が市政を問う市民に代わって 議員が市政を問う

３月定例会  一般質問

議員が市長をはじめとした執行部に対して、執行状況や将来の方針、課題や疑問点など
行政全般について報告や説明を求めたり、質問することを一般質問といいます。

民
生
教
育
ま
ち
づ
く
り

常

任

委

員

会

民
生
教
育
ま
ち
づ
く
り

常

任

委

員

会

民
生
教
育
ま
ち
づ
く
り

常

任

委

員

会

　
３
月
12
日
、
定
例
会
初
日
に
付
託
さ
れ

た
６
議
案
に
つ
い
て
審
査
し
た
結
果
、
全

て
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。
主

な
審
査
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

《
下
呂
市
市
営
住
宅
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て
》

《
下
呂
市
特
定
公
共
賃
貸
住
宅
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て
》

《
下
呂
市
地
域
優
良
賃
貸
住
宅
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て
》

（
将
来
の
人
口
規
模
に
応
じ
た
適
正
な
住

宅
ス
ト
ッ
ク
整
備
を
目
的
に
、
従
来
は
定

め
が
無
か
っ
た
入
居
期
間
を
２
年
間
と

し
、
新
た
に
契
約
更
新
制
度
を
導
入
す
る

た
め
、
改
正
す
る
も
の
）

　
　
契
約
更
新
制
度
の
導
入
に
よ
り
、
身

元
引
受
人
等
の
情
報
の
更
新
を
行
う
こ
と

で
、
単
身
入
居
者
の
死
亡
時
に
遺
体
や
残

余
財
産
の
引
き
取
り
が
さ
れ
ず
、
住
宅
の

明
け
渡
し
が
さ
れ
な
い
と
い
っ
た
問
題
を

防
ぐ
と
共
に
、
身
元
引
受
人
の
確
保
が
難

し
い
場
合
、
家
賃
債
務
保
証
契
約
を
結
べ

ば
、
家
計
状
況
の
急
変
等
に
よ
る
家
賃
滞

納
や
、
万
が
一
の
時
の
財
産
処
分
等
の
問

題
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
と
の
こ
と
だ

が
、
身
元
引
受
人
が
い
な
い
方
で
、
家
賃

債
務
保
証
契
約
を
希
望
し
な
い
方
の
入
居

は
可
能
か
。

　
　
家
賃
債
務
保
証
契
約
は
あ
く
ま
で
も

任
意
で
、
身
元
引
受
人
が
い
な
い
方
の
入

居
を
拒
む
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
身
寄
り

の
な
い
方
に
万
が
一
の
時
で
も
安
心
し
て

暮
ら
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
契
約
し
て

い
た
だ
け
る
よ
う
理
解
を
求
め
て
い
き
ま

す
。

　
　
市
営
住
宅
ス
ト
ッ
ク
の
整
理
計
画
の

中
で
、
平
成
14
年
の
建
築
と
い
っ
た
比
較

的
新
し
い
市
営
住
宅
が
令
和
22
年
ま
で
に

廃
止
予
定
と
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
理
由

は
。

　
　
木
造
住
宅
に
つ
い
て
は
、
耐
用
年
数

が
30
年
と
定
め
ら
れ
て
お
り
、
令
和
22
年

に
は
耐
用
年
数
を
超
え
る
た
め
計
画
に
挙

が
っ
て
い
ま
す
。
実
際
に
は
住
宅
に
よ
っ

て
老
朽
化
の
程
度
は
異
な
る
た
め
、
使
用

可
能
な
住
宅
に
つ
い
て
は
、
随
時
見
直
し

を
し
な
が
ら
、
少
し
で
も
長
く
使
用
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

委員会付託
案件の審査内
容を動画共有
サービスYou 
Tubeにて視
聴できます。

委員会付託
案件の審査内
容を動画共有
サービスYou 
Tubeにて視
聴できます。

問

問

答

答

　
３
月
13
日
、
定
例
会
初
日
に
付
託
さ
れ

た
15
議
案
に
つ
い
て
審
査
し
た
結
果
、
全

て
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。
主

な
審
査
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

《
下
呂
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て
》

（
令
和
７
年
度
分
国
民
健
康
保
険
税
の
税

率
お
よ
び
税
額
を
改
め
る
こ
と
に
伴
い
改

正
す
る
も
の
）

　
　
今
後
も
改
正
と
な
る
と
、
保
険
税
額

が
上
が
り
、
市
民
に
と
っ
て
は
負
担
増
と

な
る
。
そ
れ
を
避
け
る
た
め
に
一
般
財
源

を
充
当
す
る
の
か
、
も
し
く
は
基
金
を
取

り
崩
し
て
充
当
す
る
の
か
、
基
金
自
体
の

残
高
も
減
る
一
方
で
、
今
後
、
ど
の
よ
う

な
方
針
で
進
め
て
行
く
の
か
。

　
　
一
般
財
源
を
充
当
す
る
考
え
は
な

く
、
国
保
加
入
者
の
皆
さ
ま
が
納
め
た
国

保
税
や
基
金
を
上
手
に
使
い
な
が
ら
、
な

る
べ
く
保
険
税
額
を
引
き
上
げ
な
い
こ
と

を
前
提
に
、
ま
た
基
金
の
残
高
も
考
慮
し

な
が
ら
毎
年
度
し
っ
か
り
と
算
定
し
て
い

き
ま
す
。

　
市
の
医
療
費
適
正
化
に
向
け
た
取
り
組

み
状
況
に
応
じ
た
交
付
金
等
を
活
用
し
、

な
る
べ
く
国
保
加
入
者
の
皆
さ
ま
に
対
し

て
負
担
に
な
ら
な
い
運
営
を
心
掛
け
て
い

ま
す
。

《
下
呂
市
消
防
団
員
等
公
務
災
害
補
償
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て
》

（
非
常
勤
消
防
団
員
等
に
係
る
損
害
補
償

の
基
準
を
定
め
る
政
令
の
一
部
改
正
に
伴

い
改
正
す
る
も
の

　
消
防
作
業
従
事
者
等
の
補
償
基
礎
額
の

最
低
額
お
よ
び
最
高
額
を
引
き
上
げ
、
扶

養
に
係
る
補
償
基
礎
額
の
加
算
額
に
関
す

る
事
項
を
改
め
る
）

　
　
危
険
が
伴
う
出
動
の
多
い
消
防
団
員

の
皆
さ
ま
に
は
、
市
独
自
の
上
乗
せ
を
す

る
な
ど
、
し
っ
か
り
と
し
た
補
償
が
必
要

で
は
な
い
か
。
な
り
手
不
足
が
続
く
中
、

そ
う
い
っ
た
こ
と
も
入
団
の
一
つ
の
き
っ

か
け
に
な
る
の
で
は
。

　
　
執
行
部
と
し
て
も
考
え
は
同
じ
で
あ

る
が
、
上
位
法
と
の
兼
ね
合
い
も
あ
り
、

ど
こ
ま
で
裁
量
権
が
あ
る
の
か
な
ど
、
研

究
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
部
分
も
多
く
、

そ
の
辺
り
も
踏
ま
え
て
し
っ
か
り
と
前
向

き
に
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

問

問

答

答

▲公営住宅 （花池団地）

総
務
産
業
建
設

常
任
委
員
会

総
務
産
業
建
設

常
任
委
員
会

総
務
産
業
建
設

常
任
委
員
会
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中
学
生
を
は
じ
め
と
す
る

多
く
の
方
か
ら
の
切
実
な
要

望
を
受
け
、
議
会
か
ら
市
に

対
し
て
提
言
を
行
っ
た 「
高

校
生
通
学
費
助
成
制
度
の
拡

充
」
が
、
令
和
７
年
度
予
算

に
反
映
さ
れ
、
所
要
の
予
算

が
計
上
さ
れ
た
が
、
新
制
度

の
詳
細
は
。

　 

ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長

　
こ
の
制
度
は
、
市
内
に
居
住
す

る
高
校
生
の
保
護
者
を
対
象
と
し

ま
す
。

　
高
校
生
が
県
立
益
田
清
風
高
校

に
Ｊ
Ｒ
ま
た
は
バ
ス
で
通
学
す
る

場
合
は
、
通
学
定
期
券
の
年
額
か

ら
自
己
負
担
額
と
し
て
４
万
円
を

控
除
し
た
残
額
を
補
助
し
ま
す
。

　
同
様
に
市
外
の
高
校
に
通
学
す

る
場
合
は
、
通
学
定
期
券
の
年
額

か
ら
自
己
負
担
額
と
し
て
８
万
円

を
控
除
し
た
残
額
を
補
助
し
ま

す
。

　
ま
た
、
こ
れ
以
外
の
保
護
者
の

送
迎
等
に
よ
る
通
学
に
は
一
律
５

千
円
を
補
助
す
る
も
の
で
す
。

高校生の通学費の負担軽減を高校生の通学費の負担軽減を高校生の通学費の負担軽減を

鷲
見
昌
己
議員

す

ま
さ

み

み
一
般
質
問
・
答
弁

の
映
像
は
こ
ち
ら

問答　 

下
水
道
会
計
の
大
幅
な
赤

字
を
改
善
す
る
対
策
と
し

て
、
小
規
模
下
水
道
施
設
か

ら
合
併
浄
化
槽
へ
の
転
換
事

業
が
進
め
ら
れ
よ
う
と
し
て

い
る
。
金
山
地
域
で
は
２
地

区
が
対
象
で
あ
る
が
、
ほ
と

ん
ど
反
対
の
声
し
か
聞
こ
え

て
来
な
い
。
理
解
を
得
る
に

は
大
変
厳
し
い
状
況
で
あ
る

が
、
今
後
の
方
針
は
。

　 

上
下
水
道
部
長

　
合
併
浄
化
槽
転
換
事
業
に
つ
い

て
は
、
無
理
に
は
進
め
ら
れ
な
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
今
後
、
下
水

道
料
金
収
入
の
減
少
や
維
持
管
理

費
用
の
増
加
で
、
下
水
道
事
業
を

取
り
巻
く
環
境
は
一
層
厳
し
く
な

る
中
で
、
処
理
施
設
の
更
新
を

図
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、施
設
更
新
の
際
に
は
、

減
っ
て
い
く
処
理
人
口
に
合
わ

せ
、
施
設
を
小
さ
く
す
る
ダ
ウ
ン

サ
イ
ジ
ン
グ
等
の
新
た
な
取
り
組

み
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
説
明
会
を
行
っ
た
処
理

区
の
う
ち
、
三
つ
の
処
理
区
で
転

換
実
施
の
賛
否
を
確
認
し
た
と
こ

ろ
、1
3
9
名
か
ら
回
答
が
あ
り
、

賛
成
45
％
、
反
対
21
％
、
ど
ち
ら

で
も
な
い
が
34
％
で
、
転
換
事
業

に
一
定
の
理
解
を
示
さ
れ
て
い
る

結
果
と
な
っ
て
い
ま
す
。

下水道事業の経営改善に向けて下水道事業の経営改善に向けて下水道事業の経営改善に向けて

一
般
質
問
・
答
弁

の
映
像
は
こ
ち
ら

問答

▲農業集落排水施設南地区処理場（金山）

▲県立下呂温泉病院

▲通学のためバスに乗り込む高校生

在宅介護における思いやり支援の充実を在宅介護における思いやり支援の充実を在宅介護における思いやり支援の充実を

森

　哲
士
議員

も
り

て
つ

し

一
般
質
問
・
答
弁

の
映
像
は
こ
ち
ら

　 

在
宅
介
護
の
負
担
軽
減
を

目
的
に
実
施
さ
れ
て
い
る
在

宅
介
護
支
援
券
支
給
、
お
よ

び
無
料
も
え
る
ご
み
処
理
券

追
加
配
付
の
対
象
要
件
拡
充

の
考
え
は
。

　 

福
祉
部
長

　
要
介
護
３
以
上
の
方
を
在
宅
介

護
さ
れ
て
い
る
世
帯
の
う
ち
、
市

民
税
非
課
税
世
帯
に
６
万
円
、
世

帯
員
全
員
の
所
得
割
課
税
額
が
10

万
円
未
満
の
世
帯
に
５
万
円
と
し

て
使
用
で
き
る
在
宅
介
護
支
援
券

を
支
給
し
て
い
ま
す
。
こ
の
事
業

は
、
65
歳
以
上
の
方
に
納
め
て
い

た
だ
い
て
い
る
介
護
保
険
料
を
財

源
と
し
て
お
り
、
対
象
要
件
拡
充

は
慎
重
な
検
討
が
必
要
と
考
え
ま

す
。

　
併
せ
て
、
在
宅
介
護
支
援
券
支

給
対
象
者
に
対
し
、
お
む
つ
処
理

等
の
負
担
軽
減
と
し
て
、
一
人
当

た
り
年
間
60
枚
の
無
料
も
え
る
ご

み
処
理
券
を
追
加
配
付
し
て
い
ま

す
。
な
お
、要
介
護
１ 

・
２
で
あ
っ

て
も
紙
お
む
つ
の
使
用
が
多
い
こ

と
な
ど
か
ら
、
令
和
７
年
度
か
ら

在
宅
で
生
活
す
る
要
介
護
１
以
上

の
常
時
お
む
つ
を
使
用
し
て
い
る

高
齢
者
を
対
象
と
し
、
年
度
初
め

に
各
家
庭
に
配
付
さ
れ
る
無
料
も

え
る
ご
み
処
理
券
が
無
く
な
っ
た

ら
、
申
請
に
よ
り
配
付
す
る
制
度

へ
と
見
直
す
予
定
で
す
。

問答

加
藤
久
人
議員

か

ひ
さ

と

と
う

一
般
質
問
・
答
弁

の
映
像
は
こ
ち
ら

　 

県
立
下
呂
温
泉
病
院
に

は
、
未
だ
常
勤
の
脳
外
科
医

が
配
置
さ
れ
て
い
な
い
状
況

が
続
い
て
お
り
、
多
く
の
市

民
が
大
変
不
安
に
感
じ
て
い

る
。
こ
の
状
況
を
ど
の
よ
う

に
捉
え
、
解
決
に
向
け
て
取

り
組
ん
で
い
く
の
か
。

　 

市
長

　
医
師
の
招
へ
い
に
関
し
て
は
、

待
っ
た
な
し
の
状
況
で
す
。
市
立

病
院
も
県
立
病
院
も
関
係
な
く
、

下
呂
温
泉
病
院
は
私
た
ち
の
病
院

で
あ
る
と
い
う
意
識
を
持
っ
て
、

必
要
な
支
援
を
行
っ
て
い
き
ま

す
。

　
今
後
は
、
下
呂
温
泉
病
院
に
医

師
を
集
中
さ
せ
て
、
総
合
病
院
を

目
指
す
一
方
で
、
金
山
病
院 

・
小

坂
診
療
所
は
、
一
次
医
療
の
役
割

を
担
い
、
下
呂
温
泉
病
院
を
拠
点

病
院
と
し
た
地
域
医
療
体
制
の
再

編
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　
そ
れ
に
よ
り
、現
状
の
よ
う
に
、

市
外
の
病
院
へ
救
急
搬
送
や
転
院

搬
送
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
下
呂

温
泉
病
院
で
確
実
に
救
急
対
応
で

き
る
体
制
の
構
築
に
向
け
て
、
下

呂
温
泉
病
院
と
の
連
携
を
強
化

し
、
医
師
会
、
薬
剤
師
会
、
歯
科

医
師
会
の
協
力
も
得
な
が
ら
、

し
っ
か
り
と
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

市民の心の支えとなる下呂温泉病院の充実を市民の心の支えとなる下呂温泉病院の充実を市民の心の支えとなる下呂温泉病院の充実を

田
中
喜
登
議員

た

き

の
り

な
か

問答
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学
生
を
は
じ
め
と
す
る

多
く
の
方
か
ら
の
切
実
な
要

望
を
受
け
、
議
会
か
ら
市
に

対
し
て
提
言
を
行
っ
た 「
高

校
生
通
学
費
助
成
制
度
の
拡

充
」
が
、
令
和
７
年
度
予
算

に
反
映
さ
れ
、
所
要
の
予
算

が
計
上
さ
れ
た
が
、
新
制
度

の
詳
細
は
。

　 

ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長

　
こ
の
制
度
は
、
市
内
に
居
住
す

る
高
校
生
の
保
護
者
を
対
象
と
し

ま
す
。

　
高
校
生
が
県
立
益
田
清
風
高
校

に
Ｊ
Ｒ
ま
た
は
バ
ス
で
通
学
す
る

場
合
は
、
通
学
定
期
券
の
年
額
か

ら
自
己
負
担
額
と
し
て
４
万
円
を

控
除
し
た
残
額
を
補
助
し
ま
す
。

　
同
様
に
市
外
の
高
校
に
通
学
す

る
場
合
は
、
通
学
定
期
券
の
年
額

か
ら
自
己
負
担
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と
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万
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を
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除
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た
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を
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し
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。

　
ま
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、
こ
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以
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の
保
護
者
の

送
迎
等
に
よ
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通
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に
は
一
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円
を
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す
る
も
の
で
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み
一
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弁
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ら
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下
水
道
会
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の
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幅
な
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を
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す
る
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と
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、
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下
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道
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設
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ら
合
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化
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へ
の
転
換
事
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が
進
め
ら
れ
よ
う
と
し
て
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る
。
金
山
地
域
で
は
２
地

区
が
対
象
で
あ
る
が
、
ほ
と

ん
ど
反
対
の
声
し
か
聞
こ
え

て
来
な
い
。
理
解
を
得
る
に

は
大
変
厳
し
い
状
況
で
あ
る

が
、
今
後
の
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針
は
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上
下
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道
部
長

　
合
併
浄
化
槽
転
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事
業
に
つ
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て
は
、
無
理
に
は
進
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れ
な
い

と
考
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て
い
ま
す
。
今
後
、
下
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金
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入
の
減
少
や
維
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管
理

費
用
の
増
加
で
、
下
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道
事
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を

取
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く
環
境
は
一
層
厳
し
く
な

る
中
で
、
処
理
施
設
の
更
新
を

図
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
た
め
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設
更
新
の
際
に
は
、
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く
処
理
人
口
に
合
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せ
、
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を
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す
る
ダ
ウ
ン

サ
イ
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グ
等
の
新
た
な
取
り
組

み
を
検
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し
て
い
ま
す
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な
お
、
説
明
会
を
行
っ
た
処
理

区
の
う
ち
、
三
つ
の
処
理
区
で
転

換
実
施
の
賛
否
を
確
認
し
た
と
こ

ろ
、1
3
9
名
か
ら
回
答
が
あ
り
、

賛
成
45
％
、
反
対
21
％
、
ど
ち
ら

で
も
な
い
が
34
％
で
、
転
換
事
業

に
一
定
の
理
解
を
示
さ
れ
て
い
る

結
果
と
な
っ
て
い
ま
す
。
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一
般
質
問
・
答
弁

の
映
像
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こ
ち
ら
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▲農業集落排水施設南地区処理場（金山）

▲県立下呂温泉病院
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担
軽
減
を
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的
に
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在

宅
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護
支
援
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お
よ

び
無
料
も
え
る
ご
み
処
理
券

追
加
配
付
の
対
象
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拡
充

の
考
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は
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福
祉
部
長

　
要
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護
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以
上
の
方
を
在
宅
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護
さ
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て
い
る
世
帯
の
う
ち
、
市

民
税
非
課
税
世
帯
に
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万
円
、
世

帯
員
全
員
の
所
得
割
課
税
額
が
10

万
円
未
満
の
世
帯
に
５
万
円
と
し

て
使
用
で
き
る
在
宅
介
護
支
援
券

を
支
給
し
て
い
ま
す
。
こ
の
事
業

は
、
65
歳
以
上
の
方
に
納
め
て
い

た
だ
い
て
い
る
介
護
保
険
料
を
財

源
と
し
て
お
り
、
対
象
要
件
拡
充

は
慎
重
な
検
討
が
必
要
と
考
え
ま

す
。

　
併
せ
て
、
在
宅
介
護
支
援
券
支

給
対
象
者
に
対
し
、
お
む
つ
処
理

等
の
負
担
軽
減
と
し
て
、
一
人
当

た
り
年
間
60
枚
の
無
料
も
え
る
ご

み
処
理
券
を
追
加
配
付
し
て
い
ま

す
。
な
お
、要
介
護
１ 

・
２
で
あ
っ

て
も
紙
お
む
つ
の
使
用
が
多
い
こ

と
な
ど
か
ら
、
令
和
７
年
度
か
ら

在
宅
で
生
活
す
る
要
介
護
１
以
上

の
常
時
お
む
つ
を
使
用
し
て
い
る

高
齢
者
を
対
象
と
し
、
年
度
初
め

に
各
家
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に
配
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さ
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る
無
料
も

え
る
ご
み
処
理
券
が
無
く
な
っ
た

ら
、
申
請
に
よ
り
配
付
す
る
制
度

へ
と
見
直
す
予
定
で
す
。
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人
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と

と
う

一
般
質
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弁
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は
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ち
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県
立
下
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温
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病
院
に

は
、
未
だ
常
勤
の
脳
外
科
医

が
配
置
さ
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て
い
な
い
状
況

が
続
い
て
お
り
、
多
く
の
市

民
が
大
変
不
安
に
感
じ
て
い

る
。
こ
の
状
況
を
ど
の
よ
う

に
捉
え
、
解
決
に
向
け
て
取

り
組
ん
で
い
く
の
か
。

　 

市
長

　
医
師
の
招
へ
い
に
関
し
て
は
、

待
っ
た
な
し
の
状
況
で
す
。
市
立

病
院
も
県
立
病
院
も
関
係
な
く
、

下
呂
温
泉
病
院
は
私
た
ち
の
病
院

で
あ
る
と
い
う
意
識
を
持
っ
て
、

必
要
な
支
援
を
行
っ
て
い
き
ま

す
。

　
今
後
は
、
下
呂
温
泉
病
院
に
医

師
を
集
中
さ
せ
て
、
総
合
病
院
を

目
指
す
一
方
で
、
金
山
病
院 

・
小

坂
診
療
所
は
、
一
次
医
療
の
役
割

を
担
い
、
下
呂
温
泉
病
院
を
拠
点

病
院
と
し
た
地
域
医
療
体
制
の
再

編
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　
そ
れ
に
よ
り
、現
状
の
よ
う
に
、

市
外
の
病
院
へ
救
急
搬
送
や
転
院

搬
送
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
下
呂

温
泉
病
院
で
確
実
に
救
急
対
応
で

き
る
体
制
の
構
築
に
向
け
て
、
下

呂
温
泉
病
院
と
の
連
携
を
強
化

し
、
医
師
会
、
薬
剤
師
会
、
歯
科

医
師
会
の
協
力
も
得
な
が
ら
、

し
っ
か
り
と
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

市民の心の支えとなる下呂温泉病院の充実を市民の心の支えとなる下呂温泉病院の充実を市民の心の支えとなる下呂温泉病院の充実を
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な
か
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中
学
生
を
は
じ
め
と
す
る

多
く
の
方
か
ら
の
切
実
な
要

望
を
受
け
、
議
会
か
ら
市
に

対
し
て
提
言
を
行
っ
た 「
高

校
生
通
学
費
助
成
制
度
の
拡

充
」
が
、
令
和
７
年
度
予
算

に
反
映
さ
れ
、
所
要
の
予
算

が
計
上
さ
れ
た
が
、
新
制
度

の
詳
細
は
。

　 

ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長

　
こ
の
制
度
は
、
市
内
に
居
住
す

る
高
校
生
の
保
護
者
を
対
象
と
し

ま
す
。

　
高
校
生
が
県
立
益
田
清
風
高
校

に
Ｊ
Ｒ
ま
た
は
バ
ス
で
通
学
す
る

場
合
は
、
通
学
定
期
券
の
年
額
か

ら
自
己
負
担
額
と
し
て
４
万
円
を

控
除
し
た
残
額
を
補
助
し
ま
す
。

　
同
様
に
市
外
の
高
校
に
通
学
す

る
場
合
は
、
通
学
定
期
券
の
年
額

か
ら
自
己
負
担
額
と
し
て
８
万
円

を
控
除
し
た
残
額
を
補
助
し
ま

す
。

　
ま
た
、
こ
れ
以
外
の
保
護
者
の

送
迎
等
に
よ
る
通
学
に
は
一
律
５

千
円
を
補
助
す
る
も
の
で
す
。

高校生の通学費の負担軽減を高校生の通学費の負担軽減を高校生の通学費の負担軽減を

鷲
見
昌
己
議員

す

ま
さ

み

み
一
般
質
問
・
答
弁

の
映
像
は
こ
ち
ら

問答　 

下
水
道
会
計
の
大
幅
な
赤

字
を
改
善
す
る
対
策
と
し

て
、
小
規
模
下
水
道
施
設
か

ら
合
併
浄
化
槽
へ
の
転
換
事

業
が
進
め
ら
れ
よ
う
と
し
て

い
る
。
金
山
地
域
で
は
２
地

区
が
対
象
で
あ
る
が
、
ほ
と

ん
ど
反
対
の
声
し
か
聞
こ
え

て
来
な
い
。
理
解
を
得
る
に

は
大
変
厳
し
い
状
況
で
あ
る

が
、
今
後
の
方
針
は
。

　 
上
下
水
道
部
長

　
合
併
浄
化
槽
転
換
事
業
に
つ
い

て
は
、
無
理
に
は
進
め
ら
れ
な
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
今
後
、
下
水

道
料
金
収
入
の
減
少
や
維
持
管
理

費
用
の
増
加
で
、
下
水
道
事
業
を

取
り
巻
く
環
境
は
一
層
厳
し
く
な

る
中
で
、
処
理
施
設
の
更
新
を

図
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、施
設
更
新
の
際
に
は
、

減
っ
て
い
く
処
理
人
口
に
合
わ

せ
、
施
設
を
小
さ
く
す
る
ダ
ウ
ン

サ
イ
ジ
ン
グ
等
の
新
た
な
取
り
組

み
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
説
明
会
を
行
っ
た
処
理

区
の
う
ち
、
三
つ
の
処
理
区
で
転

換
実
施
の
賛
否
を
確
認
し
た
と
こ

ろ
、1
3
9
名
か
ら
回
答
が
あ
り
、

賛
成
45
％
、
反
対
21
％
、
ど
ち
ら

で
も
な
い
が
34
％
で
、
転
換
事
業

に
一
定
の
理
解
を
示
さ
れ
て
い
る

結
果
と
な
っ
て
い
ま
す
。

下水道事業の経営改善に向けて下水道事業の経営改善に向けて下水道事業の経営改善に向けて

一
般
質
問
・
答
弁

の
映
像
は
こ
ち
ら

問答

▲農業集落排水施設南地区処理場（金山）

▲県立下呂温泉病院

▲通学のためバスに乗り込む高校生

在宅介護における思いやり支援の充実を在宅介護における思いやり支援の充実を在宅介護における思いやり支援の充実を

森

　哲
士
議員

も
り

て
つ

し

一
般
質
問
・
答
弁

の
映
像
は
こ
ち
ら

　 

在
宅
介
護
の
負
担
軽
減
を

目
的
に
実
施
さ
れ
て
い
る
在

宅
介
護
支
援
券
支
給
、
お
よ

び
無
料
も
え
る
ご
み
処
理
券

追
加
配
付
の
対
象
要
件
拡
充

の
考
え
は
。

　 

福
祉
部
長

　
要
介
護
３
以
上
の
方
を
在
宅
介

護
さ
れ
て
い
る
世
帯
の
う
ち
、
市

民
税
非
課
税
世
帯
に
６
万
円
、
世

帯
員
全
員
の
所
得
割
課
税
額
が
10

万
円
未
満
の
世
帯
に
５
万
円
と
し

て
使
用
で
き
る
在
宅
介
護
支
援
券

を
支
給
し
て
い
ま
す
。
こ
の
事
業

は
、
65
歳
以
上
の
方
に
納
め
て
い

た
だ
い
て
い
る
介
護
保
険
料
を
財

源
と
し
て
お
り
、
対
象
要
件
拡
充

は
慎
重
な
検
討
が
必
要
と
考
え
ま

す
。

　
併
せ
て
、
在
宅
介
護
支
援
券
支

給
対
象
者
に
対
し
、
お
む
つ
処
理

等
の
負
担
軽
減
と
し
て
、
一
人
当

た
り
年
間
60
枚
の
無
料
も
え
る
ご

み
処
理
券
を
追
加
配
付
し
て
い
ま

す
。
な
お
、要
介
護
１ 

・
２
で
あ
っ

て
も
紙
お
む
つ
の
使
用
が
多
い
こ

と
な
ど
か
ら
、
令
和
７
年
度
か
ら

在
宅
で
生
活
す
る
要
介
護
１
以
上

の
常
時
お
む
つ
を
使
用
し
て
い
る

高
齢
者
を
対
象
と
し
、
年
度
初
め

に
各
家
庭
に
配
付
さ
れ
る
無
料
も

え
る
ご
み
処
理
券
が
無
く
な
っ
た

ら
、
申
請
に
よ
り
配
付
す
る
制
度

へ
と
見
直
す
予
定
で
す
。

問答

加
藤
久
人
議員

か

ひ
さ

と

と
う

一
般
質
問
・
答
弁

の
映
像
は
こ
ち
ら

　 

県
立
下
呂
温
泉
病
院
に

は
、
未
だ
常
勤
の
脳
外
科
医

が
配
置
さ
れ
て
い
な
い
状
況

が
続
い
て
お
り
、
多
く
の
市

民
が
大
変
不
安
に
感
じ
て
い

る
。
こ
の
状
況
を
ど
の
よ
う

に
捉
え
、
解
決
に
向
け
て
取

り
組
ん
で
い
く
の
か
。

　 

市
長

　
医
師
の
招
へ
い
に
関
し
て
は
、

待
っ
た
な
し
の
状
況
で
す
。
市
立

病
院
も
県
立
病
院
も
関
係
な
く
、

下
呂
温
泉
病
院
は
私
た
ち
の
病
院

で
あ
る
と
い
う
意
識
を
持
っ
て
、

必
要
な
支
援
を
行
っ
て
い
き
ま

す
。

　
今
後
は
、
下
呂
温
泉
病
院
に
医

師
を
集
中
さ
せ
て
、
総
合
病
院
を

目
指
す
一
方
で
、
金
山
病
院 

・
小

坂
診
療
所
は
、
一
次
医
療
の
役
割

を
担
い
、
下
呂
温
泉
病
院
を
拠
点

病
院
と
し
た
地
域
医
療
体
制
の
再

編
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　
そ
れ
に
よ
り
、現
状
の
よ
う
に
、

市
外
の
病
院
へ
救
急
搬
送
や
転
院

搬
送
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
下
呂

温
泉
病
院
で
確
実
に
救
急
対
応
で

き
る
体
制
の
構
築
に
向
け
て
、
下

呂
温
泉
病
院
と
の
連
携
を
強
化

し
、
医
師
会
、
薬
剤
師
会
、
歯
科

医
師
会
の
協
力
も
得
な
が
ら
、

し
っ
か
り
と
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

市民の心の支えとなる下呂温泉病院の充実を市民の心の支えとなる下呂温泉病院の充実を市民の心の支えとなる下呂温泉病院の充実を

田
中
喜
登
議員

た

き

の
り

な
か

問答
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中
学
生
を
は
じ
め
と
す
る

多
く
の
方
か
ら
の
切
実
な
要

望
を
受
け
、
議
会
か
ら
市
に

対
し
て
提
言
を
行
っ
た 「
高

校
生
通
学
費
助
成
制
度
の
拡

充
」
が
、
令
和
７
年
度
予
算

に
反
映
さ
れ
、
所
要
の
予
算

が
計
上
さ
れ
た
が
、
新
制
度

の
詳
細
は
。

　 

ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長

　
こ
の
制
度
は
、
市
内
に
居
住
す

る
高
校
生
の
保
護
者
を
対
象
と
し

ま
す
。

　
高
校
生
が
県
立
益
田
清
風
高
校

に
Ｊ
Ｒ
ま
た
は
バ
ス
で
通
学
す
る

場
合
は
、
通
学
定
期
券
の
年
額
か

ら
自
己
負
担
額
と
し
て
４
万
円
を

控
除
し
た
残
額
を
補
助
し
ま
す
。

　
同
様
に
市
外
の
高
校
に
通
学
す

る
場
合
は
、
通
学
定
期
券
の
年
額

か
ら
自
己
負
担
額
と
し
て
８
万
円

を
控
除
し
た
残
額
を
補
助
し
ま

す
。

　
ま
た
、
こ
れ
以
外
の
保
護
者
の

送
迎
等
に
よ
る
通
学
に
は
一
律
５

千
円
を
補
助
す
る
も
の
で
す
。

高校生の通学費の負担軽減を高校生の通学費の負担軽減を高校生の通学費の負担軽減を

鷲
見
昌
己
議員

す

ま
さ

み

み
一
般
質
問
・
答
弁

の
映
像
は
こ
ち
ら

問答　 

下
水
道
会
計
の
大
幅
な
赤

字
を
改
善
す
る
対
策
と
し

て
、
小
規
模
下
水
道
施
設
か

ら
合
併
浄
化
槽
へ
の
転
換
事

業
が
進
め
ら
れ
よ
う
と
し
て

い
る
。
金
山
地
域
で
は
２
地

区
が
対
象
で
あ
る
が
、
ほ
と

ん
ど
反
対
の
声
し
か
聞
こ
え

て
来
な
い
。
理
解
を
得
る
に

は
大
変
厳
し
い
状
況
で
あ
る

が
、
今
後
の
方
針
は
。

　 

上
下
水
道
部
長

　
合
併
浄
化
槽
転
換
事
業
に
つ
い

て
は
、
無
理
に
は
進
め
ら
れ
な
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
今
後
、
下
水

道
料
金
収
入
の
減
少
や
維
持
管
理

費
用
の
増
加
で
、
下
水
道
事
業
を

取
り
巻
く
環
境
は
一
層
厳
し
く
な

る
中
で
、
処
理
施
設
の
更
新
を

図
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、施
設
更
新
の
際
に
は
、

減
っ
て
い
く
処
理
人
口
に
合
わ

せ
、
施
設
を
小
さ
く
す
る
ダ
ウ
ン

サ
イ
ジ
ン
グ
等
の
新
た
な
取
り
組

み
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
説
明
会
を
行
っ
た
処
理

区
の
う
ち
、
三
つ
の
処
理
区
で
転

換
実
施
の
賛
否
を
確
認
し
た
と
こ

ろ
、1
3
9
名
か
ら
回
答
が
あ
り
、

賛
成
45
％
、
反
対
21
％
、
ど
ち
ら

で
も
な
い
が
34
％
で
、
転
換
事
業

に
一
定
の
理
解
を
示
さ
れ
て
い
る

結
果
と
な
っ
て
い
ま
す
。

下水道事業の経営改善に向けて下水道事業の経営改善に向けて下水道事業の経営改善に向けて

一
般
質
問
・
答
弁

の
映
像
は
こ
ち
ら

問答

▲農業集落排水施設南地区処理場（金山）

▲県立下呂温泉病院

▲通学のためバスに乗り込む高校生

在宅介護における思いやり支援の充実を在宅介護における思いやり支援の充実を在宅介護における思いやり支援の充実を

森

　哲
士
議員

も
り

て
つ

し

一
般
質
問
・
答
弁

の
映
像
は
こ
ち
ら

　 

在
宅
介
護
の
負
担
軽
減
を

目
的
に
実
施
さ
れ
て
い
る
在

宅
介
護
支
援
券
支
給
、
お
よ

び
無
料
も
え
る
ご
み
処
理
券

追
加
配
付
の
対
象
要
件
拡
充

の
考
え
は
。

　 

福
祉
部
長

　
要
介
護
３
以
上
の
方
を
在
宅
介

護
さ
れ
て
い
る
世
帯
の
う
ち
、
市

民
税
非
課
税
世
帯
に
６
万
円
、
世

帯
員
全
員
の
所
得
割
課
税
額
が
10

万
円
未
満
の
世
帯
に
５
万
円
と
し

て
使
用
で
き
る
在
宅
介
護
支
援
券

を
支
給
し
て
い
ま
す
。
こ
の
事
業

は
、
65
歳
以
上
の
方
に
納
め
て
い

た
だ
い
て
い
る
介
護
保
険
料
を
財

源
と
し
て
お
り
、
対
象
要
件
拡
充

は
慎
重
な
検
討
が
必
要
と
考
え
ま

す
。

　
併
せ
て
、
在
宅
介
護
支
援
券
支

給
対
象
者
に
対
し
、
お
む
つ
処
理

等
の
負
担
軽
減
と
し
て
、
一
人
当

た
り
年
間
60
枚
の
無
料
も
え
る
ご

み
処
理
券
を
追
加
配
付
し
て
い
ま

す
。
な
お
、要
介
護
１ 

・
２
で
あ
っ

て
も
紙
お
む
つ
の
使
用
が
多
い
こ

と
な
ど
か
ら
、
令
和
７
年
度
か
ら

在
宅
で
生
活
す
る
要
介
護
１
以
上

の
常
時
お
む
つ
を
使
用
し
て
い
る

高
齢
者
を
対
象
と
し
、
年
度
初
め

に
各
家
庭
に
配
付
さ
れ
る
無
料
も

え
る
ご
み
処
理
券
が
無
く
な
っ
た

ら
、
申
請
に
よ
り
配
付
す
る
制
度

へ
と
見
直
す
予
定
で
す
。

問答

加
藤
久
人
議員

か

ひ
さ

と

と
う

一
般
質
問
・
答
弁

の
映
像
は
こ
ち
ら

　 

県
立
下
呂
温
泉
病
院
に

は
、
未
だ
常
勤
の
脳
外
科
医

が
配
置
さ
れ
て
い
な
い
状
況

が
続
い
て
お
り
、
多
く
の
市

民
が
大
変
不
安
に
感
じ
て
い

る
。
こ
の
状
況
を
ど
の
よ
う

に
捉
え
、
解
決
に
向
け
て
取

り
組
ん
で
い
く
の
か
。

　 

市
長

　
医
師
の
招
へ
い
に
関
し
て
は
、

待
っ
た
な
し
の
状
況
で
す
。
市
立

病
院
も
県
立
病
院
も
関
係
な
く
、

下
呂
温
泉
病
院
は
私
た
ち
の
病
院

で
あ
る
と
い
う
意
識
を
持
っ
て
、

必
要
な
支
援
を
行
っ
て
い
き
ま

す
。

　
今
後
は
、
下
呂
温
泉
病
院
に
医

師
を
集
中
さ
せ
て
、
総
合
病
院
を

目
指
す
一
方
で
、
金
山
病
院 

・
小

坂
診
療
所
は
、
一
次
医
療
の
役
割

を
担
い
、
下
呂
温
泉
病
院
を
拠
点

病
院
と
し
た
地
域
医
療
体
制
の
再

編
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　
そ
れ
に
よ
り
、現
状
の
よ
う
に
、

市
外
の
病
院
へ
救
急
搬
送
や
転
院

搬
送
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
下
呂

温
泉
病
院
で
確
実
に
救
急
対
応
で

き
る
体
制
の
構
築
に
向
け
て
、
下

呂
温
泉
病
院
と
の
連
携
を
強
化

し
、
医
師
会
、
薬
剤
師
会
、
歯
科

医
師
会
の
協
力
も
得
な
が
ら
、

し
っ
か
り
と
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

市民の心の支えとなる下呂温泉病院の充実を市民の心の支えとなる下呂温泉病院の充実を市民の心の支えとなる下呂温泉病院の充実を

田
中
喜
登
議員

た

き

の
り

な
か

問答
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市
外
へ
の
転
院
搬
送
が

増
加
傾
向
の
中
、
コ
ン
ビ
ニ

や
道
の
駅
で
休
憩
し
て
い
る

救
急
車
を
見
か
け
る
こ
と
が

あ
る
。
先
の
救
急
車
の
事
故

を
受
け
て
の
急
遽
の
対
応
と

思
う
が
、
他
に
方
策
は
な
い

の
か
。

　 

消
防
長

　
事
故
後
の
再
発
防
止
策
と
し

て
、
ま
ず
は 

「
市
外
救
急
搬
送
時

の
休
憩
に
関
す
る
取
り
決
め
」
を

定
め
ま
し
た
。
休
憩
は
疲
労
感
や

倦
怠
感
に
即
効
薬
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
市
外
搬
送
に
お
け
る
帰
り
の

道
中
で
は
基
本
30
分
に
１
回
休
憩

す
る
と
い
う
も
の
で
、
搬
送
先
や

時
間
帯
に
よ
り
１
回
か
ら
３
回
の

休
憩
を
定
め
た
も
の
で
す
。

　
そ
の
後
、
救
急
運
転
員
２
名
体

制
に
よ
る
確
実
な
休
憩
時
間
の
取

得
を
実
践
し
て
い
ま
す
。例
え
ば
、

夜
間
勤
務
が
終
了
す
る
頃
、
も
し

く
は
終
了
直
後
に
救
急
出
動
要
請

が
あ
っ
た
場
合
、
休
憩
な
し
で
連

続
勤
務
と
な
ら
な
い
よ
う
、
そ
れ

ま
で
仮
眠
し
て
い
た
隊
員
が
交
代

要
員
と
し
て
出
動
す
る
こ
と
で
運

転
員
の
負
担
軽
減
を
行
う
も
の
で

す
。
こ
の
対
応
策
は
、
職
員
か
ら

の
意
見
を
元
に
、
消
防
本
部
の
最

終
決
定
機
関
で
あ
る
署
課
長
会
議

で
決
定
し
ま
し
た
。

転院搬送時における救急隊員の負担軽減を転院搬送時における救急隊員の負担軽減を転院搬送時における救急隊員の負担軽減を

桂
川
い
ず
み
議員

か
つ
ら

が
わ

一
般
質
問
・
答
弁

の
映
像
は
こ
ち
ら

問答

　 

社
会
の
意
識
や
価
値
観
の

問
題
が
若
い
女
性
の
流
出
に

影
響
し
て
い
る
と
の
分
析
も

あ
る
が
、
若
い
女
性
の
流
出

抑
制
対
策
は
。

　 

地
域
振
興
部
長

　
令
和
５
年
度
に
実
施
し
た
市
民

ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、「
女
性
だ
か

ら
」
と
い
う
理
由
で
不
利
益
や
不

公
平
を
感
じ
る
こ
と
が
あ
る
と
回

答
さ
れ
た
の
が
、
男
性
の
約
21
％

に
対
し
、女
性
が
約
41
％
と
高
く
、

不
利
益
や
不
満
を
感
じ
る
女
性
が

多
い
と
い
う
結
果
が
出
て
い
ま

す
。
女
性
の
流
出
を
防
ぐ
た
め
に

は
、
社
会
の
意
識
や
価
値
観
の
改

革
も
同
時
に
行
っ
て
い
く
必
要
が

あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

  

女
性
に
と
っ
て
働
き
や
す
い
、

働
き
が
い
の
あ
る
環
境
づ
く
り
、

子
育
て 

・
教
育
環
境
の
充
実
な
ど

に
加
え
、
男
性
の
家
事 

・
育
児
参

加
の
促
進
な
ど
、
家
庭
や
地
域
に

お
け
る
意
識
改
革
を
推
進
し
、
女

性
が
活
躍
で
き
る
可
能
性
を
広
く

発
信
す
る
こ
と
に
よ
り
、
若
い
女

性
が
将
来
へ
の
希
望
を
持
ち
、
下

呂
市
に
定
着
、
ま
た
は
帰
っ
て
き

た
い
と
思
え
る
魅
力
的
な
ま
ち
づ

く
り
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と

考
え
ま
す
。

女性が輝く魅力的なまちづくりに向けて女性が輝く魅力的なまちづくりに向けて女性が輝く魅力的なまちづくりに向けて

高
井
範
和
議員

た
か

い

の
り

か
ず

一
般
質
問
・
答
弁

の
映
像
は
こ
ち
ら

答 問　 

妊
娠
期
か
ら
子
育
て
期
ま

で
の
切
れ
目
の
な
い
支
援
が

求
め
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の

取
り
組
み
は
。

　 

市
民
保
健
部
長

　
市
で
は
、
県
立
下
呂
温
泉
病
院

で
の
分
娩
の
休
診
を
受
け
、
二
つ

の
支
援
策
を
新
た
に
創
設
し
ま
し

た
。
一
つ
目
は
、
全
て
の
妊
婦
を

対
象
に
、
妊
婦
健
診
に
係
る
交
通

費
を
助
成
し
、
経
済
的
負
担
の
軽

減
を
図
り
、
適
切
な
医
療
や
保
健

サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
支

援
し
ま
す
。
二
つ
目
は
、
緊
急
な

状
態
に
な
っ
た
妊
婦
を
迅
速
に
医

療
機
関
へ
搬
送
す
る「
下
呂
市
マ

マ 

・
サ
ポ
ー
ト
1
1
9
」
を
整
備

し
ま
す
。「
下
呂
市
マ
マ
・
サ
ポ
ー

ト
1
1
9
」
と
は
、
事
前
に
登
録

し
て
い
た
だ
い
た
妊
婦
の
情
報
を

市
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
と
市
消

防
本
部
で
共
有
し
、
出
産
の
兆
候

や
体
調
の
異
常
が
あ
っ
た
際
に
、

か
か
り
つ
け
医
の
指
導
の
下
、
搬

送
の
ル
ー
ル
を
共
有
し
て
お
く
こ

と
で
迷
い
な
く
ス
ム
ー
ズ
な
対
応

が
と
れ
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。

　
今
後
も
、
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
子

育
て
支
援
策
を
積
極
的
に
講
じ
、

安
心
し
て
子
ど
も
を
産
み
育
て
ら

れ
る
社
会
の
実
現
に
向
け
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

安心して出産・子育てができるよう支援の充実を安心して出産・子育てができるよう支援の充実を安心して出産・子育てができるよう支援の充実を

一
般
質
問
・
答
弁

の
映
像
は
こ
ち
ら

答 問

一
般
質
問
・
答
弁

の
映
像
は
こ
ち
ら

　 

下
呂
温
泉
街
を
中
心
と
し

た
賑
わ
い
の
拠
点
整
備
の
詳

細
は
。

　 

ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長

　
市
で
は
、
個
性
光
る
温
泉
地
へ

進
化
し
続
け
る
た
め
、「
観
光
客

の
ま
ち
中
滞
在
価
値
」、「
住
民
の

日
常
体
験
価
値
」
の
向
上
を
目
指

し
、
公
民
連
携
に
よ
る
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
、
観
光
客 

・
住
民
の
双

方
が
普
遍
的
価
値
を
ま
ち
の
魅
力

と
し
て
感
じ
と
れ
る
よ
う
、
温
泉

街
の
再
構
築
に
挑
む
も
の
で
す
。

　
具
体
的
に
は
、Ｊ
Ｒ
高
山
本
線

全
線
開
通
1
0
0
周
年
を
目
標

に
、
下
呂
駅
周
辺
整
備 

（
駅
前

ロ
ー
タ
リ
ー
や
東
西
を
結
ぶ
自
由

通
路
整
備
と
合
わ
せ
た
駅
舎
改
修

等
）の
検
討
を
進
め
ま
す
。
ま
た
、

下
呂
温
泉
病
院
本
館
跡
地
に
は
、

温
泉
街
の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
と
な
る

滞
在
空
間
の
整
備
を
予
定
し
て
い

ま
す
。さ
ら
に
、下
呂
大
橋
を
渡
っ

た
先
で
は
、
阿
多
野
谷
を
中
心
に

ま
ち
歩
き
を
楽
し
め
る
空
間
整
備

を
進
め
、
新
た
な
人
の
流
れ
を
創

出
し
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
構
想
と
合
わ
せ
、
将

来
を
見
据
え
た
未
来
の
交
通
手
段

と
し
て
、
自
動
運
転
の
実
証
実
験

を
下
呂
駅
か
ら
下
呂
温
泉
病
院
の

間
で
進
め
ま
す
。

下呂温泉を核とした賑わい空間の創造を下呂温泉を核とした賑わい空間の創造を下呂温泉を核とした賑わい空間の創造を
答 問

田
口
琢
弥
議員

た

ぐ
ち

た
く

や

大
西
尚
子
議員

お
お

に
し

な
お

こ

▲消防本部救急車▲せせらぎの小径 （阿多野谷）
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市
外
へ
の
転
院
搬
送
が

増
加
傾
向
の
中
、
コ
ン
ビ
ニ

や
道
の
駅
で
休
憩
し
て
い
る

救
急
車
を
見
か
け
る
こ
と
が

あ
る
。
先
の
救
急
車
の
事
故

を
受
け
て
の
急
遽
の
対
応
と

思
う
が
、
他
に
方
策
は
な
い

の
か
。

　 

消
防
長

　
事
故
後
の
再
発
防
止
策
と
し

て
、
ま
ず
は 

「
市
外
救
急
搬
送
時

の
休
憩
に
関
す
る
取
り
決
め
」
を

定
め
ま
し
た
。
休
憩
は
疲
労
感
や

倦
怠
感
に
即
効
薬
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
市
外
搬
送
に
お
け
る
帰
り
の

道
中
で
は
基
本
30
分
に
１
回
休
憩

す
る
と
い
う
も
の
で
、
搬
送
先
や

時
間
帯
に
よ
り
１
回
か
ら
３
回
の

休
憩
を
定
め
た
も
の
で
す
。

　
そ
の
後
、
救
急
運
転
員
２
名
体

制
に
よ
る
確
実
な
休
憩
時
間
の
取

得
を
実
践
し
て
い
ま
す
。例
え
ば
、

夜
間
勤
務
が
終
了
す
る
頃
、
も
し

く
は
終
了
直
後
に
救
急
出
動
要
請

が
あ
っ
た
場
合
、
休
憩
な
し
で
連

続
勤
務
と
な
ら
な
い
よ
う
、
そ
れ

ま
で
仮
眠
し
て
い
た
隊
員
が
交
代

要
員
と
し
て
出
動
す
る
こ
と
で
運

転
員
の
負
担
軽
減
を
行
う
も
の
で

す
。
こ
の
対
応
策
は
、
職
員
か
ら

の
意
見
を
元
に
、
消
防
本
部
の
最

終
決
定
機
関
で
あ
る
署
課
長
会
議

で
決
定
し
ま
し
た
。

転院搬送時における救急隊員の負担軽減を転院搬送時における救急隊員の負担軽減を転院搬送時における救急隊員の負担軽減を

桂
川
い
ず
み
議員

か
つ
ら

が
わ

一
般
質
問
・
答
弁

の
映
像
は
こ
ち
ら

問答

　 

社
会
の
意
識
や
価
値
観
の

問
題
が
若
い
女
性
の
流
出
に

影
響
し
て
い
る
と
の
分
析
も

あ
る
が
、
若
い
女
性
の
流
出

抑
制
対
策
は
。

　 

地
域
振
興
部
長

　
令
和
５
年
度
に
実
施
し
た
市
民

ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、「
女
性
だ
か

ら
」
と
い
う
理
由
で
不
利
益
や
不

公
平
を
感
じ
る
こ
と
が
あ
る
と
回

答
さ
れ
た
の
が
、
男
性
の
約
21
％

に
対
し
、女
性
が
約
41
％
と
高
く
、

不
利
益
や
不
満
を
感
じ
る
女
性
が

多
い
と
い
う
結
果
が
出
て
い
ま

す
。
女
性
の
流
出
を
防
ぐ
た
め
に

は
、
社
会
の
意
識
や
価
値
観
の
改

革
も
同
時
に
行
っ
て
い
く
必
要
が

あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

  

女
性
に
と
っ
て
働
き
や
す
い
、

働
き
が
い
の
あ
る
環
境
づ
く
り
、

子
育
て 

・
教
育
環
境
の
充
実
な
ど

に
加
え
、
男
性
の
家
事 

・
育
児
参

加
の
促
進
な
ど
、
家
庭
や
地
域
に

お
け
る
意
識
改
革
を
推
進
し
、
女

性
が
活
躍
で
き
る
可
能
性
を
広
く

発
信
す
る
こ
と
に
よ
り
、
若
い
女

性
が
将
来
へ
の
希
望
を
持
ち
、
下

呂
市
に
定
着
、
ま
た
は
帰
っ
て
き

た
い
と
思
え
る
魅
力
的
な
ま
ち
づ

く
り
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と

考
え
ま
す
。

女性が輝く魅力的なまちづくりに向けて女性が輝く魅力的なまちづくりに向けて女性が輝く魅力的なまちづくりに向けて

高
井
範
和
議員

た
か

い

の
り

か
ず

一
般
質
問
・
答
弁

の
映
像
は
こ
ち
ら

答 問　 

妊
娠
期
か
ら
子
育
て
期
ま

で
の
切
れ
目
の
な
い
支
援
が

求
め
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の

取
り
組
み
は
。

　 

市
民
保
健
部
長

　
市
で
は
、
県
立
下
呂
温
泉
病
院

で
の
分
娩
の
休
診
を
受
け
、
二
つ

の
支
援
策
を
新
た
に
創
設
し
ま
し

た
。
一
つ
目
は
、
全
て
の
妊
婦
を

対
象
に
、
妊
婦
健
診
に
係
る
交
通

費
を
助
成
し
、
経
済
的
負
担
の
軽

減
を
図
り
、
適
切
な
医
療
や
保
健

サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
支

援
し
ま
す
。
二
つ
目
は
、
緊
急
な

状
態
に
な
っ
た
妊
婦
を
迅
速
に
医

療
機
関
へ
搬
送
す
る「
下
呂
市
マ

マ 

・
サ
ポ
ー
ト
1
1
9
」
を
整
備

し
ま
す
。「
下
呂
市
マ
マ
・
サ
ポ
ー

ト
1
1
9
」
と
は
、
事
前
に
登
録

し
て
い
た
だ
い
た
妊
婦
の
情
報
を

市
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
と
市
消

防
本
部
で
共
有
し
、
出
産
の
兆
候

や
体
調
の
異
常
が
あ
っ
た
際
に
、

か
か
り
つ
け
医
の
指
導
の
下
、
搬

送
の
ル
ー
ル
を
共
有
し
て
お
く
こ

と
で
迷
い
な
く
ス
ム
ー
ズ
な
対
応

が
と
れ
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。

　
今
後
も
、
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
子

育
て
支
援
策
を
積
極
的
に
講
じ
、

安
心
し
て
子
ど
も
を
産
み
育
て
ら

れ
る
社
会
の
実
現
に
向
け
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

安心して出産・子育てができるよう支援の充実を安心して出産・子育てができるよう支援の充実を安心して出産・子育てができるよう支援の充実を

一
般
質
問
・
答
弁

の
映
像
は
こ
ち
ら

答 問

一
般
質
問
・
答
弁

の
映
像
は
こ
ち
ら

　 

下
呂
温
泉
街
を
中
心
と
し

た
賑
わ
い
の
拠
点
整
備
の
詳

細
は
。

　 

ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長

　
市
で
は
、
個
性
光
る
温
泉
地
へ

進
化
し
続
け
る
た
め
、「
観
光
客

の
ま
ち
中
滞
在
価
値
」、「
住
民
の

日
常
体
験
価
値
」
の
向
上
を
目
指

し
、
公
民
連
携
に
よ
る
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
、
観
光
客 

・
住
民
の
双

方
が
普
遍
的
価
値
を
ま
ち
の
魅
力

と
し
て
感
じ
と
れ
る
よ
う
、
温
泉

街
の
再
構
築
に
挑
む
も
の
で
す
。

　
具
体
的
に
は
、Ｊ
Ｒ
高
山
本
線

全
線
開
通
1
0
0
周
年
を
目
標

に
、
下
呂
駅
周
辺
整
備 

（
駅
前

ロ
ー
タ
リ
ー
や
東
西
を
結
ぶ
自
由

通
路
整
備
と
合
わ
せ
た
駅
舎
改
修

等
）の
検
討
を
進
め
ま
す
。
ま
た
、

下
呂
温
泉
病
院
本
館
跡
地
に
は
、

温
泉
街
の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
と
な
る

滞
在
空
間
の
整
備
を
予
定
し
て
い

ま
す
。さ
ら
に
、下
呂
大
橋
を
渡
っ

た
先
で
は
、
阿
多
野
谷
を
中
心
に

ま
ち
歩
き
を
楽
し
め
る
空
間
整
備

を
進
め
、
新
た
な
人
の
流
れ
を
創

出
し
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
構
想
と
合
わ
せ
、
将

来
を
見
据
え
た
未
来
の
交
通
手
段

と
し
て
、
自
動
運
転
の
実
証
実
験

を
下
呂
駅
か
ら
下
呂
温
泉
病
院
の

間
で
進
め
ま
す
。

下呂温泉を核とした賑わい空間の創造を下呂温泉を核とした賑わい空間の創造を下呂温泉を核とした賑わい空間の創造を
答 問

田
口
琢
弥
議員

た

ぐ
ち

た
く

や

大
西
尚
子
議員

お
お

に
し

な
お

こ

▲消防本部救急車▲せせらぎの小径 （阿多野谷）
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市
外
へ
の
転
院
搬
送
が

増
加
傾
向
の
中
、
コ
ン
ビ
ニ

や
道
の
駅
で
休
憩
し
て
い
る

救
急
車
を
見
か
け
る
こ
と
が

あ
る
。
先
の
救
急
車
の
事
故

を
受
け
て
の
急
遽
の
対
応
と

思
う
が
、
他
に
方
策
は
な
い

の
か
。

　 

消
防
長

　
事
故
後
の
再
発
防
止
策
と
し

て
、
ま
ず
は 

「
市
外
救
急
搬
送
時

の
休
憩
に
関
す
る
取
り
決
め
」
を

定
め
ま
し
た
。
休
憩
は
疲
労
感
や

倦
怠
感
に
即
効
薬
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
市
外
搬
送
に
お
け
る
帰
り
の

道
中
で
は
基
本
30
分
に
１
回
休
憩

す
る
と
い
う
も
の
で
、
搬
送
先
や

時
間
帯
に
よ
り
１
回
か
ら
３
回
の

休
憩
を
定
め
た
も
の
で
す
。

　
そ
の
後
、
救
急
運
転
員
２
名
体

制
に
よ
る
確
実
な
休
憩
時
間
の
取

得
を
実
践
し
て
い
ま
す
。例
え
ば
、

夜
間
勤
務
が
終
了
す
る
頃
、
も
し

く
は
終
了
直
後
に
救
急
出
動
要
請

が
あ
っ
た
場
合
、
休
憩
な
し
で
連

続
勤
務
と
な
ら
な
い
よ
う
、
そ
れ

ま
で
仮
眠
し
て
い
た
隊
員
が
交
代

要
員
と
し
て
出
動
す
る
こ
と
で
運

転
員
の
負
担
軽
減
を
行
う
も
の
で

す
。
こ
の
対
応
策
は
、
職
員
か
ら

の
意
見
を
元
に
、
消
防
本
部
の
最

終
決
定
機
関
で
あ
る
署
課
長
会
議

で
決
定
し
ま
し
た
。

転院搬送時における救急隊員の負担軽減を転院搬送時における救急隊員の負担軽減を転院搬送時における救急隊員の負担軽減を

桂
川
い
ず
み
議員

か
つ
ら

が
わ

一
般
質
問
・
答
弁

の
映
像
は
こ
ち
ら

問答

　 

社
会
の
意
識
や
価
値
観
の

問
題
が
若
い
女
性
の
流
出
に

影
響
し
て
い
る
と
の
分
析
も

あ
る
が
、
若
い
女
性
の
流
出

抑
制
対
策
は
。

　 

地
域
振
興
部
長

　
令
和
５
年
度
に
実
施
し
た
市
民

ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、「
女
性
だ
か

ら
」
と
い
う
理
由
で
不
利
益
や
不

公
平
を
感
じ
る
こ
と
が
あ
る
と
回

答
さ
れ
た
の
が
、
男
性
の
約
21
％

に
対
し
、女
性
が
約
41
％
と
高
く
、

不
利
益
や
不
満
を
感
じ
る
女
性
が

多
い
と
い
う
結
果
が
出
て
い
ま

す
。
女
性
の
流
出
を
防
ぐ
た
め
に

は
、
社
会
の
意
識
や
価
値
観
の
改

革
も
同
時
に
行
っ
て
い
く
必
要
が

あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

  

女
性
に
と
っ
て
働
き
や
す
い
、

働
き
が
い
の
あ
る
環
境
づ
く
り
、

子
育
て 

・
教
育
環
境
の
充
実
な
ど

に
加
え
、
男
性
の
家
事 

・
育
児
参

加
の
促
進
な
ど
、
家
庭
や
地
域
に

お
け
る
意
識
改
革
を
推
進
し
、
女

性
が
活
躍
で
き
る
可
能
性
を
広
く

発
信
す
る
こ
と
に
よ
り
、
若
い
女

性
が
将
来
へ
の
希
望
を
持
ち
、
下

呂
市
に
定
着
、
ま
た
は
帰
っ
て
き

た
い
と
思
え
る
魅
力
的
な
ま
ち
づ

く
り
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と

考
え
ま
す
。

女性が輝く魅力的なまちづくりに向けて女性が輝く魅力的なまちづくりに向けて女性が輝く魅力的なまちづくりに向けて

高
井
範
和
議員

た
か

い

の
り

か
ず

一
般
質
問
・
答
弁

の
映
像
は
こ
ち
ら

答 問　 

妊
娠
期
か
ら
子
育
て
期
ま

で
の
切
れ
目
の
な
い
支
援
が

求
め
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の

取
り
組
み
は
。

　 

市
民
保
健
部
長

　
市
で
は
、
県
立
下
呂
温
泉
病
院

で
の
分
娩
の
休
診
を
受
け
、
二
つ

の
支
援
策
を
新
た
に
創
設
し
ま
し

た
。
一
つ
目
は
、
全
て
の
妊
婦
を

対
象
に
、
妊
婦
健
診
に
係
る
交
通

費
を
助
成
し
、
経
済
的
負
担
の
軽

減
を
図
り
、
適
切
な
医
療
や
保
健

サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
支

援
し
ま
す
。
二
つ
目
は
、
緊
急
な

状
態
に
な
っ
た
妊
婦
を
迅
速
に
医

療
機
関
へ
搬
送
す
る「
下
呂
市
マ

マ 

・
サ
ポ
ー
ト
1
1
9
」
を
整
備

し
ま
す
。「
下
呂
市
マ
マ
・
サ
ポ
ー

ト
1
1
9
」
と
は
、
事
前
に
登
録

し
て
い
た
だ
い
た
妊
婦
の
情
報
を

市
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
と
市
消

防
本
部
で
共
有
し
、
出
産
の
兆
候

や
体
調
の
異
常
が
あ
っ
た
際
に
、

か
か
り
つ
け
医
の
指
導
の
下
、
搬

送
の
ル
ー
ル
を
共
有
し
て
お
く
こ

と
で
迷
い
な
く
ス
ム
ー
ズ
な
対
応

が
と
れ
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。

　
今
後
も
、
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
子

育
て
支
援
策
を
積
極
的
に
講
じ
、

安
心
し
て
子
ど
も
を
産
み
育
て
ら

れ
る
社
会
の
実
現
に
向
け
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

安心して出産・子育てができるよう支援の充実を安心して出産・子育てができるよう支援の充実を安心して出産・子育てができるよう支援の充実を

一
般
質
問
・
答
弁

の
映
像
は
こ
ち
ら

答 問

一
般
質
問
・
答
弁

の
映
像
は
こ
ち
ら

　 

下
呂
温
泉
街
を
中
心
と
し

た
賑
わ
い
の
拠
点
整
備
の
詳

細
は
。

　 

ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長

　
市
で
は
、
個
性
光
る
温
泉
地
へ

進
化
し
続
け
る
た
め
、「
観
光
客

の
ま
ち
中
滞
在
価
値
」、「
住
民
の

日
常
体
験
価
値
」
の
向
上
を
目
指

し
、
公
民
連
携
に
よ
る
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
、
観
光
客 

・
住
民
の
双

方
が
普
遍
的
価
値
を
ま
ち
の
魅
力

と
し
て
感
じ
と
れ
る
よ
う
、
温
泉

街
の
再
構
築
に
挑
む
も
の
で
す
。

　
具
体
的
に
は
、Ｊ
Ｒ
高
山
本
線

全
線
開
通
1
0
0
周
年
を
目
標

に
、
下
呂
駅
周
辺
整
備 

（
駅
前

ロ
ー
タ
リ
ー
や
東
西
を
結
ぶ
自
由

通
路
整
備
と
合
わ
せ
た
駅
舎
改
修

等
）の
検
討
を
進
め
ま
す
。
ま
た
、

下
呂
温
泉
病
院
本
館
跡
地
に
は
、

温
泉
街
の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
と
な
る

滞
在
空
間
の
整
備
を
予
定
し
て
い

ま
す
。さ
ら
に
、下
呂
大
橋
を
渡
っ

た
先
で
は
、
阿
多
野
谷
を
中
心
に

ま
ち
歩
き
を
楽
し
め
る
空
間
整
備

を
進
め
、
新
た
な
人
の
流
れ
を
創

出
し
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
構
想
と
合
わ
せ
、
将

来
を
見
据
え
た
未
来
の
交
通
手
段

と
し
て
、
自
動
運
転
の
実
証
実
験

を
下
呂
駅
か
ら
下
呂
温
泉
病
院
の

間
で
進
め
ま
す
。

下呂温泉を核とした賑わい空間の創造を下呂温泉を核とした賑わい空間の創造を下呂温泉を核とした賑わい空間の創造を
答 問

田
口
琢
弥
議員

た

ぐ
ち

た
く

や

大
西
尚
子
議員

お
お

に
し

な
お

こ

▲消防本部救急車▲せせらぎの小径 （阿多野谷）
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市
外
へ
の
転
院
搬
送
が

増
加
傾
向
の
中
、
コ
ン
ビ
ニ

や
道
の
駅
で
休
憩
し
て
い
る

救
急
車
を
見
か
け
る
こ
と
が

あ
る
。
先
の
救
急
車
の
事
故

を
受
け
て
の
急
遽
の
対
応
と

思
う
が
、
他
に
方
策
は
な
い

の
か
。

　 

消
防
長

　
事
故
後
の
再
発
防
止
策
と
し

て
、
ま
ず
は 

「
市
外
救
急
搬
送
時

の
休
憩
に
関
す
る
取
り
決
め
」
を

定
め
ま
し
た
。
休
憩
は
疲
労
感
や

倦
怠
感
に
即
効
薬
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
市
外
搬
送
に
お
け
る
帰
り
の

道
中
で
は
基
本
30
分
に
１
回
休
憩

す
る
と
い
う
も
の
で
、
搬
送
先
や

時
間
帯
に
よ
り
１
回
か
ら
３
回
の

休
憩
を
定
め
た
も
の
で
す
。

　
そ
の
後
、
救
急
運
転
員
２
名
体

制
に
よ
る
確
実
な
休
憩
時
間
の
取

得
を
実
践
し
て
い
ま
す
。例
え
ば
、

夜
間
勤
務
が
終
了
す
る
頃
、
も
し

く
は
終
了
直
後
に
救
急
出
動
要
請

が
あ
っ
た
場
合
、
休
憩
な
し
で
連

続
勤
務
と
な
ら
な
い
よ
う
、
そ
れ

ま
で
仮
眠
し
て
い
た
隊
員
が
交
代

要
員
と
し
て
出
動
す
る
こ
と
で
運

転
員
の
負
担
軽
減
を
行
う
も
の
で

す
。
こ
の
対
応
策
は
、
職
員
か
ら

の
意
見
を
元
に
、
消
防
本
部
の
最

終
決
定
機
関
で
あ
る
署
課
長
会
議

で
決
定
し
ま
し
た
。

転院搬送時における救急隊員の負担軽減を転院搬送時における救急隊員の負担軽減を転院搬送時における救急隊員の負担軽減を

桂
川
い
ず
み
議員

か
つ
ら

が
わ

一
般
質
問
・
答
弁

の
映
像
は
こ
ち
ら

問答

　 

社
会
の
意
識
や
価
値
観
の

問
題
が
若
い
女
性
の
流
出
に

影
響
し
て
い
る
と
の
分
析
も

あ
る
が
、
若
い
女
性
の
流
出

抑
制
対
策
は
。

　 

地
域
振
興
部
長

　
令
和
５
年
度
に
実
施
し
た
市
民

ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、「
女
性
だ
か

ら
」
と
い
う
理
由
で
不
利
益
や
不

公
平
を
感
じ
る
こ
と
が
あ
る
と
回

答
さ
れ
た
の
が
、
男
性
の
約
21
％

に
対
し
、女
性
が
約
41
％
と
高
く
、

不
利
益
や
不
満
を
感
じ
る
女
性
が

多
い
と
い
う
結
果
が
出
て
い
ま

す
。
女
性
の
流
出
を
防
ぐ
た
め
に

は
、
社
会
の
意
識
や
価
値
観
の
改

革
も
同
時
に
行
っ
て
い
く
必
要
が

あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

  

女
性
に
と
っ
て
働
き
や
す
い
、

働
き
が
い
の
あ
る
環
境
づ
く
り
、

子
育
て 

・
教
育
環
境
の
充
実
な
ど

に
加
え
、
男
性
の
家
事 

・
育
児
参

加
の
促
進
な
ど
、
家
庭
や
地
域
に

お
け
る
意
識
改
革
を
推
進
し
、
女

性
が
活
躍
で
き
る
可
能
性
を
広
く

発
信
す
る
こ
と
に
よ
り
、
若
い
女

性
が
将
来
へ
の
希
望
を
持
ち
、
下

呂
市
に
定
着
、
ま
た
は
帰
っ
て
き

た
い
と
思
え
る
魅
力
的
な
ま
ち
づ

く
り
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と

考
え
ま
す
。

女性が輝く魅力的なまちづくりに向けて女性が輝く魅力的なまちづくりに向けて女性が輝く魅力的なまちづくりに向けて

高
井
範
和
議員

た
か

い

の
り

か
ず

一
般
質
問
・
答
弁

の
映
像
は
こ
ち
ら

答 問　 

妊
娠
期
か
ら
子
育
て
期
ま

で
の
切
れ
目
の
な
い
支
援
が

求
め
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の

取
り
組
み
は
。

　 

市
民
保
健
部
長

　
市
で
は
、
県
立
下
呂
温
泉
病
院

で
の
分
娩
の
休
診
を
受
け
、
二
つ

の
支
援
策
を
新
た
に
創
設
し
ま
し

た
。
一
つ
目
は
、
全
て
の
妊
婦
を

対
象
に
、
妊
婦
健
診
に
係
る
交
通

費
を
助
成
し
、
経
済
的
負
担
の
軽

減
を
図
り
、
適
切
な
医
療
や
保
健

サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
支

援
し
ま
す
。
二
つ
目
は
、
緊
急
な

状
態
に
な
っ
た
妊
婦
を
迅
速
に
医

療
機
関
へ
搬
送
す
る「
下
呂
市
マ

マ 

・
サ
ポ
ー
ト
1
1
9
」
を
整
備

し
ま
す
。「
下
呂
市
マ
マ
・
サ
ポ
ー

ト
1
1
9
」
と
は
、
事
前
に
登
録

し
て
い
た
だ
い
た
妊
婦
の
情
報
を

市
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
と
市
消

防
本
部
で
共
有
し
、
出
産
の
兆
候

や
体
調
の
異
常
が
あ
っ
た
際
に
、

か
か
り
つ
け
医
の
指
導
の
下
、
搬

送
の
ル
ー
ル
を
共
有
し
て
お
く
こ

と
で
迷
い
な
く
ス
ム
ー
ズ
な
対
応

が
と
れ
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。

　
今
後
も
、
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
子

育
て
支
援
策
を
積
極
的
に
講
じ
、

安
心
し
て
子
ど
も
を
産
み
育
て
ら

れ
る
社
会
の
実
現
に
向
け
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

安心して出産・子育てができるよう支援の充実を安心して出産・子育てができるよう支援の充実を安心して出産・子育てができるよう支援の充実を

一
般
質
問
・
答
弁

の
映
像
は
こ
ち
ら

答 問

一
般
質
問
・
答
弁

の
映
像
は
こ
ち
ら

　 

下
呂
温
泉
街
を
中
心
と
し

た
賑
わ
い
の
拠
点
整
備
の
詳

細
は
。

　 

ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長

　
市
で
は
、
個
性
光
る
温
泉
地
へ

進
化
し
続
け
る
た
め
、「
観
光
客

の
ま
ち
中
滞
在
価
値
」、「
住
民
の

日
常
体
験
価
値
」
の
向
上
を
目
指

し
、
公
民
連
携
に
よ
る
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
、
観
光
客 

・
住
民
の
双

方
が
普
遍
的
価
値
を
ま
ち
の
魅
力

と
し
て
感
じ
と
れ
る
よ
う
、
温
泉

街
の
再
構
築
に
挑
む
も
の
で
す
。

　
具
体
的
に
は
、Ｊ
Ｒ
高
山
本
線

全
線
開
通
1
0
0
周
年
を
目
標

に
、
下
呂
駅
周
辺
整
備 

（
駅
前

ロ
ー
タ
リ
ー
や
東
西
を
結
ぶ
自
由

通
路
整
備
と
合
わ
せ
た
駅
舎
改
修

等
）の
検
討
を
進
め
ま
す
。
ま
た
、

下
呂
温
泉
病
院
本
館
跡
地
に
は
、

温
泉
街
の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
と
な
る

滞
在
空
間
の
整
備
を
予
定
し
て
い

ま
す
。さ
ら
に
、下
呂
大
橋
を
渡
っ

た
先
で
は
、
阿
多
野
谷
を
中
心
に

ま
ち
歩
き
を
楽
し
め
る
空
間
整
備

を
進
め
、
新
た
な
人
の
流
れ
を
創

出
し
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
構
想
と
合
わ
せ
、
将

来
を
見
据
え
た
未
来
の
交
通
手
段

と
し
て
、
自
動
運
転
の
実
証
実
験

を
下
呂
駅
か
ら
下
呂
温
泉
病
院
の

間
で
進
め
ま
す
。

下呂温泉を核とした賑わい空間の創造を下呂温泉を核とした賑わい空間の創造を下呂温泉を核とした賑わい空間の創造を
答 問

田
口
琢
弥
議員

た

ぐ
ち

た
く

や

大
西
尚
子
議員

お
お

に
し

な
お

こ

▲消防本部救急車▲せせらぎの小径 （阿多野谷）
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G E R O  C I T Y  C O U N C I L G E R O  C I T Y  C O U N C I L

地震に備え「感震ブレーカー」の普及促進を地震に備え「感震ブレーカー」の普及促進を地震に備え「感震ブレーカー」の普及促進を
　 

停
電
後
の
通
電
に
よ
る
火

災
発
生
を
防
ぐ
対
策
と
し

て
、
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
の
設

置
が
有
効
と
さ
れ
て
い
る
。

全
世
帯
で
の
設
置
が
望
ま
し

い
が
、
具
体
的
な
周
知
方
法

は
。

　 

消
防
長

　「
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
」
は
、
地

震
を
感
知
し
た
時
点
で
ブ
レ
ー

カ
ー
を
落
と
し
、
電
気
を
遮
断
し

て
火
災
発
生
を
防
ぎ
、
併
せ
て
通

電
火
災
を
防
止
す
る
も
の
で
す
。

　
全
世
帯
で
設
置
さ
れ
る
こ
と
が

理
想
で
あ
り
、
特
に
住
宅
密
集
地

に
お
い
て
は
、
お
互
い
を
守
る
と

い
う
点
で
非
常
に
有
効
な
器
具
で

あ
り
、
あ
ら
ゆ
る
広
報
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

　
ま
ず
は
、
令
和
７
年
度
か
ら
の

感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
設
置
補
助
制
度

の
チ
ラ
シ
を
全
世
帯
へ
配
布
し
ま

す
。
ま
た
、
女
性
防
火
ク
ラ
ブ
に

ご
協
力
い
た
だ
き
、
住
宅
火
災
警

報
器
と
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
の
設
置

啓
発
街
頭
活
動
を
行
う
予
定
で

す
。
さ
ら
に
下
呂
市
木
造
住
宅
協

議
会
へ
は
、
新
築
や
リ
フ
ォ
ー
ム

の
際
に
施
主
に
説
明
、
推
奨
し
て

い
た
だ
く
よ
う
依
頼
し
ま
す
。
ま

た
、
地
域
を
守
る
と
い
う
観
点
か

ら
自
治
会
に
も
説
明
し
、
設
置
を

推
進
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

問答

中
島
ゆ
き
子
議員

な
か

こ

し
ま

一
般
質
問
・
答
弁

の
映
像
は
こ
ち
ら

▲感震ブレーカー

　 

市
内
唯
一
の
高
校
を
存
続

し
て
い
く
た
め
、
市
外
の
生

徒
に
対
す
る
下
宿
や
入
寮
な

ど
に
係
る
支
援
の
考
え
は
。

　 

教
育
委
員
会
事
務
局
長

　
現
在
、
市
で
は
、
市
外
か
ら
通

学
す
る
高
校
生
に
対
し
て
の
支
援

は
な
く
、
下
呂
市
の
高
校
生
が
市

内
外
で
下
宿
す
る
場
合
の
支
援
も

あ
り
ま
せ
ん
。

　
益
田
清
風
高
校
で
は
、
全
体
の

２
割
ほ
ど
が
市
外
の
生
徒
で
す

が
、
そ
の
多
く
が
自
宅
か
ら
通
学

が
可
能
で
、
下
宿
に
対
す
る
ニ
ー

ズ
は
ほ
と
ん
ど
な
い
と
聞
い
て
い

ま
す
。
ま
た
、
下
呂
市
の
高
校
生

が
下
宿
す
る
場
合
の
支
援
が
な
い

中
、
市
外
の
高
校
生
に
対
し
支
援

す
る
こ
と
は
公
平
性
に
欠
け
る
と

い
う
課
題
も
あ
り
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
市
外
か
ら
益

田
清
風
高
校
へ
来
て
く
れ
て
、
こ

の
地
に
暮
ら
し
て
く
れ
る
こ
と

は
、
生
徒
数
増
加
だ
け
で
な
く
、

地
域
住
民
と
の
交
流
、
関
係
人
口

の
増
加
と
い
っ
た
地
域
活
性
化
に

つ
な
が
る
メ
リ
ッ
ト
も
考
え
ら
れ

ま
す
。

　
具
体
的
な
支
援
策
や
そ
の
効
果

に
つ
い
て
、
他
の
自
治
体
の
事
例

な
ど
も
参
考
に
し
な
が
ら
、
慎
重

に
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題

で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

益田清風高校を未来につなぐため益田清風高校を未来につなぐため益田清風高校を未来につなぐため

一
般
質
問
・
答
弁

の
映
像
は
こ
ち
ら

答 問

尾
里
集
務
議員

お

あ
つ

む

ざ
と

　 

女
性
や
若
者
が
持
て
る
力

を
発
揮
で
き
る
働
き
方
や
職

場
づ
く
り
、
起
業
な
ど
の
ス

タ
ー
ト
ア
ッ
プ
へ
の
取
り
組

み
は
。

　 

観
光
商
工
部
長

　
女
性
や
若
者
に
限
ら
ず
、
や
る

気
を
持
っ
た
人
材
が
地
域
で
活
躍

し
、
新
し
い
価
値
を
創
造
で
き
る

環
境
を
整
備
す
る
こ
と
は
、
市
の

持
続
的
な
発
展
に
つ
な
が
る
も
の

と
考
え
ま
す
。

　
そ
う
し
た
中
、
事
業
所
に
お
け

る
若
者
の
雇
用
確
保 

・
定
着
対
策

と
し
て
は
、
労
働
時
間
の
短
縮
や

フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
制
度
の
導

入
、
有
給
休
暇
の
積
極
的
な
取
得

奨
励
、
性
別
に
よ
る
偏
見
等
の
排

除
、
女
性
が
キ
ャ
リ
ア
を
継
続
で

き
る
環
境
づ
く
り
な
ど
、「
働
き

や
す
い
職
場
環
境
の
整
備
」
が
重

要
な
ポ
イ
ン
ト
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
新
規
就
業
者
へ
の
意

識
調
査
の
実
施
や
事
業
所
へ
の
働

き
や
す
い
職
場
づ
く
り
に
向
け
た

働
き
か
け
、
情
報
提
供
等
を
行
っ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
起
業
な
ど
ス
タ
ー
ト

ア
ッ
プ
に
つ
い
て
は
、
起
業 

・
創

業
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
や
相
談
窓
口

の
設
置
や
案
内
、
起
業 

・
創
業
に

関
す
る
補
助
金
制
度
を
設
け
支
援

を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

女性や若者が活躍できる社会を目指して女性や若者が活躍できる社会を目指して女性や若者が活躍できる社会を目指して

一
般
質
問
・
答
弁

の
映
像
は
こ
ち
ら

問答

下
平
裕
次
郎
議員

し
も

ひ
ら

ゆ
う

じ

ろ
う

　 

ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
な
ま

ち
を
目
指
す
上
で
、
今
の
下

呂
市
に
は
何
が
大
切
か
。

　 

ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長

　
市
民
の
皆
さ
ま
に
自
信
と
誇
り

を
持
っ
て
い
た
だ
け
る
ウ
ェ
ル
ビ
ー

イ
ン
グ
な
ま
ち
を
目
指
す
た
め
、

三
つ
の
視
点
を
大
切
に
し
ま
す
。

　
第
一
に
、
地
域
資
源
と
人
々
の

温
か
さ
の
再
評
価
で
す
。
地
域
ブ

ラ
ン
ド
調
査
で
岐
阜
県
の
市
町
村

で
最
高
評
価
を
得
た
魅
力
を
見
つ

め
直
し
、
磨
き
上
げ
、
市
内
外
に

発
信
す
る
こ
と
で
、
郷
土
愛
を
育

み
ま
す
。
第
二
に
、
市
民
同
士
の

つ
な
が
り
と
支
え
合
い
を
生
む
、

多
様
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
形
成
で

す
。
地
域
活
動
や
世
代
間
交
流
、

多
文
化
共
生
な
ど
を
通
じ
て
、
安

心
感
と
帰
属
意
識
を
も
た
ら
し
ま

す
。
第
三
に
、
市
民
一
人
ひ
と
り

が
自
分
の
可
能
性
を
最
大
限
に
発

揮
で
き
る
環
境
づ
く
り
と
、
未
来

を
切
り
拓
く
力
強
い
マ
イ
ン
ド
の

醸
成
で
す
。
起
業
支
援
や
文
化
活

動
、
生
涯
学
習
の
機
会
を
充
実
さ

せ
、「
や
っ
て
み
た
い
！
」
と
い

う
気
持
ち
を
応
援
し
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
を
市
民
の

皆
さ
ま
と
共
に
進
め
、誰
も
が「
下

呂
市
に
住
ん
で
い
て
良
か
っ
た
」

と
心
か
ら
思
え
る
ま
ち
を
実
現
し

て
い
き
ま
す
。

ウェルビーイングなまちを目指すためにウェルビーイングなまちを目指すためにウェルビーイングなまちを目指すために

一
般
質
問
・
答
弁

の
映
像
は
こ
ち
ら

答 問

桂
川
融
己
議員

か
つ
ら

が
わ

ゆ
う

き

▲県立益田清風高等学校

▲市内で活躍する女性起業家

▲最上位の行政計画 ー 下呂市第三次総合計画
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G E R O  C I T Y  C O U N C I L G E R O  C I T Y  C O U N C I L

地震に備え「感震ブレーカー」の普及促進を地震に備え「感震ブレーカー」の普及促進を地震に備え「感震ブレーカー」の普及促進を
　 

停
電
後
の
通
電
に
よ
る
火

災
発
生
を
防
ぐ
対
策
と
し

て
、
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
の
設

置
が
有
効
と
さ
れ
て
い
る
。

全
世
帯
で
の
設
置
が
望
ま
し

い
が
、
具
体
的
な
周
知
方
法

は
。

　 

消
防
長

　「
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
」
は
、
地

震
を
感
知
し
た
時
点
で
ブ
レ
ー

カ
ー
を
落
と
し
、
電
気
を
遮
断
し

て
火
災
発
生
を
防
ぎ
、
併
せ
て
通

電
火
災
を
防
止
す
る
も
の
で
す
。

　
全
世
帯
で
設
置
さ
れ
る
こ
と
が

理
想
で
あ
り
、
特
に
住
宅
密
集
地

に
お
い
て
は
、
お
互
い
を
守
る
と

い
う
点
で
非
常
に
有
効
な
器
具
で

あ
り
、
あ
ら
ゆ
る
広
報
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

　
ま
ず
は
、
令
和
７
年
度
か
ら
の

感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
設
置
補
助
制
度

の
チ
ラ
シ
を
全
世
帯
へ
配
布
し
ま

す
。
ま
た
、
女
性
防
火
ク
ラ
ブ
に

ご
協
力
い
た
だ
き
、
住
宅
火
災
警

報
器
と
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
の
設
置

啓
発
街
頭
活
動
を
行
う
予
定
で

す
。
さ
ら
に
下
呂
市
木
造
住
宅
協

議
会
へ
は
、
新
築
や
リ
フ
ォ
ー
ム

の
際
に
施
主
に
説
明
、
推
奨
し
て

い
た
だ
く
よ
う
依
頼
し
ま
す
。
ま

た
、
地
域
を
守
る
と
い
う
観
点
か

ら
自
治
会
に
も
説
明
し
、
設
置
を

推
進
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

問答

中
島
ゆ
き
子
議員

な
か

こ

し
ま

一
般
質
問
・
答
弁

の
映
像
は
こ
ち
ら

▲感震ブレーカー

　 

市
内
唯
一
の
高
校
を
存
続

し
て
い
く
た
め
、
市
外
の
生

徒
に
対
す
る
下
宿
や
入
寮
な

ど
に
係
る
支
援
の
考
え
は
。

　 

教
育
委
員
会
事
務
局
長

　
現
在
、
市
で
は
、
市
外
か
ら
通

学
す
る
高
校
生
に
対
し
て
の
支
援

は
な
く
、
下
呂
市
の
高
校
生
が
市

内
外
で
下
宿
す
る
場
合
の
支
援
も

あ
り
ま
せ
ん
。

　
益
田
清
風
高
校
で
は
、
全
体
の

２
割
ほ
ど
が
市
外
の
生
徒
で
す

が
、
そ
の
多
く
が
自
宅
か
ら
通
学

が
可
能
で
、
下
宿
に
対
す
る
ニ
ー

ズ
は
ほ
と
ん
ど
な
い
と
聞
い
て
い

ま
す
。
ま
た
、
下
呂
市
の
高
校
生

が
下
宿
す
る
場
合
の
支
援
が
な
い

中
、
市
外
の
高
校
生
に
対
し
支
援

す
る
こ
と
は
公
平
性
に
欠
け
る
と

い
う
課
題
も
あ
り
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
市
外
か
ら
益

田
清
風
高
校
へ
来
て
く
れ
て
、
こ

の
地
に
暮
ら
し
て
く
れ
る
こ
と

は
、
生
徒
数
増
加
だ
け
で
な
く
、

地
域
住
民
と
の
交
流
、
関
係
人
口

の
増
加
と
い
っ
た
地
域
活
性
化
に

つ
な
が
る
メ
リ
ッ
ト
も
考
え
ら
れ

ま
す
。

　
具
体
的
な
支
援
策
や
そ
の
効
果

に
つ
い
て
、
他
の
自
治
体
の
事
例

な
ど
も
参
考
に
し
な
が
ら
、
慎
重

に
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題

で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

益田清風高校を未来につなぐため益田清風高校を未来につなぐため益田清風高校を未来につなぐため

一
般
質
問
・
答
弁

の
映
像
は
こ
ち
ら

答 問

尾
里
集
務
議員

お

あ
つ

む

ざ
と

　 

女
性
や
若
者
が
持
て
る
力

を
発
揮
で
き
る
働
き
方
や
職

場
づ
く
り
、
起
業
な
ど
の
ス

タ
ー
ト
ア
ッ
プ
へ
の
取
り
組

み
は
。

　 

観
光
商
工
部
長

　
女
性
や
若
者
に
限
ら
ず
、
や
る

気
を
持
っ
た
人
材
が
地
域
で
活
躍

し
、
新
し
い
価
値
を
創
造
で
き
る

環
境
を
整
備
す
る
こ
と
は
、
市
の

持
続
的
な
発
展
に
つ
な
が
る
も
の

と
考
え
ま
す
。

　
そ
う
し
た
中
、
事
業
所
に
お
け

る
若
者
の
雇
用
確
保 

・
定
着
対
策

と
し
て
は
、
労
働
時
間
の
短
縮
や

フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
制
度
の
導

入
、
有
給
休
暇
の
積
極
的
な
取
得

奨
励
、
性
別
に
よ
る
偏
見
等
の
排

除
、
女
性
が
キ
ャ
リ
ア
を
継
続
で

き
る
環
境
づ
く
り
な
ど
、「
働
き

や
す
い
職
場
環
境
の
整
備
」
が
重

要
な
ポ
イ
ン
ト
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
新
規
就
業
者
へ
の
意

識
調
査
の
実
施
や
事
業
所
へ
の
働

き
や
す
い
職
場
づ
く
り
に
向
け
た

働
き
か
け
、
情
報
提
供
等
を
行
っ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
起
業
な
ど
ス
タ
ー
ト

ア
ッ
プ
に
つ
い
て
は
、
起
業 

・
創

業
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
や
相
談
窓
口

の
設
置
や
案
内
、
起
業 

・
創
業
に

関
す
る
補
助
金
制
度
を
設
け
支
援

を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

女性や若者が活躍できる社会を目指して女性や若者が活躍できる社会を目指して女性や若者が活躍できる社会を目指して

一
般
質
問
・
答
弁

の
映
像
は
こ
ち
ら

問答

下
平
裕
次
郎
議員

し
も

ひ
ら

ゆ
う

じ

ろ
う

　 

ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
な
ま

ち
を
目
指
す
上
で
、
今
の
下

呂
市
に
は
何
が
大
切
か
。

　 

ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長

　
市
民
の
皆
さ
ま
に
自
信
と
誇
り

を
持
っ
て
い
た
だ
け
る
ウ
ェ
ル
ビ
ー

イ
ン
グ
な
ま
ち
を
目
指
す
た
め
、

三
つ
の
視
点
を
大
切
に
し
ま
す
。

　
第
一
に
、
地
域
資
源
と
人
々
の

温
か
さ
の
再
評
価
で
す
。
地
域
ブ

ラ
ン
ド
調
査
で
岐
阜
県
の
市
町
村

で
最
高
評
価
を
得
た
魅
力
を
見
つ

め
直
し
、
磨
き
上
げ
、
市
内
外
に

発
信
す
る
こ
と
で
、
郷
土
愛
を
育

み
ま
す
。
第
二
に
、
市
民
同
士
の

つ
な
が
り
と
支
え
合
い
を
生
む
、

多
様
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
形
成
で

す
。
地
域
活
動
や
世
代
間
交
流
、

多
文
化
共
生
な
ど
を
通
じ
て
、
安

心
感
と
帰
属
意
識
を
も
た
ら
し
ま

す
。
第
三
に
、
市
民
一
人
ひ
と
り

が
自
分
の
可
能
性
を
最
大
限
に
発

揮
で
き
る
環
境
づ
く
り
と
、
未
来

を
切
り
拓
く
力
強
い
マ
イ
ン
ド
の

醸
成
で
す
。
起
業
支
援
や
文
化
活

動
、
生
涯
学
習
の
機
会
を
充
実
さ

せ
、「
や
っ
て
み
た
い
！
」
と
い

う
気
持
ち
を
応
援
し
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
を
市
民
の

皆
さ
ま
と
共
に
進
め
、誰
も
が「
下

呂
市
に
住
ん
で
い
て
良
か
っ
た
」

と
心
か
ら
思
え
る
ま
ち
を
実
現
し

て
い
き
ま
す
。

ウェルビーイングなまちを目指すためにウェルビーイングなまちを目指すためにウェルビーイングなまちを目指すために

一
般
質
問
・
答
弁

の
映
像
は
こ
ち
ら

答 問

桂
川
融
己
議員

か
つ
ら

が
わ

ゆ
う

き

▲県立益田清風高等学校

▲市内で活躍する女性起業家

▲最上位の行政計画 ー 下呂市第三次総合計画
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G E R O  C I T Y  C O U N C I L G E R O  C I T Y  C O U N C I L

地震に備え「感震ブレーカー」の普及促進を地震に備え「感震ブレーカー」の普及促進を地震に備え「感震ブレーカー」の普及促進を
　 

停
電
後
の
通
電
に
よ
る
火

災
発
生
を
防
ぐ
対
策
と
し

て
、
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
の
設

置
が
有
効
と
さ
れ
て
い
る
。

全
世
帯
で
の
設
置
が
望
ま
し

い
が
、
具
体
的
な
周
知
方
法

は
。

　 

消
防
長

　「
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
」
は
、
地

震
を
感
知
し
た
時
点
で
ブ
レ
ー

カ
ー
を
落
と
し
、
電
気
を
遮
断
し

て
火
災
発
生
を
防
ぎ
、
併
せ
て
通

電
火
災
を
防
止
す
る
も
の
で
す
。

　
全
世
帯
で
設
置
さ
れ
る
こ
と
が

理
想
で
あ
り
、
特
に
住
宅
密
集
地

に
お
い
て
は
、
お
互
い
を
守
る
と

い
う
点
で
非
常
に
有
効
な
器
具
で

あ
り
、
あ
ら
ゆ
る
広
報
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

　
ま
ず
は
、
令
和
７
年
度
か
ら
の

感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
設
置
補
助
制
度

の
チ
ラ
シ
を
全
世
帯
へ
配
布
し
ま

す
。
ま
た
、
女
性
防
火
ク
ラ
ブ
に

ご
協
力
い
た
だ
き
、
住
宅
火
災
警

報
器
と
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
の
設
置

啓
発
街
頭
活
動
を
行
う
予
定
で

す
。
さ
ら
に
下
呂
市
木
造
住
宅
協

議
会
へ
は
、
新
築
や
リ
フ
ォ
ー
ム

の
際
に
施
主
に
説
明
、
推
奨
し
て

い
た
だ
く
よ
う
依
頼
し
ま
す
。
ま

た
、
地
域
を
守
る
と
い
う
観
点
か

ら
自
治
会
に
も
説
明
し
、
設
置
を

推
進
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

問答

中
島
ゆ
き
子
議員

な
か

こ

し
ま

一
般
質
問
・
答
弁

の
映
像
は
こ
ち
ら

▲感震ブレーカー

　 

市
内
唯
一
の
高
校
を
存
続

し
て
い
く
た
め
、
市
外
の
生

徒
に
対
す
る
下
宿
や
入
寮
な

ど
に
係
る
支
援
の
考
え
は
。

　 

教
育
委
員
会
事
務
局
長

　
現
在
、
市
で
は
、
市
外
か
ら
通

学
す
る
高
校
生
に
対
し
て
の
支
援

は
な
く
、
下
呂
市
の
高
校
生
が
市

内
外
で
下
宿
す
る
場
合
の
支
援
も

あ
り
ま
せ
ん
。

　
益
田
清
風
高
校
で
は
、
全
体
の

２
割
ほ
ど
が
市
外
の
生
徒
で
す

が
、
そ
の
多
く
が
自
宅
か
ら
通
学

が
可
能
で
、
下
宿
に
対
す
る
ニ
ー

ズ
は
ほ
と
ん
ど
な
い
と
聞
い
て
い

ま
す
。
ま
た
、
下
呂
市
の
高
校
生

が
下
宿
す
る
場
合
の
支
援
が
な
い

中
、
市
外
の
高
校
生
に
対
し
支
援

す
る
こ
と
は
公
平
性
に
欠
け
る
と

い
う
課
題
も
あ
り
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
市
外
か
ら
益

田
清
風
高
校
へ
来
て
く
れ
て
、
こ

の
地
に
暮
ら
し
て
く
れ
る
こ
と

は
、
生
徒
数
増
加
だ
け
で
な
く
、

地
域
住
民
と
の
交
流
、
関
係
人
口

の
増
加
と
い
っ
た
地
域
活
性
化
に

つ
な
が
る
メ
リ
ッ
ト
も
考
え
ら
れ

ま
す
。

　
具
体
的
な
支
援
策
や
そ
の
効
果

に
つ
い
て
、
他
の
自
治
体
の
事
例

な
ど
も
参
考
に
し
な
が
ら
、
慎
重

に
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題

で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

益田清風高校を未来につなぐため益田清風高校を未来につなぐため益田清風高校を未来につなぐため

一
般
質
問
・
答
弁

の
映
像
は
こ
ち
ら

答 問

尾
里
集
務
議員

お

あ
つ

む

ざ
と

　 

女
性
や
若
者
が
持
て
る
力

を
発
揮
で
き
る
働
き
方
や
職

場
づ
く
り
、
起
業
な
ど
の
ス

タ
ー
ト
ア
ッ
プ
へ
の
取
り
組

み
は
。

　 

観
光
商
工
部
長

　
女
性
や
若
者
に
限
ら
ず
、
や
る

気
を
持
っ
た
人
材
が
地
域
で
活
躍

し
、
新
し
い
価
値
を
創
造
で
き
る

環
境
を
整
備
す
る
こ
と
は
、
市
の

持
続
的
な
発
展
に
つ
な
が
る
も
の

と
考
え
ま
す
。

　
そ
う
し
た
中
、
事
業
所
に
お
け

る
若
者
の
雇
用
確
保 

・
定
着
対
策

と
し
て
は
、
労
働
時
間
の
短
縮
や

フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
制
度
の
導

入
、
有
給
休
暇
の
積
極
的
な
取
得

奨
励
、
性
別
に
よ
る
偏
見
等
の
排

除
、
女
性
が
キ
ャ
リ
ア
を
継
続
で

き
る
環
境
づ
く
り
な
ど
、「
働
き

や
す
い
職
場
環
境
の
整
備
」
が
重

要
な
ポ
イ
ン
ト
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
新
規
就
業
者
へ
の
意

識
調
査
の
実
施
や
事
業
所
へ
の
働

き
や
す
い
職
場
づ
く
り
に
向
け
た

働
き
か
け
、
情
報
提
供
等
を
行
っ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
起
業
な
ど
ス
タ
ー
ト

ア
ッ
プ
に
つ
い
て
は
、
起
業 

・
創

業
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
や
相
談
窓
口

の
設
置
や
案
内
、
起
業 

・
創
業
に

関
す
る
補
助
金
制
度
を
設
け
支
援

を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

女性や若者が活躍できる社会を目指して女性や若者が活躍できる社会を目指して女性や若者が活躍できる社会を目指して

一
般
質
問
・
答
弁

の
映
像
は
こ
ち
ら

問答

下
平
裕
次
郎
議員

し
も

ひ
ら

ゆ
う

じ

ろ
う

　 

ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
な
ま

ち
を
目
指
す
上
で
、
今
の
下

呂
市
に
は
何
が
大
切
か
。

　 

ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長

　
市
民
の
皆
さ
ま
に
自
信
と
誇
り

を
持
っ
て
い
た
だ
け
る
ウ
ェ
ル
ビ
ー

イ
ン
グ
な
ま
ち
を
目
指
す
た
め
、

三
つ
の
視
点
を
大
切
に
し
ま
す
。

　
第
一
に
、
地
域
資
源
と
人
々
の

温
か
さ
の
再
評
価
で
す
。
地
域
ブ

ラ
ン
ド
調
査
で
岐
阜
県
の
市
町
村

で
最
高
評
価
を
得
た
魅
力
を
見
つ

め
直
し
、
磨
き
上
げ
、
市
内
外
に

発
信
す
る
こ
と
で
、
郷
土
愛
を
育

み
ま
す
。
第
二
に
、
市
民
同
士
の

つ
な
が
り
と
支
え
合
い
を
生
む
、

多
様
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
形
成
で

す
。
地
域
活
動
や
世
代
間
交
流
、

多
文
化
共
生
な
ど
を
通
じ
て
、
安

心
感
と
帰
属
意
識
を
も
た
ら
し
ま

す
。
第
三
に
、
市
民
一
人
ひ
と
り

が
自
分
の
可
能
性
を
最
大
限
に
発

揮
で
き
る
環
境
づ
く
り
と
、
未
来

を
切
り
拓
く
力
強
い
マ
イ
ン
ド
の

醸
成
で
す
。
起
業
支
援
や
文
化
活

動
、
生
涯
学
習
の
機
会
を
充
実
さ

せ
、「
や
っ
て
み
た
い
！
」
と
い

う
気
持
ち
を
応
援
し
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
を
市
民
の

皆
さ
ま
と
共
に
進
め
、誰
も
が「
下

呂
市
に
住
ん
で
い
て
良
か
っ
た
」

と
心
か
ら
思
え
る
ま
ち
を
実
現
し

て
い
き
ま
す
。

ウェルビーイングなまちを目指すためにウェルビーイングなまちを目指すためにウェルビーイングなまちを目指すために

一
般
質
問
・
答
弁

の
映
像
は
こ
ち
ら

答 問

桂
川
融
己
議員

か
つ
ら

が
わ

ゆ
う

き

▲県立益田清風高等学校

▲市内で活躍する女性起業家

▲最上位の行政計画 ー 下呂市第三次総合計画
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G E R O  C I T Y  C O U N C I L G E R O  C I T Y  C O U N C I L

地震に備え「感震ブレーカー」の普及促進を地震に備え「感震ブレーカー」の普及促進を地震に備え「感震ブレーカー」の普及促進を
　 

停
電
後
の
通
電
に
よ
る
火

災
発
生
を
防
ぐ
対
策
と
し

て
、
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
の
設

置
が
有
効
と
さ
れ
て
い
る
。

全
世
帯
で
の
設
置
が
望
ま
し

い
が
、
具
体
的
な
周
知
方
法

は
。

　 

消
防
長

　「
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
」
は
、
地

震
を
感
知
し
た
時
点
で
ブ
レ
ー

カ
ー
を
落
と
し
、
電
気
を
遮
断
し

て
火
災
発
生
を
防
ぎ
、
併
せ
て
通

電
火
災
を
防
止
す
る
も
の
で
す
。

　
全
世
帯
で
設
置
さ
れ
る
こ
と
が

理
想
で
あ
り
、
特
に
住
宅
密
集
地

に
お
い
て
は
、
お
互
い
を
守
る
と

い
う
点
で
非
常
に
有
効
な
器
具
で

あ
り
、
あ
ら
ゆ
る
広
報
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

　
ま
ず
は
、
令
和
７
年
度
か
ら
の

感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
設
置
補
助
制
度

の
チ
ラ
シ
を
全
世
帯
へ
配
布
し
ま

す
。
ま
た
、
女
性
防
火
ク
ラ
ブ
に

ご
協
力
い
た
だ
き
、
住
宅
火
災
警

報
器
と
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
の
設
置

啓
発
街
頭
活
動
を
行
う
予
定
で

す
。
さ
ら
に
下
呂
市
木
造
住
宅
協

議
会
へ
は
、
新
築
や
リ
フ
ォ
ー
ム

の
際
に
施
主
に
説
明
、
推
奨
し
て

い
た
だ
く
よ
う
依
頼
し
ま
す
。
ま

た
、
地
域
を
守
る
と
い
う
観
点
か

ら
自
治
会
に
も
説
明
し
、
設
置
を

推
進
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

問答

中
島
ゆ
き
子
議員

な
か

こ

し
ま

一
般
質
問
・
答
弁

の
映
像
は
こ
ち
ら

▲感震ブレーカー

　 

市
内
唯
一
の
高
校
を
存
続

し
て
い
く
た
め
、
市
外
の
生

徒
に
対
す
る
下
宿
や
入
寮
な

ど
に
係
る
支
援
の
考
え
は
。

　 

教
育
委
員
会
事
務
局
長

　
現
在
、
市
で
は
、
市
外
か
ら
通

学
す
る
高
校
生
に
対
し
て
の
支
援

は
な
く
、
下
呂
市
の
高
校
生
が
市

内
外
で
下
宿
す
る
場
合
の
支
援
も

あ
り
ま
せ
ん
。

　
益
田
清
風
高
校
で
は
、
全
体
の

２
割
ほ
ど
が
市
外
の
生
徒
で
す

が
、
そ
の
多
く
が
自
宅
か
ら
通
学

が
可
能
で
、
下
宿
に
対
す
る
ニ
ー

ズ
は
ほ
と
ん
ど
な
い
と
聞
い
て
い

ま
す
。
ま
た
、
下
呂
市
の
高
校
生

が
下
宿
す
る
場
合
の
支
援
が
な
い

中
、
市
外
の
高
校
生
に
対
し
支
援

す
る
こ
と
は
公
平
性
に
欠
け
る
と

い
う
課
題
も
あ
り
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
市
外
か
ら
益

田
清
風
高
校
へ
来
て
く
れ
て
、
こ

の
地
に
暮
ら
し
て
く
れ
る
こ
と

は
、
生
徒
数
増
加
だ
け
で
な
く
、

地
域
住
民
と
の
交
流
、
関
係
人
口

の
増
加
と
い
っ
た
地
域
活
性
化
に

つ
な
が
る
メ
リ
ッ
ト
も
考
え
ら
れ

ま
す
。

　
具
体
的
な
支
援
策
や
そ
の
効
果

に
つ
い
て
、
他
の
自
治
体
の
事
例

な
ど
も
参
考
に
し
な
が
ら
、
慎
重

に
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題

で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

益田清風高校を未来につなぐため益田清風高校を未来につなぐため益田清風高校を未来につなぐため

一
般
質
問
・
答
弁

の
映
像
は
こ
ち
ら

答 問

尾
里
集
務
議員

お

あ
つ

む

ざ
と

　 

女
性
や
若
者
が
持
て
る
力

を
発
揮
で
き
る
働
き
方
や
職

場
づ
く
り
、
起
業
な
ど
の
ス

タ
ー
ト
ア
ッ
プ
へ
の
取
り
組

み
は
。

　 

観
光
商
工
部
長

　
女
性
や
若
者
に
限
ら
ず
、
や
る

気
を
持
っ
た
人
材
が
地
域
で
活
躍

し
、
新
し
い
価
値
を
創
造
で
き
る

環
境
を
整
備
す
る
こ
と
は
、
市
の

持
続
的
な
発
展
に
つ
な
が
る
も
の

と
考
え
ま
す
。

　
そ
う
し
た
中
、
事
業
所
に
お
け

る
若
者
の
雇
用
確
保 

・
定
着
対
策

と
し
て
は
、
労
働
時
間
の
短
縮
や

フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
制
度
の
導

入
、
有
給
休
暇
の
積
極
的
な
取
得

奨
励
、
性
別
に
よ
る
偏
見
等
の
排

除
、
女
性
が
キ
ャ
リ
ア
を
継
続
で

き
る
環
境
づ
く
り
な
ど
、「
働
き

や
す
い
職
場
環
境
の
整
備
」
が
重

要
な
ポ
イ
ン
ト
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
新
規
就
業
者
へ
の
意

識
調
査
の
実
施
や
事
業
所
へ
の
働

き
や
す
い
職
場
づ
く
り
に
向
け
た

働
き
か
け
、
情
報
提
供
等
を
行
っ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
起
業
な
ど
ス
タ
ー
ト

ア
ッ
プ
に
つ
い
て
は
、
起
業 

・
創

業
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
や
相
談
窓
口

の
設
置
や
案
内
、
起
業 

・
創
業
に

関
す
る
補
助
金
制
度
を
設
け
支
援

を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

女性や若者が活躍できる社会を目指して女性や若者が活躍できる社会を目指して女性や若者が活躍できる社会を目指して

一
般
質
問
・
答
弁

の
映
像
は
こ
ち
ら

問答

下
平
裕
次
郎
議員

し
も

ひ
ら

ゆ
う

じ

ろ
う

　 

ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
な
ま

ち
を
目
指
す
上
で
、
今
の
下

呂
市
に
は
何
が
大
切
か
。

　 

ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長

　
市
民
の
皆
さ
ま
に
自
信
と
誇
り

を
持
っ
て
い
た
だ
け
る
ウ
ェ
ル
ビ
ー

イ
ン
グ
な
ま
ち
を
目
指
す
た
め
、

三
つ
の
視
点
を
大
切
に
し
ま
す
。

　
第
一
に
、
地
域
資
源
と
人
々
の

温
か
さ
の
再
評
価
で
す
。
地
域
ブ

ラ
ン
ド
調
査
で
岐
阜
県
の
市
町
村

で
最
高
評
価
を
得
た
魅
力
を
見
つ

め
直
し
、
磨
き
上
げ
、
市
内
外
に

発
信
す
る
こ
と
で
、
郷
土
愛
を
育

み
ま
す
。
第
二
に
、
市
民
同
士
の

つ
な
が
り
と
支
え
合
い
を
生
む
、

多
様
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
形
成
で

す
。
地
域
活
動
や
世
代
間
交
流
、

多
文
化
共
生
な
ど
を
通
じ
て
、
安

心
感
と
帰
属
意
識
を
も
た
ら
し
ま

す
。
第
三
に
、
市
民
一
人
ひ
と
り

が
自
分
の
可
能
性
を
最
大
限
に
発

揮
で
き
る
環
境
づ
く
り
と
、
未
来

を
切
り
拓
く
力
強
い
マ
イ
ン
ド
の

醸
成
で
す
。
起
業
支
援
や
文
化
活

動
、
生
涯
学
習
の
機
会
を
充
実
さ

せ
、「
や
っ
て
み
た
い
！
」
と
い

う
気
持
ち
を
応
援
し
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
を
市
民
の

皆
さ
ま
と
共
に
進
め
、誰
も
が「
下

呂
市
に
住
ん
で
い
て
良
か
っ
た
」

と
心
か
ら
思
え
る
ま
ち
を
実
現
し

て
い
き
ま
す
。

ウェルビーイングなまちを目指すためにウェルビーイングなまちを目指すためにウェルビーイングなまちを目指すために

一
般
質
問
・
答
弁

の
映
像
は
こ
ち
ら

答 問

桂
川
融
己
議員

か
つ
ら

が
わ

ゆ
う

き

▲県立益田清風高等学校

▲市内で活躍する女性起業家

▲最上位の行政計画 ー 下呂市第三次総合計画
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少
子
化
が
深
刻
化
す
る

中
、
そ
の
対
策
の
充
実
が
求

め
ら
れ
る
が
、
新
た
な
子
育

て
支
援
策
は
。

　 

福
祉
部
長

　
病
児
保
育
や
国
の
制
度
を
活
用

し
た
妊
婦
の
た
め
の
支
援
給
付
交

付
金
等
を
行
う
予
定
で
す
。

　
病
児
保
育
で
は
、
子
ど
も
が
病

気
の
際
、
保
護
者
が
就
労
等
の
事

情
で
自
宅
で
の
保
育
が
困
難
な
場

合
、
保
育
所
等
に
病
気
の
子
ど
も

を
一
時
的
に
預
け
ら
れ
る
よ
う
に
す

る
も
の
で
、
こ
れ
に
よ
り
保
護
者

が
働
き
な
が
ら
安
心
し
て
子
育
て

が
で
き
る
環
境
を
整
え
た
い
と
考

え
ま
す
。
な
お
、
病
児
保
育
事
業

所
を
市
内
の
北
部 

・
中
部 

・
南
部

に
各
１
カ
所
開
設
で
き
る
よ
う
調

整
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
妊
婦
の
た
め
の
支
援
給

付
交
付
金
事
業
で
は
、
妊
娠
期
か

ら
の
切
れ
目
な
い
相
談
支
援
を
行

う 

「
妊
婦
等
包
括
相
談
支
援
事

業
」
と
妊
娠
期
の
経
済
的
負
担
軽

減
を
図
る
た
め
の 

「
妊
婦
の
た
め

の
支
援
給
付
金
」
を
効
果
的
に
組

み
合
わ
せ
、
総
合
的
な
支
援
を
図

る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
支
援
給

付
金
は
、
妊
婦
認
定
後
に
５
万
円
、

妊
娠
し
て
い
る
子
ど
も
の
数
に
対

し
５
万
円
を
支
給
す
る
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。

少子化に立ち向かう子育て支援を少子化に立ち向かう子育て支援を少子化に立ち向かう子育て支援を
答 問

一
般
質
問
・
答
弁

の
映
像
は
こ
ち
ら

今
井
政
良
議員

い
ま

い

ま
さ

よ
し

下
呂
温
泉
街
整
備

特
別
委
員
会

下
呂
温
泉
街
整
備

特
別
委
員
会

下
呂
温
泉
街
整
備

特
別
委
員
会

　
３
月
17
日
、
特
別
委
員
会
を
開
催
し
、

市
長
お
よ
び
担
当
部
局
か
ら
、
報
告
を

受
け
ま
し
た
。

《
都
市
再
生
整
備
事
業
　下
呂
市
街
な
み

環
境
整
備
事
業
補
助
金
制
度
に
つ
い
て
》

　
市
は
下
呂
温
泉
の
魅
力
を
さ
ら
に
磨

き
上
げ
る
た
め
、
行
政
と
地
域
住
民
が

協
働
し
な
が
ら
、
景
観
に
よ
る
街
な
み

整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
こ
の
事
業
で

は
対
象
エ
リ
ア
ご
と
に
、
建
物
、
工
作

物
や
屋
外
広
告
物
等
の
外
観
に
つ
い
て

ル
ー
ル
を
定
め
、
こ
れ
ら
を 

「
景
観
ま

ち
づ
く
り
協
定
」
と
し
て
土
地
所
有
者

間
で
締
結
し
て
い
ま
す
。
現
在
ま
で
に

協
定
締
結
、
ま
た
は
協
定
案
が
策
定
さ

れ
た
エ
リ
ア
は
、
森
の
松
原
通
り
地
区
、

森 

・
湯
之
島
に
ま
た
が
る
阿
多
野
谷
地

区
で
、
７
年
度
は
森
の
松
原
西
地
区
で

協
定
の
策
定
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
委

員
会
で
は
、
７
年
度
か
ら
始
ま
る
協
定

に
則
っ
た

建
物
の
修

景
整
備
に

関
す
る
補

助
金
に
つ

い
て
説
明

が
あ
り
ま

し
た
。

※イラストはイメージです

　
濃
飛
横
断
自
動
車
道
路
計
画
沿
線
に

位
置
す
る
本
市
と
中
津
川
市 

・
郡
上

市 

・
東
白
川
村
の
各
議
会
で
は
、「
濃
飛

横
断
道 

・
三
市
一
村
議
会
委
員
会
合
同

会
議
」
を
組
織
し
、
連
携
し
な
が
ら
、

濃
飛
横
断
自
動
車
道
の
早
期
全
線
開
通

に
向
け
た
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
本
年
２
月
、
当
合
同
会
議
で
は
初
め

て
と
な
る
国
土
交
通
省
お
よ
び
関
係
国

会
議
員
へ
の
要
望
を
行
い
、
地
元
の
思

い
を
届
け
ま
し
た
。
面
談
を
行
っ
た
国

土
交
通
省
の
道
路
局
長
か
ら
は
、「
リ
ニ

ア
中
央
新
幹
線
の
効
果
を
広
域
的
に
波

及
さ
せ
る
に
は
、

濃
飛
横
断
自
動
車

道
の
存
在
は
大
き

い
。
だ
か
ら
こ
そ

確
実
に
前
進
で
き

る
よ
う
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
。」と
、

大
変
前
向
き
な
発

言
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

濃
飛
横
断
自
動
車
道
の
　
　

　  

早
期
開
通
に
向
け
て

《
濃
飛
横
断
自
動
車
道
と
は
？
》

　郡
上
市
か
ら
下
呂
市
を
経
由
し
て
、

中
津
川
市
に
至
る
高
規
格
道
路
で
、
東

海
北
陸
自
動
車
道
と
中
央
自
動
車
道
を

結
び
岐
阜
県
の
高
規
格
道
路
網
を
形
成

す
る
大
変
重
要
な
道
路
で
す
。

▲国土交通省道路局長との要望面談

「げろ議会だより」をお読みいただき、ありが
とうございます。「読みたくなる議会だより」
とするため、皆さんの声をお聞かせください。
右の二次元コードを読み取り、アンケートに回答
をお願いします。

https://www.youtube.com/channel/
UCALIKRpFipq7Mtpr--rJGKQ/featured
ライブ配信動画は、次回定例会までYouTubeから視聴できます。
過去の配信動画は、下呂市ホームページにて視聴できます。

インターネットライブ配信
本会議および常任委員会（付託案件審査）は、動画共有
サービス（YouTube）にてライブ配信を行っています。

「げろ議会だより」アンケート

　下呂市議会では、市民の皆さまから幅広いご意見やご提案をお気軽に出していただける仕組みとして、「議会への意見・提案箱」を設置
しています。
　寄せられたご意見等は、関係する委員会に引継ぎ、それぞれの委員会が決定した方針（調査研究を踏まえた市担当部局への提言など）
に基づき、具体的な対応を行っています。令和７年３月末までに寄せられたご意見等と各委員会での対応状況を取りまとめましたのでお知
らせします。

『議会への意見・提案箱』 へのご意見等と対応状況をお伝えします『議会への意見・提案箱』 へのご意見等と対応状況をお伝えします

● 子育て支援
複合型子ども・子育て支援拠点施設「ニコリエ」の館内の暑さ対策を。
利用者から館内空調についてご意見があった旨を施設管理者へ伝え、改善いただきました。

市　民
委員会

● まちづくり
公園を作ってほしい。
令和６年３月策定の下呂市公園整備計画（バランス期）～第２ステージ多様な活用編～に引き続き、令和７年３月には同整
備計画（バランス期）～第２ステージ暑さ対策編～が策定されていますので、計画の進捗を注視していきます。

市　民
委員会

もしもの時に妊婦が使えるタクシーなどの移動手段がほしい。
妊婦の救急搬送対策として、令和７年度から「ママ・サポート１１９」事業が運用されます。

市　民
委員会

高齢者向けの医療用タクシーなどの移動手段がほしい。
高齢者にとって利便性のある公共交通のあり方について調査研究を行い、今後も議会として提案をしていきます。

市　民
委員会

公営住宅の修繕工事計画の再考を。
市担当部局に対応を要請しました。

市　民
委員会

長距離の徒歩通学をしている児童生徒の熱中症が心配される。バス通学の対象距離の見直しを。
市政の課題に対する提言書の中に「猛暑から市民を守るために」として同意見を盛り込み、市長に提出しました。

市　民
委員会

小中学生スポーツクラブの活動に係る施設利用料の免除を。
令和７年度予算審査の中で要望を行いました。今後も継続して調査研究を行い、執行部に必要な提案を行っていきます。

市　民
委員会

部活動地域指導員の活動内容や人員確保の観点から報酬の見直しを。
令和７年度予算において報酬単価が改善されます。１回（３時間程度）の指導に対し、令和６年度2,000円から令和７年度
3,000円となります。

市　民
委員会

● 教　　育

市　民
委員会

県道・国道の地区境界に地区名標識の設置を。
担当する岐阜県土木事務所等に意見を伝えました。

● 河川道路

物価高騰のため、以前のような買い物クーポンの配布を。
1月議会で補正予算が可決され、市民生活支援として「給油クーポン配布事業」が実施されました。

市　民
委員会

● 生活支援

市内の国道41号沿線にメガ道の駅を作ったらどうか。
関係機関等との協議も必要となるため、継続調査を行っていきます。

市　民
委員会

観光客の安全確保のため、湯之島地内の車道・歩道の整備を。
市担当部局と情報共有を行いました。

市　民
委員会

● 観　　光

ご意見等につきましては、紙面の関係上、主なもののみ掲載していますのでご容赦願います。 なお、ご意見等の中には、引き続き調査研究を必要とする
内容もありますが、市民の皆さまからの貴重な声を反映した政策提言等へとつないでいけるよう努めていきます。

● 消防防災
消防団の操法大会を廃止してほしい。 子どもファーストと謳いながら毎晩行われる操法大会の訓練に疑念を感じる。
消防団を管轄する下呂市消防協会との情報共有を行いました。

市　民
委員会

民
生
教
育
ま
ち
づ
く
り
常
任
委
員
会

総
務
産
業
建
設
常
任
委
員
会
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少
子
化
が
深
刻
化
す
る

中
、
そ
の
対
策
の
充
実
が
求

め
ら
れ
る
が
、
新
た
な
子
育

て
支
援
策
は
。

　 

福
祉
部
長

　
病
児
保
育
や
国
の
制
度
を
活
用

し
た
妊
婦
の
た
め
の
支
援
給
付
交

付
金
等
を
行
う
予
定
で
す
。

　
病
児
保
育
で
は
、
子
ど
も
が
病

気
の
際
、
保
護
者
が
就
労
等
の
事

情
で
自
宅
で
の
保
育
が
困
難
な
場

合
、
保
育
所
等
に
病
気
の
子
ど
も

を
一
時
的
に
預
け
ら
れ
る
よ
う
に
す

る
も
の
で
、
こ
れ
に
よ
り
保
護
者

が
働
き
な
が
ら
安
心
し
て
子
育
て

が
で
き
る
環
境
を
整
え
た
い
と
考

え
ま
す
。
な
お
、
病
児
保
育
事
業

所
を
市
内
の
北
部 

・
中
部 

・
南
部

に
各
１
カ
所
開
設
で
き
る
よ
う
調

整
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
妊
婦
の
た
め
の
支
援
給

付
交
付
金
事
業
で
は
、
妊
娠
期
か

ら
の
切
れ
目
な
い
相
談
支
援
を
行

う 

「
妊
婦
等
包
括
相
談
支
援
事

業
」
と
妊
娠
期
の
経
済
的
負
担
軽

減
を
図
る
た
め
の 

「
妊
婦
の
た
め

の
支
援
給
付
金
」
を
効
果
的
に
組

み
合
わ
せ
、
総
合
的
な
支
援
を
図

る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
支
援
給

付
金
は
、
妊
婦
認
定
後
に
５
万
円
、

妊
娠
し
て
い
る
子
ど
も
の
数
に
対

し
５
万
円
を
支
給
す
る
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。

少子化に立ち向かう子育て支援を少子化に立ち向かう子育て支援を少子化に立ち向かう子育て支援を
答 問

一
般
質
問
・
答
弁

の
映
像
は
こ
ち
ら

今
井
政
良
議員

い
ま

い

ま
さ

よ
し

下
呂
温
泉
街
整
備

特
別
委
員
会

下
呂
温
泉
街
整
備

特
別
委
員
会

下
呂
温
泉
街
整
備

特
別
委
員
会

　
３
月
17
日
、
特
別
委
員
会
を
開
催
し
、

市
長
お
よ
び
担
当
部
局
か
ら
、
報
告
を

受
け
ま
し
た
。

《
都
市
再
生
整
備
事
業
　下
呂
市
街
な
み

環
境
整
備
事
業
補
助
金
制
度
に
つ
い
て
》

　
市
は
下
呂
温
泉
の
魅
力
を
さ
ら
に
磨

き
上
げ
る
た
め
、
行
政
と
地
域
住
民
が

協
働
し
な
が
ら
、
景
観
に
よ
る
街
な
み

整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
こ
の
事
業
で

は
対
象
エ
リ
ア
ご
と
に
、
建
物
、
工
作

物
や
屋
外
広
告
物
等
の
外
観
に
つ
い
て

ル
ー
ル
を
定
め
、
こ
れ
ら
を 

「
景
観
ま

ち
づ
く
り
協
定
」
と
し
て
土
地
所
有
者

間
で
締
結
し
て
い
ま
す
。
現
在
ま
で
に

協
定
締
結
、
ま
た
は
協
定
案
が
策
定
さ

れ
た
エ
リ
ア
は
、
森
の
松
原
通
り
地
区
、

森 

・
湯
之
島
に
ま
た
が
る
阿
多
野
谷
地

区
で
、
７
年
度
は
森
の
松
原
西
地
区
で

協
定
の
策
定
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
委

員
会
で
は
、
７
年
度
か
ら
始
ま
る
協
定

に
則
っ
た

建
物
の
修

景
整
備
に

関
す
る
補

助
金
に
つ

い
て
説
明

が
あ
り
ま

し
た
。

※イラストはイメージです

　
濃
飛
横
断
自
動
車
道
路
計
画
沿
線
に

位
置
す
る
本
市
と
中
津
川
市 

・
郡
上

市 

・
東
白
川
村
の
各
議
会
で
は
、「
濃
飛

横
断
道 

・
三
市
一
村
議
会
委
員
会
合
同

会
議
」
を
組
織
し
、
連
携
し
な
が
ら
、

濃
飛
横
断
自
動
車
道
の
早
期
全
線
開
通

に
向
け
た
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
本
年
２
月
、
当
合
同
会
議
で
は
初
め

て
と
な
る
国
土
交
通
省
お
よ
び
関
係
国

会
議
員
へ
の
要
望
を
行
い
、
地
元
の
思

い
を
届
け
ま
し
た
。
面
談
を
行
っ
た
国

土
交
通
省
の
道
路
局
長
か
ら
は
、「
リ
ニ

ア
中
央
新
幹
線
の
効
果
を
広
域
的
に
波

及
さ
せ
る
に
は
、

濃
飛
横
断
自
動
車

道
の
存
在
は
大
き

い
。
だ
か
ら
こ
そ

確
実
に
前
進
で
き

る
よ
う
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
。」と
、

大
変
前
向
き
な
発

言
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

濃
飛
横
断
自
動
車
道
の
　
　

　  

早
期
開
通
に
向
け
て

《
濃
飛
横
断
自
動
車
道
と
は
？
》

　郡
上
市
か
ら
下
呂
市
を
経
由
し
て
、

中
津
川
市
に
至
る
高
規
格
道
路
で
、
東

海
北
陸
自
動
車
道
と
中
央
自
動
車
道
を

結
び
岐
阜
県
の
高
規
格
道
路
網
を
形
成

す
る
大
変
重
要
な
道
路
で
す
。

▲国土交通省道路局長との要望面談

「げろ議会だより」をお読みいただき、ありが
とうございます。「読みたくなる議会だより」
とするため、皆さんの声をお聞かせください。
右の二次元コードを読み取り、アンケートに回答
をお願いします。

https://www.youtube.com/channel/
UCALIKRpFipq7Mtpr--rJGKQ/featured
ライブ配信動画は、次回定例会までYouTubeから視聴できます。
過去の配信動画は、下呂市ホームページにて視聴できます。

インターネットライブ配信
本会議および常任委員会（付託案件審査）は、動画共有
サービス（YouTube）にてライブ配信を行っています。

「げろ議会だより」アンケート

　下呂市議会では、市民の皆さまから幅広いご意見やご提案をお気軽に出していただける仕組みとして、「議会への意見・提案箱」を設置
しています。
　寄せられたご意見等は、関係する委員会に引継ぎ、それぞれの委員会が決定した方針（調査研究を踏まえた市担当部局への提言など）
に基づき、具体的な対応を行っています。令和７年３月末までに寄せられたご意見等と各委員会での対応状況を取りまとめましたのでお知
らせします。

『議会への意見・提案箱』 へのご意見等と対応状況をお伝えします『議会への意見・提案箱』 へのご意見等と対応状況をお伝えします

● 子育て支援
複合型子ども・子育て支援拠点施設「ニコリエ」の館内の暑さ対策を。
利用者から館内空調についてご意見があった旨を施設管理者へ伝え、改善いただきました。

市　民
委員会

● まちづくり
公園を作ってほしい。
令和６年３月策定の下呂市公園整備計画（バランス期）～第２ステージ多様な活用編～に引き続き、令和７年３月には同整
備計画（バランス期）～第２ステージ暑さ対策編～が策定されていますので、計画の進捗を注視していきます。

市　民
委員会

もしもの時に妊婦が使えるタクシーなどの移動手段がほしい。
妊婦の救急搬送対策として、令和７年度から「ママ・サポート１１９」事業が運用されます。

市　民
委員会

高齢者向けの医療用タクシーなどの移動手段がほしい。
高齢者にとって利便性のある公共交通のあり方について調査研究を行い、今後も議会として提案をしていきます。

市　民
委員会

公営住宅の修繕工事計画の再考を。
市担当部局に対応を要請しました。

市　民
委員会

長距離の徒歩通学をしている児童生徒の熱中症が心配される。バス通学の対象距離の見直しを。
市政の課題に対する提言書の中に「猛暑から市民を守るために」として同意見を盛り込み、市長に提出しました。

市　民
委員会

小中学生スポーツクラブの活動に係る施設利用料の免除を。
令和７年度予算審査の中で要望を行いました。今後も継続して調査研究を行い、執行部に必要な提案を行っていきます。

市　民
委員会

部活動地域指導員の活動内容や人員確保の観点から報酬の見直しを。
令和７年度予算において報酬単価が改善されます。１回（３時間程度）の指導に対し、令和６年度2,000円から令和７年度
3,000円となります。

市　民
委員会

● 教　　育

市　民
委員会

県道・国道の地区境界に地区名標識の設置を。
担当する岐阜県土木事務所等に意見を伝えました。

● 河川道路

物価高騰のため、以前のような買い物クーポンの配布を。
1月議会で補正予算が可決され、市民生活支援として「給油クーポン配布事業」が実施されました。

市　民
委員会

● 生活支援

市内の国道41号沿線にメガ道の駅を作ったらどうか。
関係機関等との協議も必要となるため、継続調査を行っていきます。

市　民
委員会

観光客の安全確保のため、湯之島地内の車道・歩道の整備を。
市担当部局と情報共有を行いました。

市　民
委員会

● 観　　光

ご意見等につきましては、紙面の関係上、主なもののみ掲載していますのでご容赦願います。 なお、ご意見等の中には、引き続き調査研究を必要とする
内容もありますが、市民の皆さまからの貴重な声を反映した政策提言等へとつないでいけるよう努めていきます。

● 消防防災
消防団の操法大会を廃止してほしい。 子どもファーストと謳いながら毎晩行われる操法大会の訓練に疑念を感じる。
消防団を管轄する下呂市消防協会との情報共有を行いました。

市　民
委員会

民
生
教
育
ま
ち
づ
く
り
常
任
委
員
会

総
務
産
業
建
設
常
任
委
員
会
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少
子
化
が
深
刻
化
す
る

中
、
そ
の
対
策
の
充
実
が
求

め
ら
れ
る
が
、
新
た
な
子
育

て
支
援
策
は
。

　 

福
祉
部
長

　
病
児
保
育
や
国
の
制
度
を
活
用

し
た
妊
婦
の
た
め
の
支
援
給
付
交

付
金
等
を
行
う
予
定
で
す
。

　
病
児
保
育
で
は
、
子
ど
も
が
病

気
の
際
、
保
護
者
が
就
労
等
の
事

情
で
自
宅
で
の
保
育
が
困
難
な
場

合
、
保
育
所
等
に
病
気
の
子
ど
も

を
一
時
的
に
預
け
ら
れ
る
よ
う
に
す

る
も
の
で
、
こ
れ
に
よ
り
保
護
者

が
働
き
な
が
ら
安
心
し
て
子
育
て

が
で
き
る
環
境
を
整
え
た
い
と
考

え
ま
す
。
な
お
、
病
児
保
育
事
業

所
を
市
内
の
北
部 

・
中
部 

・
南
部

に
各
１
カ
所
開
設
で
き
る
よ
う
調

整
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
妊
婦
の
た
め
の
支
援
給

付
交
付
金
事
業
で
は
、
妊
娠
期
か

ら
の
切
れ
目
な
い
相
談
支
援
を
行

う 

「
妊
婦
等
包
括
相
談
支
援
事

業
」
と
妊
娠
期
の
経
済
的
負
担
軽

減
を
図
る
た
め
の 

「
妊
婦
の
た
め

の
支
援
給
付
金
」
を
効
果
的
に
組

み
合
わ
せ
、
総
合
的
な
支
援
を
図

る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
支
援
給

付
金
は
、
妊
婦
認
定
後
に
５
万
円
、

妊
娠
し
て
い
る
子
ど
も
の
数
に
対

し
５
万
円
を
支
給
す
る
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。

少子化に立ち向かう子育て支援を少子化に立ち向かう子育て支援を少子化に立ち向かう子育て支援を
答 問

一
般
質
問
・
答
弁

の
映
像
は
こ
ち
ら

今
井
政
良
議員

い
ま

い

ま
さ

よ
し

下
呂
温
泉
街
整
備

特
別
委
員
会

下
呂
温
泉
街
整
備

特
別
委
員
会

下
呂
温
泉
街
整
備

特
別
委
員
会

　
３
月
17
日
、
特
別
委
員
会
を
開
催
し
、

市
長
お
よ
び
担
当
部
局
か
ら
、
報
告
を

受
け
ま
し
た
。

《
都
市
再
生
整
備
事
業
　下
呂
市
街
な
み

環
境
整
備
事
業
補
助
金
制
度
に
つ
い
て
》

　
市
は
下
呂
温
泉
の
魅
力
を
さ
ら
に
磨

き
上
げ
る
た
め
、
行
政
と
地
域
住
民
が

協
働
し
な
が
ら
、
景
観
に
よ
る
街
な
み

整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
こ
の
事
業
で

は
対
象
エ
リ
ア
ご
と
に
、
建
物
、
工
作

物
や
屋
外
広
告
物
等
の
外
観
に
つ
い
て

ル
ー
ル
を
定
め
、
こ
れ
ら
を 

「
景
観
ま

ち
づ
く
り
協
定
」
と
し
て
土
地
所
有
者

間
で
締
結
し
て
い
ま
す
。
現
在
ま
で
に

協
定
締
結
、
ま
た
は
協
定
案
が
策
定
さ

れ
た
エ
リ
ア
は
、
森
の
松
原
通
り
地
区
、

森 

・
湯
之
島
に
ま
た
が
る
阿
多
野
谷
地

区
で
、
７
年
度
は
森
の
松
原
西
地
区
で

協
定
の
策
定
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
委

員
会
で
は
、
７
年
度
か
ら
始
ま
る
協
定

に
則
っ
た

建
物
の
修

景
整
備
に

関
す
る
補

助
金
に
つ

い
て
説
明

が
あ
り
ま

し
た
。

※イラストはイメージです

　
濃
飛
横
断
自
動
車
道
路
計
画
沿
線
に

位
置
す
る
本
市
と
中
津
川
市 

・
郡
上

市 

・
東
白
川
村
の
各
議
会
で
は
、「
濃
飛

横
断
道 

・
三
市
一
村
議
会
委
員
会
合
同

会
議
」
を
組
織
し
、
連
携
し
な
が
ら
、

濃
飛
横
断
自
動
車
道
の
早
期
全
線
開
通

に
向
け
た
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
本
年
２
月
、
当
合
同
会
議
で
は
初
め

て
と
な
る
国
土
交
通
省
お
よ
び
関
係
国

会
議
員
へ
の
要
望
を
行
い
、
地
元
の
思

い
を
届
け
ま
し
た
。
面
談
を
行
っ
た
国

土
交
通
省
の
道
路
局
長
か
ら
は
、「
リ
ニ

ア
中
央
新
幹
線
の
効
果
を
広
域
的
に
波

及
さ
せ
る
に
は
、

濃
飛
横
断
自
動
車

道
の
存
在
は
大
き

い
。
だ
か
ら
こ
そ

確
実
に
前
進
で
き

る
よ
う
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
。」と
、

大
変
前
向
き
な
発

言
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

濃
飛
横
断
自
動
車
道
の
　
　

　  

早
期
開
通
に
向
け
て

《
濃
飛
横
断
自
動
車
道
と
は
？
》

　郡
上
市
か
ら
下
呂
市
を
経
由
し
て
、

中
津
川
市
に
至
る
高
規
格
道
路
で
、
東

海
北
陸
自
動
車
道
と
中
央
自
動
車
道
を

結
び
岐
阜
県
の
高
規
格
道
路
網
を
形
成

す
る
大
変
重
要
な
道
路
で
す
。

▲国土交通省道路局長との要望面談

「げろ議会だより」をお読みいただき、ありが
とうございます。「読みたくなる議会だより」
とするため、皆さんの声をお聞かせください。
右の二次元コードを読み取り、アンケートに回答
をお願いします。

https://www.youtube.com/channel/
UCALIKRpFipq7Mtpr--rJGKQ/featured
ライブ配信動画は、次回定例会までYouTubeから視聴できます。
過去の配信動画は、下呂市ホームページにて視聴できます。

インターネットライブ配信
本会議および常任委員会（付託案件審査）は、動画共有
サービス（YouTube）にてライブ配信を行っています。

「げろ議会だより」アンケート

　下呂市議会では、市民の皆さまから幅広いご意見やご提案をお気軽に出していただける仕組みとして、「議会への意見・提案箱」を設置
しています。
　寄せられたご意見等は、関係する委員会に引継ぎ、それぞれの委員会が決定した方針（調査研究を踏まえた市担当部局への提言など）
に基づき、具体的な対応を行っています。令和７年３月末までに寄せられたご意見等と各委員会での対応状況を取りまとめましたのでお知
らせします。

『議会への意見・提案箱』 へのご意見等と対応状況をお伝えします『議会への意見・提案箱』 へのご意見等と対応状況をお伝えします

● 子育て支援
複合型子ども・子育て支援拠点施設「ニコリエ」の館内の暑さ対策を。
利用者から館内空調についてご意見があった旨を施設管理者へ伝え、改善いただきました。

市　民
委員会

● まちづくり
公園を作ってほしい。
令和６年３月策定の下呂市公園整備計画（バランス期）～第２ステージ多様な活用編～に引き続き、令和７年３月には同整
備計画（バランス期）～第２ステージ暑さ対策編～が策定されていますので、計画の進捗を注視していきます。

市　民
委員会

もしもの時に妊婦が使えるタクシーなどの移動手段がほしい。
妊婦の救急搬送対策として、令和７年度から「ママ・サポート１１９」事業が運用されます。

市　民
委員会

高齢者向けの医療用タクシーなどの移動手段がほしい。
高齢者にとって利便性のある公共交通のあり方について調査研究を行い、今後も議会として提案をしていきます。

市　民
委員会

公営住宅の修繕工事計画の再考を。
市担当部局に対応を要請しました。

市　民
委員会

長距離の徒歩通学をしている児童生徒の熱中症が心配される。バス通学の対象距離の見直しを。
市政の課題に対する提言書の中に「猛暑から市民を守るために」として同意見を盛り込み、市長に提出しました。

市　民
委員会

小中学生スポーツクラブの活動に係る施設利用料の免除を。
令和７年度予算審査の中で要望を行いました。今後も継続して調査研究を行い、執行部に必要な提案を行っていきます。

市　民
委員会

部活動地域指導員の活動内容や人員確保の観点から報酬の見直しを。
令和７年度予算において報酬単価が改善されます。１回（３時間程度）の指導に対し、令和６年度2,000円から令和７年度
3,000円となります。

市　民
委員会

● 教　　育

市　民
委員会

県道・国道の地区境界に地区名標識の設置を。
担当する岐阜県土木事務所等に意見を伝えました。

● 河川道路

物価高騰のため、以前のような買い物クーポンの配布を。
1月議会で補正予算が可決され、市民生活支援として「給油クーポン配布事業」が実施されました。

市　民
委員会

● 生活支援

市内の国道41号沿線にメガ道の駅を作ったらどうか。
関係機関等との協議も必要となるため、継続調査を行っていきます。

市　民
委員会

観光客の安全確保のため、湯之島地内の車道・歩道の整備を。
市担当部局と情報共有を行いました。

市　民
委員会

● 観　　光

ご意見等につきましては、紙面の関係上、主なもののみ掲載していますのでご容赦願います。 なお、ご意見等の中には、引き続き調査研究を必要とする
内容もありますが、市民の皆さまからの貴重な声を反映した政策提言等へとつないでいけるよう努めていきます。

● 消防防災
消防団の操法大会を廃止してほしい。 子どもファーストと謳いながら毎晩行われる操法大会の訓練に疑念を感じる。
消防団を管轄する下呂市消防協会との情報共有を行いました。

市　民
委員会
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G E R O  C I T Y  C O U N C I L G E R O  C I T Y  C O U N C I L

　 

少
子
化
が
深
刻
化
す
る

中
、
そ
の
対
策
の
充
実
が
求

め
ら
れ
る
が
、
新
た
な
子
育

て
支
援
策
は
。

　 

福
祉
部
長

　
病
児
保
育
や
国
の
制
度
を
活
用

し
た
妊
婦
の
た
め
の
支
援
給
付
交

付
金
等
を
行
う
予
定
で
す
。

　
病
児
保
育
で
は
、
子
ど
も
が
病

気
の
際
、
保
護
者
が
就
労
等
の
事

情
で
自
宅
で
の
保
育
が
困
難
な
場

合
、
保
育
所
等
に
病
気
の
子
ど
も

を
一
時
的
に
預
け
ら
れ
る
よ
う
に
す

る
も
の
で
、
こ
れ
に
よ
り
保
護
者

が
働
き
な
が
ら
安
心
し
て
子
育
て

が
で
き
る
環
境
を
整
え
た
い
と
考

え
ま
す
。
な
お
、
病
児
保
育
事
業

所
を
市
内
の
北
部 

・
中
部 

・
南
部

に
各
１
カ
所
開
設
で
き
る
よ
う
調

整
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
妊
婦
の
た
め
の
支
援
給

付
交
付
金
事
業
で
は
、
妊
娠
期
か

ら
の
切
れ
目
な
い
相
談
支
援
を
行

う 

「
妊
婦
等
包
括
相
談
支
援
事

業
」
と
妊
娠
期
の
経
済
的
負
担
軽

減
を
図
る
た
め
の 

「
妊
婦
の
た
め

の
支
援
給
付
金
」
を
効
果
的
に
組

み
合
わ
せ
、
総
合
的
な
支
援
を
図

る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
支
援
給

付
金
は
、
妊
婦
認
定
後
に
５
万
円
、

妊
娠
し
て
い
る
子
ど
も
の
数
に
対

し
５
万
円
を
支
給
す
る
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。

少子化に立ち向かう子育て支援を少子化に立ち向かう子育て支援を少子化に立ち向かう子育て支援を
答 問

一
般
質
問
・
答
弁

の
映
像
は
こ
ち
ら

今
井
政
良
議員

い
ま

い

ま
さ

よ
し

下
呂
温
泉
街
整
備

特
別
委
員
会

下
呂
温
泉
街
整
備

特
別
委
員
会

下
呂
温
泉
街
整
備

特
別
委
員
会

　
３
月
17
日
、
特
別
委
員
会
を
開
催
し
、

市
長
お
よ
び
担
当
部
局
か
ら
、
報
告
を

受
け
ま
し
た
。

《
都
市
再
生
整
備
事
業
　下
呂
市
街
な
み

環
境
整
備
事
業
補
助
金
制
度
に
つ
い
て
》

　
市
は
下
呂
温
泉
の
魅
力
を
さ
ら
に
磨

き
上
げ
る
た
め
、
行
政
と
地
域
住
民
が

協
働
し
な
が
ら
、
景
観
に
よ
る
街
な
み

整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
こ
の
事
業
で

は
対
象
エ
リ
ア
ご
と
に
、
建
物
、
工
作

物
や
屋
外
広
告
物
等
の
外
観
に
つ
い
て

ル
ー
ル
を
定
め
、
こ
れ
ら
を 

「
景
観
ま

ち
づ
く
り
協
定
」
と
し
て
土
地
所
有
者

間
で
締
結
し
て
い
ま
す
。
現
在
ま
で
に

協
定
締
結
、
ま
た
は
協
定
案
が
策
定
さ

れ
た
エ
リ
ア
は
、
森
の
松
原
通
り
地
区
、

森 

・
湯
之
島
に
ま
た
が
る
阿
多
野
谷
地

区
で
、
７
年
度
は
森
の
松
原
西
地
区
で

協
定
の
策
定
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
委

員
会
で
は
、
７
年
度
か
ら
始
ま
る
協
定

に
則
っ
た

建
物
の
修

景
整
備
に

関
す
る
補

助
金
に
つ

い
て
説
明

が
あ
り
ま

し
た
。

※イラストはイメージです

　
濃
飛
横
断
自
動
車
道
路
計
画
沿
線
に

位
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す
る
本
市
と
中
津
川
市 

・
郡
上

市 

・
東
白
川
村
の
各
議
会
で
は
、「
濃
飛

横
断
道 

・
三
市
一
村
議
会
委
員
会
合
同

会
議
」
を
組
織
し
、
連
携
し
な
が
ら
、

濃
飛
横
断
自
動
車
道
の
早
期
全
線
開
通

に
向
け
た
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
本
年
２
月
、
当
合
同
会
議
で
は
初
め

て
と
な
る
国
土
交
通
省
お
よ
び
関
係
国

会
議
員
へ
の
要
望
を
行
い
、
地
元
の
思

い
を
届
け
ま
し
た
。
面
談
を
行
っ
た
国

土
交
通
省
の
道
路
局
長
か
ら
は
、「
リ
ニ

ア
中
央
新
幹
線
の
効
果
を
広
域
的
に
波

及
さ
せ
る
に
は
、

濃
飛
横
断
自
動
車

道
の
存
在
は
大
き

い
。
だ
か
ら
こ
そ

確
実
に
前
進
で
き

る
よ
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取
り
組
ん

で
い
き
た
い
。」と
、

大
変
前
向
き
な
発

言
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

濃
飛
横
断
自
動
車
道
の
　
　

　  

早
期
開
通
に
向
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て

《
濃
飛
横
断
自
動
車
道
と
は
？
》

　郡
上
市
か
ら
下
呂
市
を
経
由
し
て
、

中
津
川
市
に
至
る
高
規
格
道
路
で
、
東

海
北
陸
自
動
車
道
と
中
央
自
動
車
道
を

結
び
岐
阜
県
の
高
規
格
道
路
網
を
形
成

す
る
大
変
重
要
な
道
路
で
す
。

▲国土交通省道路局長との要望面談

「げろ議会だより」をお読みいただき、ありが
とうございます。「読みたくなる議会だより」
とするため、皆さんの声をお聞かせください。
右の二次元コードを読み取り、アンケートに回答
をお願いします。

https://www.youtube.com/channel/
UCALIKRpFipq7Mtpr--rJGKQ/featured
ライブ配信動画は、次回定例会までYouTubeから視聴できます。
過去の配信動画は、下呂市ホームページにて視聴できます。

インターネットライブ配信
本会議および常任委員会（付託案件審査）は、動画共有
サービス（YouTube）にてライブ配信を行っています。

「げろ議会だより」アンケート

　下呂市議会では、市民の皆さまから幅広いご意見やご提案をお気軽に出していただける仕組みとして、「議会への意見・提案箱」を設置
しています。
　寄せられたご意見等は、関係する委員会に引継ぎ、それぞれの委員会が決定した方針（調査研究を踏まえた市担当部局への提言など）
に基づき、具体的な対応を行っています。令和７年３月末までに寄せられたご意見等と各委員会での対応状況を取りまとめましたのでお知
らせします。

『議会への意見・提案箱』 へのご意見等と対応状況をお伝えします『議会への意見・提案箱』 へのご意見等と対応状況をお伝えします

● 子育て支援
複合型子ども・子育て支援拠点施設「ニコリエ」の館内の暑さ対策を。
利用者から館内空調についてご意見があった旨を施設管理者へ伝え、改善いただきました。

市　民
委員会

● まちづくり
公園を作ってほしい。
令和６年３月策定の下呂市公園整備計画（バランス期）～第２ステージ多様な活用編～に引き続き、令和７年３月には同整
備計画（バランス期）～第２ステージ暑さ対策編～が策定されていますので、計画の進捗を注視していきます。

市　民
委員会

もしもの時に妊婦が使えるタクシーなどの移動手段がほしい。
妊婦の救急搬送対策として、令和７年度から「ママ・サポート１１９」事業が運用されます。

市　民
委員会

高齢者向けの医療用タクシーなどの移動手段がほしい。
高齢者にとって利便性のある公共交通のあり方について調査研究を行い、今後も議会として提案をしていきます。

市　民
委員会

公営住宅の修繕工事計画の再考を。
市担当部局に対応を要請しました。

市　民
委員会

長距離の徒歩通学をしている児童生徒の熱中症が心配される。バス通学の対象距離の見直しを。
市政の課題に対する提言書の中に「猛暑から市民を守るために」として同意見を盛り込み、市長に提出しました。

市　民
委員会

小中学生スポーツクラブの活動に係る施設利用料の免除を。
令和７年度予算審査の中で要望を行いました。今後も継続して調査研究を行い、執行部に必要な提案を行っていきます。

市　民
委員会

部活動地域指導員の活動内容や人員確保の観点から報酬の見直しを。
令和７年度予算において報酬単価が改善されます。１回（３時間程度）の指導に対し、令和６年度2,000円から令和７年度
3,000円となります。

市　民
委員会

● 教　　育

市　民
委員会

県道・国道の地区境界に地区名標識の設置を。
担当する岐阜県土木事務所等に意見を伝えました。

● 河川道路

物価高騰のため、以前のような買い物クーポンの配布を。
1月議会で補正予算が可決され、市民生活支援として「給油クーポン配布事業」が実施されました。

市　民
委員会

● 生活支援

市内の国道41号沿線にメガ道の駅を作ったらどうか。
関係機関等との協議も必要となるため、継続調査を行っていきます。

市　民
委員会

観光客の安全確保のため、湯之島地内の車道・歩道の整備を。
市担当部局と情報共有を行いました。

市　民
委員会

● 観　　光

ご意見等につきましては、紙面の関係上、主なもののみ掲載していますのでご容赦願います。 なお、ご意見等の中には、引き続き調査研究を必要とする
内容もありますが、市民の皆さまからの貴重な声を反映した政策提言等へとつないでいけるよう努めていきます。

● 消防防災
消防団の操法大会を廃止してほしい。 子どもファーストと謳いながら毎晩行われる操法大会の訓練に疑念を感じる。
消防団を管轄する下呂市消防協会との情報共有を行いました。

市　民
委員会
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　議会活動の透明性を高めるため、すべての委員会の
内容を容易に知ることができるよう検討が必要である。

市民参加
及び市民
との連携

〇本会議のケーブルテレビ放送・インターネット配
信、常任委員会における付託案件審査状況の
インターネット配信
〇「出前座談会 （市民と議会との意見交換会）」
（令和６年度：４団体）および各種団体との懇談
会の開催 （令和６年度：１団体）

評価

Ｂ

　市民と議会との意見交換会は、効果的な広聴活動と
なるよう開催方法等の検討が必要である。 Ｂ

評価・今後の対策等主な取組状況・実績等条　項

第
５
条

　市民に開かれ、より身近な議会を目指し、もっと読
みたくなる議会だよりへと努めていくと共に、ホームペ
ージ等での情報発信の充実に向け、継続的に取り組む
必要がある。

議会広報
の充実

〇議会だよりの紙面デザインをリニューアル
〇議会だよりへの意見を聴取するアンケートの実施
〇一般質問通告内容をより詳細にホームページで
公表

Ｂ
第
６
条

　執行部と政策競争をする議会を目指すため、さらな
る議員の意識改革と資質向上、継続的な議論が可能な
議会体制の構築が必要である。

市長等と
の関係

〇常任委員会ごとで調整した市政の課題に対する
提言書を議会として市長に提出
　（令和６年12月20日提出）

Ｂ
第
８
条

　十分な議論を通じ、より良い成案へとつなげるため
の仕組みとして、政策等説明会を開催したが、これま
での実施状況の検証を踏まえ、運用方法等の改善に取
り組む必要がある。

政策等形
成過程の
説明

〇市の重要な政策等の形成過程における説明を
求める場として、政策等説明会を試行開催
　 （令和６年度：７回開催） Ｂ

第
９
条

　決算審査によって明確になった論点をその後の予算
審査に効果的に活かすための政策サイクルのあり方に
ついて、継続的に検討しなければならない。

委員会等
の運営

〇予算と決算を総合的一体的に審査するため、予
算決算常任委員会へと体制を見直すと共に、そ
の審査を充実させるため、予算決算審査準備
会を設置する等、新たな審査サイクルを策定

Ｂ
第
13
条
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　６月定例会の会期日程（予定）をお知らせします。なお、一般質問
などの内容は新聞折込および下呂市メールでお知らせします。

６月定例会会期日程（予定）

※日程は変更になる
　場合もあります。

月　　日
６月　６日
１９日
２０日
２３日
２４日
２５日
２７日

金
木
金
月
火
水
金

午前9時30分～

本会議（初日）
本会議（一般質問）
本会議（一般質問）
常任委員会
常任委員会
予算決算常任委員会（予算関係）
本会議（最終日）

会　議　内　容 時　　間曜日

場所 ： 本会議（下呂庁舎３階議場）
　　　委員会（下呂庁舎３ー１会議室）

　3月定例会では、新年度予算について審議しました。予算
書には、下呂市がどんなことに力を入れていくのか、どんな課
題に取り組もうとしているのか、私たちの暮らしに関わる大
切な計画がたくさん詰まっています。
　気になる政策分野がありましたら、ぜひ第三次総合計画・
施政方針とあわせて、予算書に目を通してみてください。わ
からないことがあれば、お近くの議員に気軽に声をかけてく
ださい。これからも、皆さんとの座談会や意見箱等を通じて、
たくさんのご意見をお聞かせください。皆さんの声を大切に
しながら、わかりやすい情報をお届けしていきたいと思いま
す。どうぞよろしくお願いします！（Y・K）

編 集 後 記
TOPICS
●令和7年度予算審査報告
●３月定例会報告（審議結果）・常任委員会報告
●一般質問（これって、どうなってるの？）
●議会への意見提案箱へのご意見等と対応状況
●議会基本条例の達成状況検証、６月定例会日程

　令和７年４月８日、前日に入学式を行ったばかりの小学校新１年生が真新しいランドセルを背負って
小学校に登校しました。
　市は、令和７年度の新規事業として新入学児童の希望者へランドセルを無償配付しました。

【新しいランドセルで登校】表
紙
の
写
真

No.84
令和７年 5月1日
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　下呂市議会基本条例は、議会の果たすべき役割や責任を認識し、市民福祉の向上のため、議会一丸となって全力で取り組んでい
くことを決意し、令和３年に制定したものです。本条例の第27条では、「議会は、この条例の施行の状況について議会改革特別委員
会において検証し、その検証結果に基づき、必要に応じて、この条例の見直しを行うものとする」と規定されています。
　このため、議会改革特別委員会を中心に、令和６年度における条例の各条項の達成状況に係る検証作業に取り組み、この度、そ
の検証結果と評価を取りまとめましたので、お知らせいたします。

＊議会基本条例は、制定して終わりではなく、その成果や課題を検証して、さらにレベルアップした条例へと改正していくことが、議会
活動の質の向上にとってとても重要です。そのためにも、この検証の取り組みを継続していきます。

＊すべての条項に係る検証結果・評価は、下呂市ホームページに掲載していますのでご覧ください。

【主な検証結果 ・評価】 《 評価の段階：Ａ「達成」、Ｂ「一部達成」、Ｃ「未達成」、－「対象外」》

議会基本条例の達成状況を検証しました議会基本条例の達成状況を検証しました


